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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日、横よこ浜はまは消しよう滅めつした。




　行政区画の青いビル達が、炙あぶられた砂糖のように溶とけ落ちた。

　沿岸の化学コンビナートが、太陽のような高熱でまたたく間に蒸発した。

　舗ほ装そう道路の上に行ぎよう儀ぎよく並んだ自動車の群れが、まるで気まぐれな神様から突とつ然ぜん存在する許可を取り上げられたかのように、灰色の陽炎かげろうとなって中の人間もろとも消えうせた。

　窓から外の青い空を眺ながめていた少年も。

　手を繫つなぎあって海辺の公園を歩いていた恋こい人びと達も。

　地下室で悪事の計画を立てていた犯罪者達も。

　何もかもが突然、何の予告も忠告もなく、自分達が消えるのだという恐きよう怖ふさえ与あたえられることもなく──ある瞬しゆん間かんさっと消滅した。

　奇き術じゆつ師が見せる手品のように。

　手品と違ちがうのは、消滅した半径35粁キロメートルの大地と、そこに含ふくまれる四百万人近い人間が、奇術師の思わせぶりなウインクとともに再び姿を現す──などということはなく、そして今後二度と元に戻もどることはないということだった。

　横浜の沖おき合あいを爆ばく心しん地ちとして、高熱はほとんど何も残さず、あらゆるものを持ち去っていってしまった。決して帰ってくることのできない遠いどこかへ、永久に。

　かろうじて後に残されたのは、グツグツと煮にえる赤い液状大地と、死者の魂たましいのようにゆらめく陽炎と、そして宇宙まで突つき抜ぬけているかのように深く青い、夏の晴れた空だけ。

　そこは奇き妙みように静かだった。

　寂さびしさすら漂ただよっていた。

　その上を、あざやかに白い夏の積雲だけが、消滅した巨きよ大だい都市になど興味ないという風に、のんびりと空を泳いでいた。




　──夏である。










　消滅劇のはじめを告げる開ゼ始ロア点ワーは、それから僅わずか──

　──55分前。
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　横浜消滅の55分前。

　中なか島じま敦あつしは海の上にいた。

　双そう胴どう型がたの高こう速そく艇ていが白い飛ひ沫まつを散らしながら波を切り裂さいていく。敦は高速艇の舳へ先さきに立って、飛沫まじりの風を全身に浴びていた。

　空は青く、海はどこまでも続いている。日差しは暑く、飛沫は冷たい。誰だれが見ても〝何かいいことがありそう〟と思わせる快晴の日和ひよりだった。

「おい敦！　そんな舳先に立って、海に転げ落ちても知らんぞ！」

　背後の船室から呼ぶ声に、敦は振ふり返った。

「国くに木き田ださん、僕こんなに速い船に乗ったの初めてです！　気持ちいいですね！　速いし、良い天気です！」

　国木田と呼ばれた眼鏡めがねの青年が、船室のドアから出した顔をしかめた。

「天気も速度も、見れば判わかる」そう云いって国木田は懐ふところから手帳を開いた。「本日の気象状じよう況きようは降水確率０％だ。風速は南の風のち南東の風で、波の高さは１米メートルのち１・５米メートル。それから──」

「相変わらずその手帳、何でも書いてありますね……」

「俺の手帳には万ばん象しようの予定が書き込まれている。何事も手帳の予定通りになるのは善よいことだ。一度天気予報が外れて気象庁に乗り込んだことがあるが」表情を変えずに物ぶつ騒そうなことを云った国木田は、手帳を閉じながら敦を見た。「それより船室に入れ。この船に乗っているのは遠足ではないぞ。仕事の打ち合わせをする」

「あ、はい、了りよう解かいです」

　敦は素す直なおに舳先から飛び降りた。

　空の上で、船を追って飛んでいるウミネコがミャウミャウと鳴いた。




　国木田の背中を追って船室に入る。冷れい房ぼうで冷やされた空気が顔にぶつかった。

　船室の中は十畳じようほどの待合室になっていた。壁かべには地図、救きゆう命めい胴どう衣い、乗組員の集合写真が飾かざられている。部屋の中央には会議にも使えそうな長机があり、その周りを乳白色の長なが椅い子すがぐるりと囲んでいた。

「見ろ、すでに探たん偵てい社の調査員が全員集まって、お前を待っている」国木田が手で室内を指し示した。

「待って……、いる……？」敦は室内のメンバーを見回した。

　その長椅子に座っている人物は四名。

　敦は思った。……これは、待っているって云うんだろうか。

「うーん、うぐぼえー、きぼちわるい……なんで船っていうものは揺ゆれるンだろうナオミ……？　ああ、世界が揺れる……消化器系も揺れる……こみあげるこの想おもいにボクはうぐぶぼえええ」

「あああ兄様かわいそうな兄様、いくら吐はいてもナオミが看病してあげますからね、だからどんどん吐いちゃって下さいませ、うふふふっ」

　席の一番奥でぐったり伸のびている少年──谷たに崎ざきは、探偵社の中では敦と最も年ねん齢れいの近い、ひとつ上の先せん輩ぱいだ。金かな盥だらいに頭を突っ込み、青い顔で何やらうわごとをつぶやいている。それを甲か斐い甲斐がいしく看病する妹のナオミは、何故なぜか恍こう惚こつとした悦よろこびの表情を浮うかべている。これまで敦が見た限りでは、妹のナオミは兄が困れば困るほど嬉うれしそうな顔をする。理由は判らない。

　その隣となりには──。

「この写真はイマイチだねェ、下か顎がく骨こつ裂れつ傷しようがキレイに写ってない。おやこっちは上物だ、散さん弾だんが小腸と膵すい臓ぞうと脾ひ臓ぞうをばっさりえぐり出して……吹ふっ飛ばされた仙せん骨こつまでくっきりだ。じゃ、これは拡大して探偵社の壁に貼はる奴やつ、と」

　机上に現像された写真を並ならべて丁てい寧ねいに選別しているのは、探偵社の専属女医の与よ謝さ野のだ。置かれた写真に写っているのはどれも凄せい惨さんな殺人現場の遺体写真ばかり。体がねじ切れているもの、首が取れかけているもの、骨が飛び出しているもの──何十枚もの写真を並べ替かえたり顔に近づけたりしながら、時々嬉しそうなため息をついている。

　その隣には──。

「んむぅ、むにゃむにゃ……モー子、きみはなんて素す敵てきな牛なんだろう……見てよし撫なでてよし食べてよし……むにゃ」

　倖しあわせそうな笑えみで寝ねこけているのは、最年少調査員の賢けん治じだ。少し前まで電気も通っていないような田舎いなかで牛を飼って暮らしていた少年で、探偵社社長に見いだされこの横浜に来た。性格は敦が今まで会った誰よりも純じゆん朴ぼくで人を疑うことを知らない、田舎出身という風ふ情ぜいの善良な少年。だが不思議と業務の成績はすこぶる良い。寝ね起おきの凶きよう悪あくさは黒社会の人間が逃にげ出す程ほどなので、探偵社には寝ている賢治を無む理り矢や理り起こす人間は誰もいない。

　敦は室内の探偵社員を端はしから順に見た。そのあと逆側からもう一度順に見直した。

　それから国木田のほうを見た。

「……待っている……？」

「うむ……」国木田が顔を小さくひきつらせた。「その、あれだ。待ち方は人それぞれだ」

「太だ宰ざいさんに至っては居すらしない様子ですが……」敦は室内を見回して云った。「太宰さんはどちらに？」

「あの阿あ呆ほ助すけか」国木田はこめかみを指で押さえた。「奴は集合場所の港で、『泳いでいくよぅ～』と云って海に飛び込みおった。助け出すのも面めん倒どうで放置して出港した。今ごろ海中で鮫さめに食事を提供している頃ころだろう」
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　太宰、と呼ばれた男もまた、探偵社の調査員だ。敦を探偵社に誘さそった張本人でもある。しかし行動が奇き矯きようで、次に何をするか誰にも読めない。何しろ〝趣しゆ味みは自殺だ〟と公言するような人物だ。国木田はどうにか太宰を真人間にしようと苦く闘とうしているようだが、敦から見るとその努力が実る日が来るとは思えなかった。

　武装探偵社。

　武装探偵社は横浜に居を構える異能者集団だ。依い頼らいによって動き、警察にも手に負えない危険な依頼をこなす。構成員のほとんどが異能者と呼ばれる特異な能力を持つ者であり、市民のみならず政府機関からの信用も厚い。

　──が。

「これより会議をはじめる。全員注目！」

　国木田が叫さけんだものの、反応するものは誰もいない。谷崎はうなされているし、与謝野は写真の選定に夢中だし、賢治は寝ているし、ナオミは兄以外意識にない。

　まあそうなるよね──と敦は思った。

　個性的で個人主義の探偵社員は制せい御ぎよが中々に難しい。基本的には個人あるいは二人一組で仕事をするが、今回のように集団で仕事にかかる場合は、音おん頭どを取る人間──大たい抵ていは国木田──が苦労を背負うことになる。

「全員注目！」国木田の声がもう一度、むなしく部屋の壁に吸い込まれた。

　敦はそわそわして国木田を見た。国木田は全員注目、の姿勢ポーズで固まったまま微び動どうだにしない。社員も誰だれも反応しない。

「そ……それで国木田さん、会議っていうのは、何についてです？」敦はもじもじしながら訊たずねた。

「うむ、仕方ない。敦、お前がそれほど聞きたいのなら教えてやろう」国木田は敦に目を合わせないようにしたまま咳せき払ばらいをした。「依頼の詳しよう細さいは知っているな。この連れん絡らく船の向かう先である『島』に依頼人がいる。依頼は島にいる盗とう賊ぞくを捕つかまえる事」

「盗賊、ですか」

「ああ」国木田はうなずいた。「盗賊退治だ。この面子メンツならば、豪ごう勢せいな捕とり物になるな」

　国木田と敦は室内の人間を見た。めいめい個性的な格好で時を過ごしている探偵社員達を。

　敦は考える。今回の依頼、どちらかというと可か哀わい想そうなのは盗賊のほうだろう。知らない人間には想像もつかないだろうが、今ここにいるのは武装探偵社の精せい鋭えいだ。個々人でも強力な異能を持つ探偵社員がこれだけ揃そろえば、盗賊どころか小さな街ひとつくらいは壊かい滅めつさせうる。国木田の云う通り、豪勢な捕り物になるだろう。

　これだけの社員を一度に動員するのが、依頼人の意向らしい。依頼人は相当慎しん重ちような性格か、あるいは相当大きな財さい布ふを持っているのだろう。

　敦は改めて、その強力な異能者達である同どう僚りようを見み渡わたした。

「むにゃむにゃ……モー子、人と牛でも心をこめて話せばきっと判わかり合えるよ……駄だ目めな場合は水みず桶おけで殴なぐります……むにゃ」

　寝ね言ごとをつぶやく賢治。

「うぅ……気持ち悪い……ナオミ、冷たい水を一いつ杯ぱいくれないかな……」

「もちろんすぐ飲ませて差し上げますわ兄様！　口移しでどうぞ！」

「いや、普ふ通つうに……」

　看病されているようでされていない谷崎兄きよう妹だい。

「うーん、こうやって死体と肉にく片へん見てると、ウチにも大だい腿たい骨こつ一本飾りたくなってくるねェ……ねえ敦、アンタの大腿骨一本おくれよ」

「あげません！」

「牛乳飲みゃあ治るさ」

「治りません！」

　この人達がいかに凄すごいかを人に説明するのは、さぞ骨が折れることだろう。

「そう云いえば国木田さん」敦はふと思いついて訊ねた。「『盗賊退治』の依頼ですけど……依頼人はどうして警察ではなく、僕達探偵社に頼たよることにしたんでしょう？」

「お前、あの『島』について知らずに来たのか？」国木田は逆に訊ね返した。「理由は簡単だ。あの島では日本の警察は捜そう査さ権がない。何故なぜなら、あの島は厳密に云えば──〝日本ではない〟からだ」

　──日本ではない？

「それって、どういう」

「実際に見るのが一番早い」と国木田は云って、船の外を視線で指し示した。「そろそろ見えてくる頃だ。窓から覗のぞいてみろ」

　敦は云われた通り、船室の窓から外の海を見た。

「あれは……!?」

　敦が最初にその島を見た印象は──『機械の島』。

　それは島というよりは、海に浮かぶ巨きよ大だいなプレートだった。遠目に見る限り、島の上には三階建て程度の石造りの建築物が並んでいる。それを支えているのは大地ではなく、重なり合った金属板だ。その下部を無数の金属柱が支えており、柱は海中へと没ぼつしている。柱の奥には巨大なタービンらしきものが回転している。

　そこに自然のものは何一つない。

　途と方ほうもなく巨大な機械が、洋上にぷかぷかと浮いているのだ。

「大型洋上浮ふ動どう都市『スタンダード島』」国木田が手帳を繰くりながら云った。「独ド逸イツ・英イギ国リス・仏フ蘭ラン西スの欧おう州しゆう三国が共同設計した〝航海する島〟であり、かつ三国が共同統治する領土でもある。操そう舵だによる自立航行能力を持ち、海洋温度差発電、波力発電、太陽光発電、洋上風力発電などを複合運用することで、エネルギーは陸地に頼らず完全自給。島内は中世から近代の欧州を再現した建築物が並ぶ保養地リゾートであり、世界中の富ふ豪ごうが気前よく金をばらまいていく。──普ふ段だんは発電に最適な気候を求めて南太平洋を漂ただよっているのが、偶たま々たまこうして横浜の近海に来ているという訳だ。まあ乱暴な云い方をすれば……あれは島というより、おそろしく巨大な、一艘そうの船だな」

「船、って……」敦は島の外観を茫ぼう然ぜんと眺ながめた。街がひとつまるまる浮ういているその島は、船という規模の大きさではない。「何だか……冗じよう談だんみたいな島ですね」

「違ちがう。あの島は実際冗談そのものだ」国木田は首を振ふった。「覚かく悟ごしておけ。島に足を踏ふみ入れたら最後、何が起こってもおかしくはないぞ」
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　島に入る前に、高こう速そく艇ていの中で厳重な身分確かく認にんが行われた。

　指し紋もん、網もう膜まくの確認のほか、所持品の徹てつ底てい検査。爆ばく発はつ物からはじまり、化学物質、薬物の検査。軍事施し設せつの立ち入りか、さもなければ戦争中の国にある空港への立ち入りかと思うほどの厳重な検査だった。国木田が云うには、この連絡船は島に入るための唯ゆい一いつの手段であり、そこで厳しく身元検査することによって島内での危険活動や犯罪を水みず際ぎわで防いでいるのだという。

　ともあれ、敦達は無事にその検査を通過した。そして島の玄げん関かんである桟さん橋ばし区域で高速艇を降り、島の大地を踏んだ。

　島の景色を見て、敦は感かん嘆たんの叫びをあげた。

　そこに広がっていたのは、完全な異国だった。

　歩道を覆おおっているのは、それぞれ少しずつ形の違う青鈍ネイビー色ブルーの石いし畳だたみ。歩道の両側に並んでいる建物はすべてヴィンテージ・ワイン色をした石煉瓦ブリツクでできている。どの家にも石せつ灰かい塗ぬりした飾かざり窓まどがつき、欄らん間まのついた玄関ポーチが備わっている。中には水を利用して回る水車小屋まである。

　敦達の前を、芦あし毛げ色の本物の馬が曳ひく馬車が、往来をガラガラと音をたてて行きすぎていった。

　町並みの向こうには、蜂ハニ蜜ース石トーンの外がい壁へきでできた時計塔とうがあり、巨大な針時計が11時12分を指しているのが見えた。

「ここは英国領だな」国木田は周囲を見回しながら云った。「19世紀倫ロン敦ドンの町並みを模した地区だ。とは云え基き礎そ部分や室内には最さい先せん端たん技術が詰つまっている。生水で腹を壊こわすことはないから安心しろ」

「目が混乱しますね……」敦はため息をついた。

「最初に、全員にこいつを渡しておく」

　国木田はそう云うと、懐ふところから数枚の銀硬こう貨かを取り出した。

「何ですかそれ？　お駄だ賃ちん？」

「そんな訳あるか。……これは依い頼らい人から預かった島での身分証だ。全員分ある」国木田は社員達にコインを一枚ずつ配って歩いた。「一いつ般ぱんの観光客が持つのは銅貨だが、その銀貨から発せられる識別信号を扉とびらにかざせば、一般客が入れない機密区分地域にも入ることができる」

　敦は受け取った硬貨をくるくる回しながら眺めた。裏面には三みつ叉また矛ほこを持った海の神様らしき人物の姿が、表面にはどこかの王様の横顔が彫ほられている。

「警備員に止められた時、その硬貨がなければ不ふ審しん者しやとして島外追放になる。絶対なくすなよ」国木田は社員達を見回した。「間違って売店で使うんじゃないぞ！」

　と、その時。

　一台の幌ほろ馬ば車しやがガラガラと音をたてながら敦達の前にやって来た。

「はあ……。武装探たん偵てい社様ご一行ですか？」

　盛大なため息とともにかけられた声に、敦達が振り返る。

　馬車から降りてきたのは、青い作業服を着た青年だった。年ねん齢れいは30前後。だが年齢の割にやけに年老いた印象を受ける。何だか疲つかれた顔の人だなあ、と敦は思った。

「私はこのスタンダード島の船長を……はあ、しております、船長のウォルストンと申します。皆みな様さまにお越こし頂くよう手配した、はあ……依頼人でございます。どうぞお見知り置きを」

「貴方あなたが船長か」国木田が一歩前に進み出た。「出で迎むかえ、感謝する。ところで……随ずい分ぶんお疲れのご様子だが、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はあ……ご心配、恐きよう縮しゆくです。ですがこれが……はあ、私の通常勤務態度でございますので……はあ、お気になさらぬよう」

「はあ……」

　敦はつられて似たようなため息を吐ついた。

　青い作業服に疲れた顔。何だか船長というより、船の機関室なんかで働く修理工さんみたいだ、と敦は思った。それでも船長というくらいだから、この船で一番偉えらいんだろうけど。

「ではウォルストン船長、早さつ速そく依頼の詳しよう細さいを伺うかがいたいのだが」

　不意に、気の抜ぬけるような電子音が響ひびいた。

　よく拉ラー麵メンの屋台で鳴らされる、客寄チヤルせ笛メラの音だった。

「はあ、すみません、電話のようです」船長が懐から携けい帯たい電でん話わを取り出した。「もしもし」

　敦は疲れた顔の船長を見た。随分変わった着信音を使っている人だ。拉麵が好きなのだろうか。

「はい、それはもう！　申し訳ありません！　必ず見つけておきますので……皆様のご迷めい惑わくにはならぬよう、はい、決して！」

　ひとしきり何かを謝ったあと、船長は電話を切った。

「どうもお互たがい気苦労が絶えん立場らしいな」国木田が妙みように同情した口調で云いった。

「今……私の胃に大きめの穴が空いた感かん触しよくがしました」船長が息も絶え絶えといった様子でつぶやいた。

「それで、はあ……失礼致いたしました。皆様にはお宿を取っております。すぐ近くですので……はあ、道々ご案内しながら依頼のご説明をいたしましょう」
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「はあ……それでですね」

　異国風の町並みを抜けながら、ウォルストン船長は云った。

「依頼というのは、さる貴重な品を盗ぬすまんとする盗人ぬすつと共を退治して頂きたいと……はあ、そういった類たぐいのものです」

「盗人……どんな連中なんですか？」と敦は訊たずねた。

「元来この島は、立ち入る人間の身元を厳しくチェックしております。さらに富ふ裕ゆう層向けの保養地リゾートとして相応のセキュリティもあり……それ故ゆえにある種の貴重品をこの島に保管される方も多いという訳です」

「それが盗とう賊ぞくに狙ねらわれているという訳か」国木田がうなずいた。「それで、その貴重品とは何だ？」

　国木田の問いに、ウォルストン船長はゆっくり首を振って云った。

「〝食べ物〟です」

「食べ物？」

「世界で最も高い食材とされる、欧おう州しゆうのホワイトトリュフ。同じ重さの金の四倍もの値段で取引される幻まぼろしの食材です。今我々が預かっておるのは、過去最高の値がつくと思われる〝宝石ジユエル〟の名を冠かんしたトリュフです。裏では１００万ユーロの値がつくだろうと云われております」

「成る程ほど。食材は食べれば消える特性上、絵画や宝石と較くらべて裏の密売でも買い手がつきやすい。それに食材は蒐しゆう集しゆう物よりも価値を見る人間が絶対的に多い。賊ぞく徒とからすれば、手て堅がたい獲え物ものという訳だ」国木田は手帳に内容を書き入れながら云った。「その宝石トリュフを守るのが、俺達の仕事という訳だな」

「はい。倫敦スコツト警視ランドヤ庁ードから、その品を狙う三人組の盗賊が動いているという情報を受け、こうして皆みなさんに依頼させて頂いたという次し第だいで」

　そこまで聞いた時、敦の胸に何か引っかかるものがあった。

「あの、すいません」敦はおそるおそる訊ねた。「盗賊退治は判わかったのですが……だとすると、こちらの人数がやけに多すぎませんか？」

　今回の依頼で派は遣けんされた探偵社員は、全部で七人。基本的には二人組で仕事をする探偵社員の通例からすると、相当な大人数だ。

「確かに敦の云うことにも一理ある」国木田が首をひねった。「どうなんだ船長？　そちらには何か秘密の事情でも？」

「ひ、ひひひ秘密ですか？　そのようなモノあるはずがないでございます！」ウォルストン船長は急に飛び上がった。「皆様をお呼び立てした理由は、ただただ品物の無事を万ばん全ぜんのものとしたいという、それだけ、本当にそれだけの事でございますよ！」

　敦と国木田は顔を見合わせた。

「ええと、その……ほら、もう宿に着きました。こちらです！」

　船長が指し示す方を見れば、確かに四階建ての木組みの宿が見えた。現代の宿しゆく泊はく施し設せつというより、どちらかというと幻想フアン小説タジイに出てくる旅りよ亭ていのように見える。

「さあさあ、お入り下さい。島の宿でも解キヤン約セル待ちがあるほどの人気宿でございます。まずは旅の疲れを癒いやして頂いて……ええ、本当に何も、皆様が懸け念ねんなさるようなことは決して起こりませんので！」

　それだけ一気にまくしたててから、船長は付け足すように小さくため息をついた。

「……はあ」
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　敦は宿泊亭ホテルの一室で旅りよ行こう鞄かばんを開いていた。

　宿泊亭ホテルも倫敦を思わせる時代がかった造りだ。瓦ガ斯ス燈とうを模したランプが室内を照らし、ベッドには精せい緻ちな蔦つたと花の飾かざりが彫られている。壁かべには世界最古の蒸気機関車の白黒写真が飾られている。

「国木田さん、あの船長からの依頼、何か少し引っかかりませんか？」

　敦が訊ねると、洗面台で備品の数を確かく認にんしていた国木田が振ふり返った。

「少しも何も、引っかかるところしかない」国木田は表情を変えずそう云った。「だがそれでも依頼は依頼だ。依頼人が何一つ隠かくし事のない粋ピユアな聖人ばかりでないことは先刻承知だ。俺達は社長が命じた仕事をこなすだけだ」

　国木田は手帳に緊きん急きゆう避ひ難なん経路を書き写してから、敦の隣となりに戻もどってきた。

「むしろ気になるのは、社長が今回の依頼を引き受けた理由だな。この人数での調査員の派遣も、乱らん歩ぽさんを島に来させないことを決めたのも社長だ。思うに──」

「思うに？」

「社長を説得した誰だれかがいるな」国木田は断言した。「社長が社外で誰かと打ち合わせした後すぐ、社員全員に指令を出した。誰かが社長を動かした。そう考えるのが自然だろう。──ところで敦」

　国木田に不意に呼びかけられて、敦は顔を上げた。

「やたら大きな旅行鞄を持ってきているとは思っていたが──お前それ、何だ？」

　国木田の視線を追って、敦は自分の旅行鞄を見た。

「何って──荷物です。この島で泊とまり込みの仕事ですから……その、僕あんまり旅行外がい泊はくなんてしたことがないですし、準備は綿密にしたほうがいいかと」

「その心がけそのものは大変良い。だが、具体的にそれは何だ？」

　敦は自分の荷物をひとつひとつ寝しん具ぐの上に並べはじめた。

「お弁当。携帯雨あま傘がさ。水すい筒とう。手巾タオル。絆ばん創そう膏こう。ビニールシート。みかん。ココアの粉末。それから……」

　国木田はゆらりと立ち上がり、据すわった目で敦を見た。

「……俺は『遠足ではない』と云ったはずだぞ」

　敦は慌あわてて両手を振る。

「あ、いや、すいません。僕こういう外泊って初めてですから、ちょっと何というか、気持ちが抑おさえられなくて……でもちゃんと仕事で島に来たことは忘れていません！　万一の場合に備えて準備はきちんとしています」

「ほう？」

「例えばこれです。花札、双すご六ろく、トランプ、枕まくら投なげ用の枕」

「修学旅行か！」

　国木田が叫さけんだ。

「どう考えてもお前、夜は皆でわいわい遊ぶ気しかないだろ」

「す、すいません！」

　敦は驚おどろいて謝った。

「そ……その、僕今までこんな素す敵てきな宿泊地に泊とまることなんてなくて、孤こ児じ院いん時代は外泊といえば大たい抵てい汚きたない床ゆかの上とかでしたから……友達もいなくて、その、だからつい……ごめんなさい」

　国木田は敦を睨にらみつけた。

　それからゆっくり息を吸った。

　そして云った。

「……………………２時までには消灯するんだぞ」
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　敦は一人、石いし畳だたみの街路を歩いていた。

　あれから宿泊の準備を済ませ、これからの予定を簡単に打ち合わせた後、国木田は敦に船長のところに行くよう指示した。

　国木田は後で来るとのことだ。なんでも、手続きミスか誰かが操作したのか、谷崎と妹のナオミの宿泊室が同室として処理されていたらしい。『それはいくら何でもさすがにまずい』と顔色を変えながら、国木田は手続き修正のために走り去っていった。

　敦はきょろきょろと周囲を見回した。目に入るもの何もかもが目新しい。スレート葺ぶきの屋根を持つ漆しつ喰くい壁かべの家屋も、空を睨んだまま固まっている樋ガーゴ嘴イルの石像も、精せい巧こうな軒板バージ飾りボードの施ほどこされた白い図書館も、生まれ育った土地にはないもの、本の中や写真でしか見たことのない古い倫敦の風景だ。

　まるで本当に異国に来ているみたいだ、と敦は思った。敦には海外渡と航こうの経験はない。だからこの船が、ある意味では初めての海外経験ということになる。

　敦は何だか自分がお伽とぎ噺ばなしの登場人物になったみたいな気がした。路地裏には妖よう精せいがおり、お城には王様と王おう妃ひ様がおり、薄うす暗ぐらい地下では切り裂さきジャックが暗い笑えみとともにナイフを研といでいる──息を吸えばそんな空想が、肺の中までいっぱいに広がるようだ。

　敦がきょろきょろと風景を眺ながめていると、何やら前方で騒さわがしい声が聞こえた。

「逃にげたぞ、追え！」

　がやがやと騒がしい声にまじって、確かに誰かのそう云いう声が敦の耳に届いた。あわただしく大人達が駆かけ抜ぬけてゆく。何の騒ぎだろう？　敦は首を伸のばした。

「警備班を呼べ！」「顔は見たか!?」「盗ぬすまれたものを確かめろ！」

　〝盗まれた〟の単語に、敦の耳がぴくりと反応した。盗とう難なん騒そう動どう。誰かが何かを盗んだ。

　──依い頼らいは島にいる盗とう賊ぞくを捕つかまえる事。

　国木田の台詞せりふが蘇よみがえった。

　敦はほとんど反射的に駆けだした。

　騒ぎは船着き場に近い貨物保管区域で起こっているようだった。敦達が島に入る時に通ったのとは別の、人ではなく荷物を搬はん入にゆうするための区域だ。あたりには煉れん瓦がでできた倉庫が並んでいる。

　島の職員らしい青い制服を着た男達が数人、倫敦の石壁が並ぶ路地から走ってきた。

「君、このへんで黒くろ髪かみで背の高い男を見なかったか？」

　いきなり職員のひとりに話しかけられて、敦は目を白黒させた。

「え？　あ、いや……見ませんでしたけど」そう答えるのがやっとだ。

「見かけたら管理局に報告してくれ！」

　そう云って職員は走っていった。

「あ、あの！」敦は走り去る職員の背中に大声で呼びかけた。「何かが盗まれたって……何かあったんですか？」

「密入島だ！」職員はそれだけ叫びかえすと、路地を走り去って見えなくなった。

　密入島？　敦は頭の中で字じ面づらを思い浮うかべた。この島に……密入国した、という意味だろうか。許可のない人物が。でも一体何のために？

　その時、どこかから声が聞こえてきた。

「敦君。ちょっと、敦君」

　ぎょっとして敦は周囲を見回した。騒ぎは遠ざかり、今はあたりには誰もいない。

「敦君。うふふふふ、そんな処ところで何をしているんだい？　こっちだよ、こっち」

　この声は……。

　敦は声の源を探して視線を走らせた。そしてふと街路の一角に目を留めた。

　それはトタン製の塵ゴミ箱ばこだった。英国市街の景観を乱さないよう、目立たない灰色に塗ぬられている。高さは敦の腰こしまでほどはあるだろうか。同じくトタンの円まる蓋ぶたで封ふうをされている。

　その塵箱が、カタカタと揺ゆれていた。

　敦はきょとんとしてその塵箱に近づいた。それからおそるおそる蓋に手をかけ、思い切って開いてみた。

「ばあ」

「うわあ！」

　敦は驚いてひっくり返り、蓋を持ったまま尻しり餅もちをついた。

　塵箱の中には太宰が収まっていた。

　ぼさぼさの蓬ほう髪はつ、砂色の長外套コート。首には白い包帯。顔には内面の読めないにこにことした笑み。

「こんな処で逢あうなんて奇き遇ぐうだねえ」

「なっ……何してるんですか太宰さん、そんなとこで！」

　敦は叫んだ。国木田の説明では、太宰は慥たしか集合場所に置いて行かれたはずだ。

　それがどうして島の中の、それも塵箱の中なんてところにいるんだ？

　──〝君、このへんで黒髪で背の高い男を見なかったか？〟

　……まさか……。

「密入島って……ひょっとして太宰さん……？」

「いいねえ敦君、まるで探たん偵ていのような推理。部下の成長が早いのは大変喜ばしいことだ」

　太宰は嬉うれしそうに笑っている。敦には太宰が云っていることが半分も理解できない。

　太宰は探偵社の先せん輩ぱいで、敦を探偵社へと誘さそった張本人だ。敦からすれば先輩であり、上司であり、自分を救ってくれた恩人でもある。

　あるのだが……。

「いやあ、首しゆ尾び良よく島に入れたまではいいものの、途と中ちゆうで職員さんに見つかってねえ。とっさにこの塵箱に隠かくれて難を逃のがれたという訳さ。中の塵を出す暇ひまもなかったから、今私の体はたいへん生なま臭ぐさい。しかし無意味な塵になったみたいで素敵な気分だ。ここに住もうかな」

　敦としては「はあ……」以外に言葉が出てこない。

　太宰の行動を読み切ったものは探偵社にはいない。仕事で太宰と組むことが多い国木田などはそれで毎回胃が痛い思いをしている。

　それでいて太宰が関かかわった事件は、何故なぜか最終的には必ず理想的な形で解決される。毎回見ている敦にも、一体太宰が何をどうして事件を収束させているのか見当もつかない。

「でも太宰さん、何もそんな苦労をして密入島しなくても、太宰さんも僕達と同じ連れん絡らく船に乗ってくればよかったじゃないですか」

「その問いへの答えは三つある」太宰はちっちっちと指を振ふった。「まず第一に折せつ角かくこれほど奇き妙みような島なのだから舞ぶ台たい裏がどうなっているか一度見てみたい。第二に、最近国木田君が私の行動に慣れてきて反応が普ふ通つうになってきたから思い切った意外性を狙ねらいたい。第三に、これでもれっきとした仕事の最中だ。さる別命を受けて密入島の方法を調査中なのだよ」

「はあ……でも別命っていうと、太宰さんの仕事は盗賊退治とは違ちがうんですか？」

「盗賊退治はこの島で起こりつつある厄やく災さいのほんの一いつ端たんに過ぎないよ」

　太宰が急に笑みを消して云った。

　それだけで周囲の気温が数度下がった気がした。

「厄災、って……」敦は喉のどからどうにか声を絞しぼり出した。

「そうだなあ。……首から映写機カメラを下げ、黒いアタッシュケースを持った背広の男。そいつを見かけたら、後で私に報告してくれ給たまえ。あ、捕まえようなんて思わないほうがいいよ。非常に危険な異能者だからね。下手へたに手を出すと、この横浜ごと吹っ飛ばされかねない」

「……え？」

　不意に目め眩まいを感じて、敦は眉まゆをひそめた。この横浜ごと吹っ飛ばされかねない？

「それって、どういう」

「詳くわしいことはまだ調査中だよ。まあひとまず君達は盗賊退治に集中してくれ給え。そちらが済まねばこちらも手が進められないからね。あ、ちょっとその蓋取ってくれる？」

　太宰が笑顔に戻もどって敦の足あし下もとの蓋を指差した。太宰が入っている塵箱の蓋だ。敦は当とう惑わくしながらも蓋を手て渡わたした。

「ありがとう」太宰は蓋を受け取りながら、ふと思い出したように云った。「ああ、忘れるところだった。ここに来る過程で知ったのだけど、この島には今ポートマフィアの構成員が数名入っているらしい。誰だれかまでは判わからなかったが、一応気をつけたほうがいい」

「ポートマフィア、ですか」

　敦は顔をしかめた。ポートマフィアにはいい思い出がない。横浜に居を構える非合法組織であり、探偵社とは何度も衝しよう突とつをしてきた因いん縁ねんの相手だ。

「そう怖こわい顔をすることはない」太宰は敦に優やさしい声で云った。「彼らも人通りの多い場所ではそう滅めつ多たには襲おそってこないだろう。何かあったとしても、敦君の逃げ足には誰も追いつけないだろうしね」太宰は優しく微ほほ笑えんだ。「では私はこれで。君達の仕事の成功を祈いのるよ」

　太宰はそう云いうと頭を引っ込めて塵箱の中に収まってから、自ら蓋を閉めた。

　軽かろやかな声とともに塵箱がぽんと跳はね、横向きになって転がった。

　そのまま路地の奥、下り坂になった道の先へと転がっていく。

「Bon Voyageよい旅を!」

　むやみに明るい声をひとつ残して、太宰は塵箱に入ったままガラガラと転がっていった。

　坂道を転がっていき、塵箱はやがて見えなくなった。

　後にはぽつんと残された敦が一人、立ち尽つくすばかり。

「あの人に慣れるって……国木田さん、すごいな……」
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　同日。

　遡さかのぼること──僅わずか16分前。




　大型洋上浮ふ動どう都市『スタンダード島』の船着き場に、二人の観光客が到とう着ちやくした。

　一人は太陽の光を嫌きらうように全身に黒外套を纏まとった男。顔を隠すように、黒布を口の周りに巻いている。唯ゆい一いつ外気に晒さらされた眼光は異様なまでに鋭するどい。

　もう一人は眼鏡めがねをかけ、蜂はち蜜みつ色の髪かみを肩かたまで垂らした乙女おとめ。眼鏡をかけ黒背広を着たその姿は、若くて優ゆう秀しゆうな女性勤め人のようだ。

「無事入島できましたね」乙女のほうが云った。

「当然だ。横浜の潮風が届く場所で、我らの入れぬ場所など存在せぬ。それが我らポートマフィアだ」黒外套の男が答えた。

　入島するうえでの彼らの肩かた書がきは一いつ般ぱん観光客。しかしその手続きは、巧こう妙みように偽ぎ造ぞうされたものだ。経歴をすり替かえ、写真を偽装し、何重もの身分確かく認にんを金で、あるいは暴力をちらつかせて通過した。すべてポートマフィアの組織力あればこそである。

　目つきの鋭い男のほうは、名を芥あくた川がわ。ポートマフィアの遊ゆう撃げき隊を束ねる異能者。

　蜂蜜色の髪の乙女のほうは、名を樋ひ口ぐち。芥川を補ほ佐さする役を持つ副官である。

「敵の数は」芥川が目を細めながら訊たずねた。

「四名と推定されます」樋口が事務的な声で答えた。「裏切り者は昨夜、ポートマフィアの息のかかった銀行支店に侵しん入にゆう。貸金庫をこじ開けて金品を盗ぬすもうとしました。しかし侵入が露ろ見けんして逃とう走そう。逃走する際、我らの構成員で銀行の管理を任されていた会計士を一人殺害しています」

「逆徒か」芥川はうっすらと笑った。血のように赤い口こう腔こうが僅かに覗のぞいた。「我らに弓引く者は、それがたとえ思い違いや偶ぐう然ぜんに基もとづくものであろうと、幾いく日にちも待たず物云わぬ骸むくろとなる。それが我らだ。我らが存在する意義だ」

「仰おつしやる通りです」樋口がうなずいた。「銀行強ごう盗とうがポートマフィア傘さん下かの銀行と知って侵入したとは思えません。その証しよう拠こに、殺された会計士の身元について情報を得た途と端たん、彼らは奪うばった金もろくに持たずこの島へ逃にげ込みました。治外法権であるこの島であれば、ポートマフィアの復ふく讐しゆうから逃げおおせると思ったのでしょう」

「蒙もう昧まいなる暗あん愚ぐ共」芥川の笑えみは蛇へびより冷たく、吐はく息は悪あつ鬼きよりおぞましい。「だが僕やつがれはその愚おろかさを祝福する。ポートマフィアの腕うでの長さと復讐の苛か烈れつさを証明するという大役を、連中は請うけ負ったのだから。引き裂さかれ飛び散る臓ぞう腑ふと、長く昏くらいその悲鳴によってな」

「芥川先せん輩ぱいの異能の前に、敵はありません」

　樋口は本心の情熱をこめてそう云った。

　芥川はかすかに顎あごを引いてうなずいた。

「征いくぞ樋口」

「はい」樋口は芥川を追って歩き出しながら云った。「あ、ところで先輩」

「何だ」

「この島は世界最高級のリゾートとしても名高い島。そして心身に疲つかれをため込まないのも重要な任務と思われます。任務後、海辺を観光などされてゆきますか。私と二人で」

「せぬ」

　すたすた歩いて行く芥川。

「先輩。夜には中央の広場で仮面舞ぶ踏とう会なども開かれる様子。ご参加なさいますか。私と二人で」

「せぬ」

　振り返らず、ずんずん進んでいく芥川。

「先輩。任務をはじめる前に、拠きよ点てんが必要です。実は島でも最高級の宿泊亭ホテルに偽名で部屋を確保してあります。一部屋ですが。そちらでまずご休きゆう憩けいなど」

「意味が判らぬ」

　芥川は全く速度を落とさず、まっすぐに石いし畳だたみを歩いていった。

　樋口は悟さとった表情で青空を見上げた。

「……ですよね……」
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　太宰と別れた後、敦は島の機関区と呼ばれるエリアに向かった。

　島はおおまかに分けて居住区、実験区、観光区、機関区に分ぶん割かつされている。

　居住区は島の管理職員が住む区画。実験区は発電航海の実験施し設せつでもあるこの島で、各種の試験を行うための区画。観光区は音楽講堂や宿しゆく泊はく施し設せつ、海水浴場や商店街が並ぶ地区。そして機関区は島が〝船〟として航海するために必要な施設が立ち並ぶ区画である。

　敦達が守る〝宝石トリュフ〟は、その機関室のさらに奥深くに位置する、金庫室に保管されているそうだ。

　敦は自分の警備担当地区へと向かうべく、近代伯林ベルリンの建物が並ぶ町並みを抜ぬけて歩いていた。

　町並みの向こうに見える時計塔とうには、英国側から見たのとはまた違ちがう意い匠しようの時計がかけられていた。遠くからでもよく見える時計の時刻は、11時27分。

　敦は時計塔から視線を落とし、周囲の町並みを眺ながめた。

「ふうん、このあたりの建物は、さっきとはまた違った雰ふん囲い気きだなあ……」敦はきょろきょろと視線をめぐらせながらつぶやいた。「建物の壁かべも骨組みも四角っぽくて積み木みたいだ。あ、あの売店の腸詰ソーセめ肉ージ、美味おいしそうだなあ。……うん？」

　敦は足を止めた。広い歩道の向こう、建物の奥まった陰かげの部分で、三人組の観光客が何やら座り込んで話し込んでいる。

　妙みような三人組だった。観光を楽しむ訳でもなく、地図か何かを調べている訳でもなく、壁かべ際ぎわで頭をつきあわせて三人で何かを話し合っている。敦からは距きよ離りがあってよく聞き取れないが、「忘れた」「なんでこんな大事な時に」「どうしましょう」といった単語が、風に乗ってうっすら聞こえてきた。

　敦は首をかしげた。忘れ物をした観光客だろうか。少なくとも島の職員ではなさそうだ。

　ひとりは禿とく頭とうの大男、もうひとりはくたびれた背広姿の勤サラめリー人マン、もうひとりは敦より少し年下に見える少年だ。口調からして、やや切せつ羽ぱ詰つまった様子が窺うかがえる。

　地図でも落としたのだろうか。もし道に迷っているなら、助けたほうがいいだろうか。

　その三人組が、どうやら敦の予想したのとは少し違う理由で困っていると気がついたのは、敦が三人組のほうへ歩いていく途と中ちゆうのことだった。近づくにつれ、少しずつ三人の会話がはっきり聞き取れるようになってきたのだ。

「そう難しい話ではない、そう仰ったのはボス、あなたではないですか。『たかが12桁けたの数字を憶おぼえるだけだ、俺は今まで寝ねた女の名前を全部憶えているんだぞ』と」

　困ったような声をあげたのは、くたびれた背広姿の中年だ。頭とう髪はつは薄うすく、体はやや運動不足の様子が見える。二十年ほど給金で中間管理職をしてきた男、という風ふ情ぜいだ。表情は憐あわれを誘さそうような困り顔。

「云ったなあ。確かに云ったぞ俺は。何か悪いか？」

　苦情にもけろっとした顔で胸を張ったのは、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした禿頭の男だ。敦より頭みっつぶんほど背が高い。探たん偵てい社で最も長身の国木田より背が高いのではないだろうか。

「俺がこの盗とう賊ぞく団のボスだ。したがって、お前達はボスの行動を全力でサポートする必要がある！　ボスが12桁の解除コードを忘れたのなら、お前ら何とか気合いでカバーしてみせろ！」

　敦はぎょっとして立ち止まった。12桁の数字を忘れたとかいう禿頭の男があまりにも堂々と開き直ったからではない。もちろん彼の台詞せりふにあった、〝盗賊団〟の単語を聞いたためだ。

　──倫敦スコツト警視ランドヤ庁ードから、その品を狙ねらう三人組の盗賊が動いているという情報を受け──

　宝石トリュフの話の時、船長が云いっていた言葉を思い出す。

「すげえやボス！　カッコいい！　俺なにがあってもボスについていくよ！」

　むやみに明るい声を出したのは、三人目の少年だ。貧しい身なりとは裏腹に顔は明るく、ボスと呼ばれた男への全ぜん幅ぷくの信しん頼らいに目を輝かがやかせている。年ねん齢れいは敦より２、３歳下といったところだろう。

「ふっはっはっは！　いいぞ小こ僧ぞう、もっと褒ほめることを許す！　俺はこの盗賊団のボスにして、怪かい盗とうアルセーヌ・ルパンの生まれ変わりなのだからな！」

　はちきれそうなほどの胸筋をむんと張って高笑いするボス。

「もちろんボスの威い光こうには全く目が潰つぶれる思いです、はい」勤サラめリー人マン風の中年は疲れたようにぺこぺこ頭を下げた。「しかし、いかに私が大地に頭をすりつけてボスを拝もうと、その12桁の解除コードがない限り監かん視しカメラを止められないのですよ」

「監視カメラだと？　そんなもの気合いで何とかしろ」

「何ともなりません！　だから私は泣きそうなのです！」中年男は悲痛な声をあげた。

「もしくは、あれを使えばいい。貴様のよく持っている丸い……こんな形の、なんだ」

「マウス」

「そうマウスだ。あれをこうカチッと押して……」

「クリック」

「そうクリックだ！　判わかっているなら早くやらんか！」

「すごいやボス！　それでいこう！」きらきらと目を輝かせる少年。

「もう今年で43ですが、人前で泣いていいですか？」うなだれる中年男性。

　もう間ま違ちがいない。敦は素す早ばやく歩道脇わきの街路樹に身を隠かくし、懐ふところから携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「国木田さん」相手の応答を待つことなく、敦は通話口に向かって小声でささやいた。「敦です。盗賊らしい三人組を見つけました」

『何っ』通話口の向こうで、国木田が息を吞のむのが判った。『今何処どこにいる』

「ええと」敦はきょろきょろと周囲の風景を見回した。「機関区に近い、白い美術館の横です」

『様子は』

「何だかすごく偉えらそうなボスと、やたらボスを持ち上げる男の子と、ちょっと他人とは思えない可か哀わい想そうな中年のおじさんがいます」

『可哀想な……何？』国木田の当とう惑わくした声がした。

「いえ、あの……何やら監視カメラを無効化する相談をしているみたいで」

『監視カメラの無効化だと？』通話口の向こうで、国木田が手帳の頁ページを繰くる音がした。『確かにその美術館には地下通路があり、島の他施設と繫つながっているな。となると……』

　国木田の通話に重なって、三人組のほうで声がした。

「ええい、まどろっこしい！」ボスが部下二人に叫さけんだ。「監視カメラごときに映ったところで俺の威光がとどろくばかりだ！　見たい奴やつには見せておけい！」

「え、あの、ちょっとボス!?」

「行くぞ。盗ぬすみの時間だ！」

　三人は立ち上がり、ずんずん建物横の暗がりへと進んでいく。

「国木田さん、奴ら動くみたいです！」

『見失うな』国木田は素早く命じた。『遠くから監視を続けろ。警備の人数を揃そろえ、機タイミングを合わせて包囲するぞ。俺もすぐに向かう！』

　敦は足音をたてないように三人組のほうへ走った。

　やがて三人は美術館の裏庭へと出た。あたりには芝しば生ふが敷しき詰つめられ、地面の散水機がけだるげに水を撒まいている。

　三人組は不意に道を外れ、建物の通用門とおぼしきほうに曲がって敦の視界から消えた。一度も敦のほうを振ふり返らなかったし、角を曲がる時も敦に気づいた様子はなかった。幸運といえるだろう。敦は盗賊達の曲がった道へと急いだ。

　だが、敦の幸運はそこまでだった。

「──!?」

　道の先は行き止まりだった。

　そして、そこには誰もいなかった。

　建物の外がい壁へきが丁度窪くぼみのようになった場所だ。左右は白い壁。前方も壁。壁は全く平面で、窓や樋といのようなものすらない。

　敦は震ふるえる手で携帯電話を摑つかみ、通話口に向かって云った。

「国木田さん」

『どうした』

「……見失いました」

『何ぃ!?』

　おかしい。自分が盗賊を見失っていたのはほんの２、３秒のはずだ。壁は四階建てほども高さがある。どんな身体能力自じ慢まんでも、ろくに手て掛がかりもないこの壁を一いつ瞬しゆんで駆かけ上るなんて芸当、できるはずがない。それこそ特とく殊しゆな力でも使わなければ……。

「……まさか」

　敦は地面に両手をつき、顔をぐっと下げて地面を注視した。柔やわらかい芝生が生えそろった地面には比ひ較かく的てき足あし跡あとが残りやすく、ついさっき敦がつけた足跡までくっきり見える。

　──あった。

　足跡が、三人分。大人の足跡がふたつと、子供らしい足跡がひとつ。盗賊三人組の足跡だ。足跡は壁かべの前に来ても歩調を緩ゆるめることなく前へと進んで、そして──。

　壁の中へと消えていた。

「国木田さん」敦は携帯電話に向けて云った。「相手はすでに美術館に侵しん入にゆうしているみたいです」

『何？　見失った連中を見つけたのか？』

「いいえ、でも彼らの足跡が、行き止まりの壁に向かってまっすぐ消えています。詳くわしくは不明ですが──」そこで敦は言葉を一度切り、ひと呼吸置いてから云った。「何らかの異能を使ったのではないかと」

「異能だと……？」国木田が通話口の向こうで息を吞んだ。「異能の特性は当たりがつくか」

「おそらくですが」敦は少し考えてから云った。「足跡の感じからして、壁抜けの異能──じゃないでしょうか」

『壁をすり抜ぬける盗賊か……！』国木田は舌打ちをした。『くそっ、本当だとすると、警備計画を全面的に見直さねばならん！　俺達もすぐ向かうが、到とう着ちやくには早くとも５分以上かかる。お前が一番近い。何とかして建物に入り、盗賊を追え！』

「……はい！」

　敦は壁を見上げた。

　建物の入口は表通りにある。だが一度入口まで戻もどっている時間はない。

　壁は四階建てほどの高さがあり、どこかに摑まれそうな手掛かりもない。こんなところを数秒で上るなんて不可能だ。──それこそ、特殊な力でも使わなければ。

　敦は目を閉じ、呼吸を整えた。

　虎とらを思い描えがく。

　白い虎だ。人間を丸まる吞のみできそうなほど巨きよ大だいな口こう腔こう。鋼はがねを縒より合わせたような強きよう靭じんな四し肢し。その前肢は大木を砕くだき、その跳ちよう躍やくは谷間を飛び越こえる。弱い自分とは正反対の、暴ぼう虐ぎやくの白びやつ虎こ。夜が大地を冷やすように、自分の中にひそむ弱さが蓄たくわえ育てたその邪じや悪あくなまでの凶きよう暴ぼうさ。

　虎はこの世のどこにもいない。ただ自分の内側にのみ存在する。尊大さと臆おく病びようさ。自尊心と羞しゆう恥ち心しん。己おのれの弱さを隠そうとすればするほど、それは裏面ネガとなって表に現れる。

　敦の足の毛が逆立った。皮ひ膚ふが波打ち、骨が異常な成長音をたてる。脚きやく部ぶの腱けんが蠕ぜん動どうしながら伸のびていき、長靴ブーツと服を取り込みながらさらに伸しん張ちようする。白い毛並みが生き物のように噴ふき出し、脚部を覆おおっていく。

　敦の喉のどから獣けもののような声が漏もれた。

　それは紛まぎれもなく虎の脚あしだった。猫ねこ科の動物特有のかすかに膝ひざをたわめた姿勢。ばねのようにしなる長い下か腿たい骨こつ。爪つま先さき立だちに似た姿勢の足先にある爪つめは、地面にしっかりと食い込んでいる。

　敦は跳とんだ。

　ひと跳びで壁の中腹あたりまで一気に跳躍した敦は、建物の白い壁に横向きに着地。壁材が砕けるほど爪を食い込ませながら再跳躍。反対側の壁に着地し、さらに上へ。虎の脚で壁をジグザグに蹴けりながら、垂直の壁を駆け上っていく。

　常人なら目が追いつかないほどの高速度で壁を駆け上った敦は、最後にひときわ高く跳躍して空中で半回転し、建物の屋上に降り立った。衝しよう撃げきで床ゆか材ざいに放射状のヒビが入る。

「……ふう……！」

　敦は止めていた息を吐はいた。

　虎の脚力を使い、一瞬で屋上へと到とう達たつした敦は、周囲を素早く探さぐった。風力発電の風車が並んでいるほかは、とりたてて何もない平へい坦たんな屋上だ。ここから下階に降りる道を見つけなくてはならない。

　丁度いいものが見つかった。一階まで吹ふき抜けになった、巨大な展示ホール。その吹き抜けへと続く穴が天てん井じようにあいていたのだ。屋上の縁ふちから、美術館の催もよおし物が書かれた垂れ幕がいくつも地上まで垂れ下がっている。

　敦は手すりを越えて飛び出した。

　たちまち重力が敦の体をとらえる。敦は空中を落下した。落下する敦に気づいた一階の観光客達が、どよめきとも悲鳴ともつかない声をあげる。

　敦は空中で体をひねり、垂れ幕のひとつを摑んだ。直後、手首から先が虎の豪ごう腕わんへと姿を変える。

　虎の爪がバリバリと耳みみ障ざわりな音をたてて、垂れ幕を縦に引き裂さいていく。

　布を裂く力を制動力とし、敦は一階の床ゆかに着地した。すぐに膝、肩かたをついて前転し、衝撃を分散する。

　顔を上げると、驚きよう愕がくに表情をひきつらせた観光客達の顔があった。

「あはは……お騒さわがせしてます」

　気まずさを押し殺すように苦笑いを浮うかべる。それから立ち上がり、盗とう賊ぞく達の向かったほうへと駆けだした。

　その時、携けい帯たい電でん話わが鳴った。国木田から通信だ。

『倫敦と連れん絡らくがついた』国木田の声こわ色いろにもやや焦あせりがまじっている。『盗賊の異能の正体が判わかったぞ』

「本当ですか！」

『倫敦スコツト警視ランドヤ庁ードの異能犯罪科に情報があった。盗賊の名は通つう称しよう〝ネモ〟。禿とく頭とうの大男で、世界中で盗ぬすみを働き、指名手配されている』

　敦は素す早ばやく盗賊達の人相を頭に浮かべた。おそらく〝ボス〟と呼ばれていた、あのむやみに楽天的な大男だろう。

『そいつの異能は、お前の予想通りだ。壁を通り抜ける能力。しかも通り抜ける際、触ふれているモノ──機材や仲間達も共に壁を抜けることができる。ただし厚み５糎センチ以上の壁は抜けることができない。そこから侵入経路をある程度絞しぼれるはずだ』

　敦は了りよう解かいの返答をし、再び前へと視線を向けた。

　敦は走りながら奥歯を嚙かみしめた。やはり相手は異能者か。

　盗賊〝ネモ〟。随ずい分ぶん大ざっぱな言動に騙だまされかけていたが、侮あなどれない相手だ。

　階段を降りるというより壁を撞どう球きゆう反射のように蹴って、敦は十数秒で地下二階にまで到達した。他ほかの施し設せつに通じる通路が地下二階にあることは、すでに確かく認にんしていた。後は盗賊を見つけ出すだけだ。

　見つけ出す必要はなかった。

　いきなり目の前に、盗賊達が飛び出したからである。

　敦は驚おどろいたが、盗賊達はもっと驚いたようだった。いきなり目の前に現れた超ちよう高こう速そくの未成年に、全員があんぐり口をあけている。

　敦は停止しようとしたがかなわず、床を転がって向かいの壁に激げき突とつした。

　敦の視界に火花が散る。

「おおう！」盗賊のボスがよく通る声で云いった。「実に面おも白しろき島。見ろガブ、どこからともなく少年が吹っ飛んで来たぞ」

「すげえやボス！」ガブと呼ばれた少年がいきいきとした声を出した。「ボスの周りでは、いつもただごとじゃない事が起こるなあ！」

　敦はとっさに動けなかった。壁に激突した痛みももちろんあるが、あまりに急な遭そう遇ぐうのせいで、とっさに反応ができない。

「おい少年。お前面白いな。観光客か？　今のどうやったんだ。もういっぺんやってみろ」

「いやいやボス、どう見ても怪あやしいですよ」背広姿の中年が口を挟はさんだ。「今の、人間に出せる速度ではありませんでしたよ。警備の人間では……」

　敦は硬こう直ちよくした。まずい。

「阿あ呆ほうか！　こんな貧相な子供を警備に使う組織があるものか。そんな奴やつ見た事がないぞ。おおかた、美術品の展示品にあった大たい砲ほうに間ま違ちがえて入り、吹き飛ばされてきたのだろう！」

「そんな奴のほうが見た事がありませんが……」中年が弱々しく云った。

　敦はふらつく足を手で支えながら立ち上がった。

　国木田達が応おう援えんに来る時間を稼かせがなくてはならない。

　戦せん闘とうで勝ち目がないとすれば、何とか会話で彼らを足止めしなくては。

「あ……あのう」

「うむ？」

　敦がどうにか発した一言に、ボスが反応する。

「そのう……」敦は頭を高速回転させた。どうにかして彼らの気を引かなくては。何でもいい。回れ頭、動け口。

「お……落とし物しましたよ！」

　敦は叫さけんだ。

「はあ？」

　ボスが首をかしげる。

「ぼ、僕は何の特とく徴ちようもないごく普ふ通つうの観光客なのですが、貴方あなたがたが落とし物をされたようなので、急いで追いかけてきたのです」敦の頭部がカタカタと揺ゆれた。自分でも何が何だか判らない。

　中年が胡う散さん臭くさそうに敦を見た。「ボス……ご覧下さい。あからさまに怪しいですよ」

「うむ。だが偉い大だいな大だい怪かい盗とうはこの程度の怪しさで軽けい率そつに相手を判断せぬのだ」ボスが岩のような顔を敦に向けた。「して少年、落とし物とは何ぞ？」

「え？」何も考えていなかった敦は、思わずきょとんとした。

「いやだから落とし物」

「あっ、え？」敦は突とつ然ぜんの即興アドリブに弱い。考える事と演技する内容と喋しやべる事を全部同時にやろうとすると、脳の許容量を超こえてしまう。結果、喋ること以外はノーガードになってしまう。「そ……それは貴方が一番よくご存じでは!?」

「はあ？」

「はあ？」

「はあ？」

　三人が同時に首をかしげた。敦は少し死にたくなった。

　しかし、もう止まりたくとも止まれない。

　とにかく時間稼ぎだ。なるようになれ。

「貴方がいつの間にか落としたもの……それは決してすぐ気づくものではありませんが、確かに貴方はかつてそれを持っていた」敦は恥はずかしくて死にそうな頭を回転させて喋り続ける。その道が地じ獄ごくに続いていると判っていても、一度選んだ道を突つっ走るしかないのである。「なのにどうしたんです。あんなに大切にしていたものを、貴方はいつの間にか失ってしまった！」

　敦は喋りながらほとんど気絶しかけていた。何が何だか判らない。頼たのむ、誰だれか止めてくれ。恥ずかしさで死にそうだ。むしろ誰か殺してくれ。

　しかしボスの反応は、敦の暴走のさらに斜ななめ上だった。

「おおお！」敦の混乱は、いきなり慟どう哭こくしたボスの叫びにかき消された。「お前の云う通りだ少年！　かつての俺は偉大な大怪盗となるため人生の何もかもを盗みのために捧ささげていた！　それなのに今は……！」

　大おお仰ぎように嘆なげくボスを見て、敦はちょっとだけ冷静になった。

「ボス！　落ち着いて下さいボス！」中年が慌あわててボスを揺さぶった。「ボスは今だって十分、絶望的なまでに盗みのことしか考えていませんよ！　いい加減場のノリに何となく流されて喋るの止やめて下さい！」

「おお……お？」ボスの慟哭がぴたりとやんだ。「そう云われてみれば……そうかも」

「やいやいそこのチビ！」取り巻きの少年が鼻息を荒あらくして一歩を踏ふみ出した。「うちの偉大なるボスを誑たぶらかそうたあ大した了りよう見けんじゃねえか！　ふん縛じばって海の真ん中に捨ててやろうかこの白しら髪が野や郎ろう！」

　敦の汗あせが一いつ瞬しゆんで引いた。

　何故なぜそうなったのか全く憶おぼえていないが、どうやら相手を警けい戒かいさせてしまったらしい。

「俺は偉大なる大怪盗の一番弟子でし！　疾しつ風ぷうのガブとは俺のことだ！　この短刀、躱かわせるもんなら躱してみやがれ！」

　少年が懐ふところから取り出したのは、青く輝かがやく鋼鉄の刃やいば。懐かい中ちゆうに忍しのばせるために作られた抜ぬき身の短刀である。

　刃は物ものを見て、敦の頭の中にある警告灯が赤く灯ともった。

「まっ、待って」敦は思わず一歩下がった。「もう一度話し合おう」

「問答無用だァ！」

　中段に構えられた短刀と共に、少年が突とつ進しんしてくる。

　戦うしかない。

　敦は虎とらの力を両りよう腕うでに注ぎ込んだ。たちまち前ぜん腕わんの筋肉が爆ばく発はつ的てきに膨ふくれあがる。衣服と手てつ甲こうを吞のみ込んで虎の体毛が吹ふき出し、大木が捩ねじれるような音をたてて五指が巨きよ大だいな虎とら爪づめへと変わる。

　虎の体毛は銃じゆう弾だんも刃物も通さない。この腕で短刀を防ぐことができれば、何とか勝機が──。

　敦が考え終わるより早く、絹を裂さくような悲鳴が響ひびきわたった。

「ぎゃあああああああああ！　何それ！　怖こわっ！　怖っ！」

　少年が尻しり餅もちをついて後ずさった。

「……はい？」

「何そのウデうわちょっとやめろこっち向けんな！　何その……何!?　毛がものすげェ生えてるし！　ぎゃああああ怖い！　生理的に怖い！　ボスごめん、帰っていい!?」

　立ち上がれないほどに驚おどろいて絶ぜつ叫きようする少年に、敦のほうまでびっくりして動けない。

「あああ、だから申し上げたではないですかボス」中年がやるせなさそうな顔で云った。「ガブは連れてくるべきではないと……見ての通りガブは優ゆう秀しゆうですが、死ぬ程肝きもっ玉が小さいのです！　一番弟子になったのも、単に他ほかの弟子が全員辞やめてしまったからですし」

「え」

　そうなの？

　敦の目が点になった。単なる繰くり上げ？

「うむう、では仕方ない。お前が行け、ビルゴ」

「わわわ私ですか？　むむ無理ですよ！　私はただの技師でございますから！　監かん視しカメラを無力化したり暗証番号を抜き取ったりするだけの技術サポートが私の仕事！　戦闘は契けい約やくに入っておりません！」ビルゴと呼ばれた中年の男は小動物のように頭を下げて後退した。

「……なんか……」

　敦は虎の両腕を掲かかげて叫んだ。

「なんか想像してたんと違ちがう!!」

　魂たましいの叫びであった。

　その時──廊ろう下かの奥から声がした。

「どれほど想像と違おうが、依い頼らいを完かん遂すいできれば問題ない」低くよく響く声が廊下に反はん響きようした。「よくやったな敦」

「国木田さん！」敦は叫んだ。

　国木田の後から、武装した島の警備員達が連れだってやってくる。

「連続窃せつ盗とう団の長、ネモ」国木田が手帳を読みながら云いった。「壁かべ抜ぬけという強力な異能を持ちながら、そのあまりにいい加減で向こう見ずな計画のために強ごう盗とうはほぼ毎回失敗。部下も悉ことごとく愛あい想そを尽つかし、残ったのは素人しろうとに毛が生えたような連中ばかり。失敗と捕ほ縛ばくを繰り返しながら、持ち前の壁抜けで脱だつ獄ごくを繰り返し犯行に及およぶ。その脱獄回数、実に八十九回。大怪盗は無理だが、脱獄王は今すぐ名乗れるな」

「ぐ……ぐぬぬぅ」ボスの顔がこわばった。「おい貴様ら！　何とかしろ！」

「ご、ごめんボス俺さっきので腰こしが抜けちまって……」

「私はしがない技術者。自首しますのでどうか情状酌しやく量りようをば」

　へなへな床ゆかを這はう少年と、さっさと国木田に両手を差し出す中年。

　敦はようやく状じよう況きように頭が追いついてきた。

　どうやら敦が当初考えていたより、ざっと百倍ほどしょぼい強盗団だったらしい。

「敦。依頼人──船長に連れん絡らくしろ。依頼を完遂したとな」国木田は目を細めた。「愉ゆ快かいな盗とう賊ぞく団との楽しい追つい跡せき劇げきも、これにて幕引きだ」

　国木田が一歩を踏み出す。警備員達の包ほう囲い網もうがじわりと狭せばまる。

「ボス……ボス！　すいません……俺がここは食い止めます！　だから……ボスだけでも逃にげて下さい！」

　少年のか細い声に、ボスは答えない。

　ただその太い脚あしでじっと立ち、周囲を睥へい睨げいしている。

「俺だけでも、だと？」

　その声に、追い詰つめられた焦あせりの色はない。

「俺の目標たる大だい怪かい盗とうルパンには、異能も部下もなかった。それでも俺よりはるかに困難な盗ぬすみを行い、人々の心に残っている。彼に勝てぬことくらい、とっくに諒りよう解かい済みよ」

　ボスの目は静かに空中のどこか一点を見つめている。その視線は、ここにはない遠い何かを捉とらえている。

「俺は大怪盗ルパンとは違う。だからこそ、彼にないものにしがみつき、拘こう泥でいし、大怪盗の高みへと登る礎いしずえとせねばならん」

　敦は不意に気づいた。ボスは先さき程ほどよりやや前まえ屈かがみになっている。岩のような顔が、天てん井じようの蛍けい光こう灯とうから落ちる光の影かげになっている。

「俺の異能は『厚み５糎センチ以下の物体をすり抜ける』能力──つまり逆に云えば、ある程度までの厚みの物体ならば、肉体と干渉せず重なった状態でいられる、ということだ」

　敦は見た。

　ボスの厚い胸むな板いたから何かが──ボスの肉体など存在しないかのように、音もなく何かがこぼれ落ちてきた。それは厚みが５糎センチ程度。幅はばは本ほどの、四角い金属板だった。

　ボスの体をすり抜けて何かが落ちてきた。その事実に驚き、敦達は反応が一瞬遅おくれた。

「俺は部下は絶対に見捨てん」

「ば──」国木田が叫さけんだ。「爆ばく弾だんだっ！　伏ふせろ！」




　閃せん光こうが廊下を満たした。




　敦は虎の反射神経でとっさに飛び退のいた。国木田は警備員達を庇かばうようにして押し倒たおし、一いつ緒しよに床に伏せた。その上を、猛もう烈れつな煙けむりと風が吹き抜ける。

「げほっ……げほ！」立ちこめる煙の中、敦は咳せき込んだ。耳鳴りがひどい。強力な爆音が耳を貫つらぬいて脳の中心まで刺ささったような気がする。白い煙のせいで、廊下の様子がまるで見えない。

　あのボスは、壁抜けの異能を応用したのだ。体が壁をすり抜ける能力──それを逆に用い、爆弾を体に透とう過かさせ、体内に隠かくし持っていた。体内に爆弾を隠されては、どれだけ観察や身体検査をしようと見つけられるはずがない。おそらく同じようにして、仕事道具をこの島に持ち込んだのだろう。

　それにしても──体に大きな傷や痛みがない。

　敦は自分の体を素す早ばやく点検した。どこからも出血していない。殺傷用の爆弾があれだけの至近で起爆したなら、この程度の被ひ害がいでは済まないはずだ。

「くそ……目くらましだ！」煙の向こうで国木田が叫んだ。「連中が逃げたぞ！　おそらく壁の向こうだ！」

　国木田の云う通りだった。先程まで盗賊達がいた場所を手て探さぐりで調べたが、誰だれもいない。冷たい床があるばかりだ。

　逃げられた。

「追いかけます！」敦は国木田に叫び返した。

　敦は煙で遮さえぎられた視界の中、手で壁を探った。地下の壁は厚い。部下二人を抱かかえて逃げたとなれば、５糎以下の厚みの壁に、前もって目をつけていたはずだ。

　敦が手探りすると、すぐにそれは見つかった。横開きの自動扉とびらだ。壁と同じ色に塗ぬられている頑がん丈じような扉だが、叩たたいてみた感かん触しよくからして、厚みは５糎よりは薄うすそうだ。この扉の向こうに逃げた可能性が高い。

　しかし、扉は施せ錠じようされているのか、押しても引いても開かない。

「国木田さん！　この扉の向こうかもしれません！」やや薄れてきた煙の先に向けて、敦は叫んだ。「扉を開く方法を教えて下さい！」

「おそらく認にん証しよう式の機セキユ密リテイ扉だ」国木田が小走りで駆かけてきた。「扉の認証板に、銀貨を近づけてみろ」

　敦は島に入る時貰もらった銀貨を思い出した。確かにあれには識別発信器が内蔵されていて、観光客の持つ銅貨では入れない場所にも入ることができたはずだ。

　敦は急いで懐ふところから銀貨を出して近づけた。

　しかし鈍にぶい電子音が鳴るばかりで、扉はいっこうに開く様子がない。

「見せてみろ」すでにほぼ晴れていた煙の中、国木田が扉に近づいてきた。「……怪お訝かしいな。俺の銀貨でも開かん」

「お下がりください」不意に警備員の一人が近づいてきて云った。「その扉に入ることは皆みなさんには許可されておりません」

「……何？」国木田が振ふり返って眉まゆを寄せた。「どういう意味だ」

「その先は特別機密区域です。許可のある人間にしか立ち入りできません。お引き取りを」

「お引き取りだと？」国木田の目が怒いかりに細められた。「おい……俺達はこの先に逃げた賊ぞくを捕つかまえるために雇やとわれたのだぞ。機密も許可もあるものか。捕まえれば素す直なおに出るから開けろ」

「我々警備員にもその中に立ち入る権限は与あたえられておりません」

　何やら雲行きが怪あやしくなってきた。

　当初の説明では、敦達探偵社が入れない区域があるなどという話は聞かされていない。仮にあったとしても、盗賊が逃げつつある今、そんな状況に拘こだわっている場合ではない。

「お前達では埒らちがあかん！　敦、船長に連絡しろ！　急ぎこの扉を開いて中に入らねばならん！」

「船長にも権限はありません」警備員は無表情で云った。「ですがその確認が必要なのであれば、電話はご自由に」

　敦は携けい帯たい電でん話わを取り出した。地下とはいえ何とか電波は届くようだ。事前に登録しておいた船長への連絡先を押す。

　──が。

「国木田さん」敦は携帯電話に耳を当てたまま云った。「船長に繫つながりません」

「何？」

　どれだけ待っても、依い頼らい人である船長が電話を取る様子はない。それどころか、

「おい。何か聞こえないか？」

　国木田が周囲を見回しながら云った。敦の耳にもすぐにその音が聞こえた。

　気の抜ぬける電子音──拉ラー麵メン屋台で鳴らされる、客寄チヤルせ笛メラの音。

「船長の……電話呼び出し音ですね」

「扉の向こうからか……？」国木田は壁に手を当てながら云った。

　その時、いきなり何の前まえ触ぶれもなく、扉が自動的に開いた。

「うおっ!?」国木田が慌あわてて後じさる。

　扉の向こうには、兵士がいた。

　ただの兵士ではない。大型の自動小しよう銃じゆうを持ち、防ぼう弾だん装備に身を包んだ、完全装備の歩兵達だ。数は十人以上いる。防弾面マスクで顔が覆おおわれているために表情は見えない。

「この先は進入禁止区画だ。即そつ刻こく退去せよ」

　兵士達は機密区域への立ち入りを阻はばむように立ちはだかり、小銃をいつでも撃うてるよう軽く構えている。

「何だと？」

「退さがれ。警告は一度だ。指示に従わない場合は敵意ありと見なし、火器を使用して排はい除じよする」

　掲かかげられた自動小銃、その黒い銃口が、鈍く光る。

　十人以上の完全武装兵士が、銃をいつでも国木田に撃てるよう向けている。その兵士達の放つ威い圧あつ感かんは、獅し子しの開いた牙きばの間に顔を突つっ込んでいるに等しい。

　だが、国木田は怯ひるむどころか、声こわ色いろひとつ変えずに云いった。

「俺のほうも警告は一度だ、闖ちん入にゆう者しや共。そこをどけ。俺達は依頼人の命で盗とう賊ぞくを追う探たん偵てい社だ。仮令たとえここが治外法権の島だろうが、一いつ般ぱん人に銃口を向けて脅おどすような外法が、俺の目の届く範はん囲いで許されると思うな」

　国木田の全身から殺気が爆はぜる。どうやら悪人を捕とらえる機会を理り不ふ尽じんな理由で阻まれて、相当怒おこっているらしい。

　武装兵士達と国木田は、開いた扉を挟はさんでしばし睨にらみ合った。

「ほほう。これは中々骨のあるお客人じゃ」不意に兵士達の向こうから声がした。「全員警けい戒かい解除。銃を下ろせ。その御ご仁じんをいくら銃で脅しても無む駄だじゃ」

　嗄しわがれた声が命じると同時に、兵士達がさっと銃を下ろした。機械のように一糸乱れぬ動きだ。

　兵士達が道を空けると、奥から軍服に身を包んだ老人が現れた。

　小こ柄がらな老人だ。屈くつ強きような兵士達に囲まれていると、その小柄さがいっそう際きわ立だつ。表情は温和で、皺しわの走る顔の上にふわふわの白髪しらがが載のっている。軍服を着ていなければ、どこかの田舎いなかの教師に見えるだろう。

「貴方あなたがこの武装兵士達の長か」国木田が憮ぶ然ぜんとした声で云った。「俺達は悪人を追っている。機密区域への立ち入りを許可願いたい」

「うむ。中々気骨のありそうな若者じゃ。儂わしの部隊で鍛きたえれば、さぞ良い兵隊となるじゃろう」老人は教師のような目でふわふわと笑った。「じゃが──立ち入りは許可できぬ。残念じゃが、金貨を持たぬ者をこの奥に入れる訳にはいかんからの」

「金貨だと？」

「貴君らが所持しているのは一般職員用の銀貨じゃろう。この島にはそれより上、金貨でなくては入れぬ区域がある。もし金貨を持たぬ者がここに立ち入った場合、もしくは区域内で得た情報を外部に漏もらした場合は、その者を即刻射殺して良いことになっておる。これはこの島の絶対規き範はん。貴君らの国の首脳も同意書に署名しておる」

　敦は自分が手に持った銀貨を見た。確か、一般の観光客は銅貨を渡わたされているはずだ。つまり、銅貨、銀貨、金貨の順に立ち入りできる区画が増える──ということか。

「だが君の正義感に免めんじて特別に教えよう。盗賊はすでに捕らえた」

「そうなのか？」国木田が意外そうに云った。

「この機密区域の中は監かん視し映像で厳重に警備されておる。そして機密区域内における警備兵の練度は外とは比ひ較かくにならん。安心されい」

　国木田は数秒のあいだ老人を睨んだあと、ゆっくりと云った。

「いいだろう。そちらがそう主張するなら、後で依頼人経由で確認させてもらおう。名前を聞いておこうか」

「名乗るほどの名はない。ここでは皆に大たい佐さと呼ばれておる」

「大佐……やはり軍属か」

　敦は老人の顔を改めて見た。学校の教師めいた物もの腰ごしと表情だが、確かによく見ると老人の顔には消えかかった白い古傷がいくつか走っている。小柄な老ろう軀くながら肩かた幅はばはがっしりしており、昔は相当鍛えられていたのだろうことが窺うかがえる。

　その時、ふと風に乗って──かすかな匂においが届いた。

　虎とら化の異能を使った後は五感が鋭えい敏びんになる。普ふ段だんは気づかないような音や匂いも拾えるようになる。身体感覚に虎が残っているのだろう。

　その虎の鼻が、嗅かいだことのある匂いをとらえた。探偵社に入ってから幾いく度ども嗅いだ匂い。それでいて、決して慣れることのない匂い。不快で鼻をつく、この臭においは──。

「まさか」

　敦は考えるより早く飛び出していた。兵士達が塞ふさぐ機密区域への入口に、無む理り矢や理り首を突っ込む。

「おい、貴様！　何をする！」

　叫さけぶ兵士達を無視して、敦は機密区域を見回した。入口の先はまた別の廊ろう下かが続いていた。今いる場所と内装はほとんど大差ない。

「扉とびらから離はなれろ！　射殺されたいのか！」

　兵士の警告も、敦の耳にはほとんど入っていなかった。

　敦の目が、その色をとらえた。

　機密区域の奥にある、赤い色を。

　廊下にべったりと広がる赤。壁かべから天てん井じようにまでその赤は飛び散っている。不快な臭いの源は、間ま違ちがいなくそこだ。

「あれは──！」

　敦は目を見開いた。見間違いようがない。白い壁に鮮あざやかな赤。そしてその中心に横たわる体たい軀く。

　血と死体だ。

「下がれ！」

　兵士が力ずくで敦を押し戻もどした。銃じゆう床しようで無理矢理体を押し飛ばされ、敦はよろめいて尻しり餅もちをついた。

　国木田が傍そばに駆かけ寄る。

「おい敦、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……国木田さん」

　敦は茫ぼう然ぜんと云った。目にしたのは一いつ瞬しゆんだが、見間違いようがない。

「死体が……ありました」

「何だと？」国木田が目を見開いた。「まさか、盗賊達の死体か」

　敦も血の臭いを嗅いだ時はとっさにそう思った。だが──。

「……違います」

　敦はよろよろと顔を上げた。一瞬だけ見えたその光景が、目に焼き付いている。

「むう……見てしまったのか少年」大佐と名乗った老人が渋しぶい顔をした。「先さき程ほども云ったが、この機密区域内の情報は、それがどんなものであっても口外してはならん規則じゃ。悪いが君達を、簡単に外に出す訳にはいかなくなったのう」

「何？　おい敦、何を見たのだ」

　修理工のものに似た青い作業服。疲つかれた顔。拉ラー麵メン屋台の呼び出し音。

　敦はかすれた声で云った。




「依い頼らい人が……船長が、死んでいました」
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　監視映像、カメラ番号15Ｂ。

　撮さつ影えい区画、地下二階の機密区画の西廊下。

　撮影時刻、午前11時28分、15秒から28秒のあいだの13秒間。




　監視映像が映しているのは、無機質な白い廊下だ。右手前から、左奥に向けて直線状に伸のびている。

　この区画に立ち入る者自体が滅めつ多たにいないため、床ゆかの汚よごれもほとんどない。死んだように清潔だ。

　その映像の右手前から、一人の人物の背中が現れる。

　そわそわと周囲を警戒しながら、疲れた足取りで歩いていく青い作業着の青年。敦達を島に招いた依頼人である、ウォルストン船長だ。

　監視映像には音がない。だが肩かたを落としている背中から、船長がいつものため息をついていることは判わかる。

　船長はカメラの中央やや手前まで来て立ち止まり、前を見る。その視線の先には、いつの間にかもうひとつの人ひと影かげが現れている。

　船長が何か云いうと同時に、もう一人の人影がいきなり拳けん銃じゆうを取り出し、船長に向ける。

　船長に驚おどろいたり逃にげたりする余よ裕ゆうすら与あたえず、人影が発はつ砲ぽう。廊下を閃せん光こうが何度も染め上げる。

　船長は血の飛ひ沫まつを廊下に撒まき散らしながら、衝しよう撃げきで踊おどるように空中を泳ぎ、そして倒たおれる。

　人影は船長にさらに近づき、倒れてぐったりした船長にめがけて、さらに弾だん丸がんを撃うち込む。二発、三発。

　やがて船長は完全に動かなくなり、この世から人の命がまたひとつ失われる。

　壁も床も、塗と料りようをぶちまけたように赤く染まった廊下に立つ人物が、カメラのほうを向く。

　その人物は首から映写機カメラを下げた背広の男。顔立ちからして英国人。灰色のフェルトの鍔帽子ハツトを被かぶっているため、髪かみの色や頭の形までは判らないが、おそらく年ねん齢れいは20から30歳だろう。たった今人間をひとり無残に射殺したというのに、その男の目には何の感情も浮うかんでいない。さざ波ひとつ立てない湖こ畔はんのような静かな青い瞳ひとみが、まっすぐ監視カメラを見つめている。

　不意に男が拳銃を向け、カメラに向けて発砲する。

　衝撃とともに映像が途と切ぎれ、あとには白黒の砂すな嵐あらしだけが残される。

　──そこで映像が終わる。







　敦と国木田は、画面に映し出された映像の一部始終を、黙だまって凝ぎよう視ししていた。

　船長が殺される映像。その一部始終を見せられたのだ。疑う余地もなく、背広の英国人が船長を射殺していた。

「……以上が監視映像に残されていた、船長殺害の映像な訳じゃが」

　映像端たん末まつの電源を切りながら、大佐が云った。

　敦と国木田が拘こう束そくされているのは、狭せまい監かん禁きん室だった。部屋の中央には、金属の机と椅い子すが床に金具で固定されている。窓はなく、唯ゆい一いつの出入口である金きん属ぞく扉とびらには鉄てつ格ごう子しが嵌はめられている。部屋にあるのは受信専用の固定電話と、天井の真ん中にあいた換かん気き口と、部屋の隅すみにある大ぶりな塵ゴミ箱ばこだけ。その他ほかには何もない。

　敦と国木田は並んで金属椅子に座らされていた。両手には頑がん丈じような鉄製の手て錠じようがかけられ、鎖くさりは机の中央に金具で固定されている。逃げるどころか、自分の鼻をかくのも難しい。二人の向かいには大たい佐さと名乗った初老の軍人が薄うす笑えみを浮かべて座っており、装そう丁てい本ほどの大きさの映像端末を抱かかえていた。

「大佐とか云ったな」国木田が口を開いた。「繰くり返して云うが、俺達は正規の依頼手続きを踏ふんでこの島に来た民間探たん偵てい業者だ。日本政府発行の許可証もある。そちらの意向を最大限尊重する意思もある。この不当な拘束を即そつ刻こく解除して頂きたい」

　大佐は微ほほ笑えみを全く動かさず国木田の台詞せりふを最後まで聞き、少し間を開けてから「そうか」と云った。

　そして沈ちん黙もく。

　はるか遠くから島の機関部がたてる低い唸うなりが聞こえるほかは、何の音もない。そのまま10秒、20秒がすぎた。

「……おい」30秒を超こえたあたりで、国木田が口を開いた。「何だこの沈黙は？」

「知っておるかな若いの」大佐が柔やわらかい声で云った。「この島は海を動く」

「当然だ」国木田は即そく答とうした。「この状じよう況きようで知らん訳がない」

「うむ。では海の上を動く島というのが、この世には他にはあるか？」

「ないな」国木田は再び即答した。「あれば俺の手帳に書かれている。ここが世界唯一の動く島だ」

「そういうことじゃ」大佐は微笑みを深くした。「ここは世界に二つとない島。陸地の常識はここでは通用せん。政府の許可証も、拘束の不当性も、お前さんがたが考える理り屈くつと常識は、ここではすべて子供の妄もう想そうに等しい」

「だとしても！　人として最低限の……」目に怒いかりを宿して叫さけびかけた国木田だが、言葉の途と中ちゆうで感情の手た綱づなを引き締しめるようにして言葉を切った。それからゆっくり口を開いた。「いいだろう。まずはそちらの理屈を聞こう。俺達に監かん視し映像を見せた理由もな。反論はそれまで待ってやる」

「うむうむ。良い心がけであるな。それでは聞いて頂こうか」

　壁かべ際ぎわに控ひかえていた部下に映像端末を預け、大佐は語りはじめた。

「我々はこの島の機密区域を監視する仏蘭西正規軍じゃ。そして我々としては、何としても殺人犯を捕ほ縛ばくせねばならん」

「まあ、当然そうだろう」国木田はうなずいた。「島の重要人物が、機密区域で殺された訳だからな」

「それだけではない」大佐は奇き妙みように含ふくみを持たせた口調で云った。「実は殺人犯の身元は、ほぼ判明しておる。本国のデータベースに合致ヒツトした。奴やつは国際指名手配を受けたテロリストじゃ」

「テロリスト、だと？」国木田が驚いた声を出した。

「…………」敦は沈黙している。

　敦は──驚かなかった。

　表情だけは努力して変えないようにしていたが──内心、やっぱりそうか、と思っていた。

　心当たりがあったのだ。

　映像に映っていた殺人犯──映写機カメラを持った、背広姿の英国人。

　太宰の言葉が蘇よみがえる。

　──盗とう賊ぞく退治はこの島で起こりつつある厄やく災さいのほんの一いつ端たんに過ぎないよ。

　──首から映写機カメラを下げ、黒いアタッシュケースを持った背広の男。そいつを見かけたら、後で私に報告してくれ給たまえ。

　黒いアタッシュケースこそ持っていなかったが、それ以外は特とく徴ちようが合致する。つまり太宰はあの人物を知っていたのだ。そいつが危険な人物であることも、盗賊騒そう動どうなどよりはるかに大きな問題をそいつが引き起こすであろうことも。

　テロリスト、か。

　この島で起こりつつある厄災、と太宰は云った。厄災とは、船長殺害のことを云っていたのだろうか？　それとも何か、もっと別の──。

「非常に危険な異能者じゃ。世界で起こるほとんどの重大事件及および事故では、常にこいつの影かげがあるとさえ云われておる。それ故ゆえに、各国諜ちよう報ほう機関の重要ブラ手配ツク人物リストの常連じゃ。当然、各政府は血ち眼まなこになってこいつを捜さがしておる訳じゃが……」

「聞いたことがないな」国木田が眉み間けんに皺しわを寄せた。「まあ、俺達の国がテロリストと縁えん遠どおいのは喜ばしい事だが。それで？　そのテロリストと俺達が拘束されている事と、何の関係がある」

「奴はもう十年以上も政府の追つい跡せきを躱かわし続けておる。おそらく何らかの異能を用いていると推測はされるものの、詳しよう細さいは不明。追跡者の動きを予知しているかのような手管から、ついた渾あだ名なが〝未来を知る男〟。──そもそも、奴ほどの要注意人物をこうして監視カメラに捉とらえる事態そのものが奇き跡せきに近いのじゃ。そしてこの島は簡単に出入りの船を調達できん、いわば巨きよ大だいな密室。我らは期せずして、稀き代たいのテロリストを島に閉じ込めたことになる。……本件を儂わしが政府に報告した時、対外治ＤＧ安総局ＳＥの長官の血圧がどれだけ上がったことか、想像に難かたくないじゃろう？」

　敦は唸った。船長の死は悲劇だが、確かにこれはテロリストを捕とらえるまたとない好機だ。

「さて……これで前提情報はすべてじゃ。神しん出しゆつ鬼き没ぼつのテロリスト。目的不明の殺人」大佐はそこで一度言葉を切り、敦と国木田をじっくりと見た。「そして……何故なぜか現場のすぐ近くにいた、異国の民間探偵業者」

「おい」国木田が怒ど気きのまじった声で云った。「まさかとは思うが、俺達を疑っているのか？」

「さて。どう思う？」

「莫ば迦か々々しい！」国木田は机を叩たたいて叫んだ。「俺達は正規の依い頼らいを受けてこの島に来た探偵だ。武装探偵社について日本政府に問い合わせてみろ！」

「確かに武装探偵社は実在するようじゃ」大佐は感情のない声で云いった。「しかし、君の云う通りだとすると奇妙なことになる。その武装探偵社が、依頼でこの島に来ているという記録が、どこにもないからじゃ」

　敦と国木田の呼吸が止まった。

「な……何？」

「誰も君達に依頼を出しておらんのじゃよ。無論、死んだウォルストン船長もな。彼は本国にも島の執しつ行こう部ぶにも、探偵をこの島に呼ぶという報告をしておらなんだ。依頼料を振ふり込んだ形けい跡せきもない。君達の銀貨は腐ふ食しよくした外装のための塗と装そう工ということになっておったが、無論、現在修理が必要な外装も存在せなんだ」

「莫迦な！」国木田が叫んで立ち上がった。腕うでの鎖がじゃらりと鳴った。「だが現に俺達はこうやって島に招かれ、正式な手続きで入島している！」

「そうかもしれん。だが、それをどうやって証明する？　依頼を出した本人である船長はすでに死んでおる。そして君達は偶ぐう然ぜんにも、かのテロリスト〝未来を知る男〟が船長を殺害した時、壁かべひとつ隔へだてたすぐ向こう側におった。おまけにほぼ全員が凄すご腕うでの異能者……ここまで揃そろっておるのに、君達を疑わん人間のほうがどうかしておる」

「じゃあ、谷崎さんや与謝野さん達は」敦が身を乗り出して云った。

「他の面々も、ここではない場所に拘こう束そくさせてもらった」大佐は顎あごを撫なでながら云った。

「そんな……。僕達が、テロリストの一味？」

「奴の協力者が君達だとしたら、儂は何としても情報を吐かさねばならん。〝未来を知る男〟は何のためにこんな場所まで来た？　これから何がはじまる？」

「それは……」

　大佐の瞳ひとみが、まっすぐに敦を射い貫ぬく。

「奴の目的は何じゃ？」

　全体像が見えないまま、自分達は異常な事態に巻き込まれつつある。

「テロリストの、目的は……」

　破は壊かい活動。危険な異能者。〝未来を知る男〟。

　敦は太宰の言葉を思い出していた。

　──捕つかまえようなんて思わないほうがいいよ。

「何か知っておるのではないか？　奴はこの島で──」

　──下手へたに手を出すと、この横浜ごと──

「横浜ごと──吹っ飛ばす」

　敦は無意識にそうつぶやいた。

　国木田が驚おどろいて振り向く。

「敦……お前何を……」

　大たい佐さは胸の前で腕を組んで、にやりと微ほほ笑えんだ。「儂の勘かんが当たったようじゃ」

「え？」敦は慌あわてた。「あ、いや、今のは……」

「これは本ほん腰ごしを入れてかからねばならんの。少し待っておれ。お前さんがたの取り扱あつかいについて、本国に許可を取りに行く」大佐はゆっくりと椅い子すから立ち上がった。「協力的になってもらうためには、ちょっとばかり手て荒あらなやり方を取らねばならんからのう」
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　陽光の降りそそぐ、島の南なん端たん。

　海風が心地ここちよく吹き抜ぬけ、海鳥が踊おどる空の下に、白はく亜あの修道院があった。

　積み上げられた御み影かげ石いしの壁は穏おだやかな日差しを反射して白く輝かがやき、アーチ状の柱には精せい緻ちな彫ほり込み模様が刻まれている。床ゆかは年代を感じさせる雪せつ花か石せつ膏こうだ。

　その中を、四人の勤サラめリー人マンが歩いていた。

「さっき払はらった入場料、返せよお前後で。宿泊亭ホテル帰ったらよう」

　四人の勤め人は皆みなくたびれた白い襟えりつき襯衣シヤツを着て革かわ靴ぐつを履はいている。どことなく捨て鉢ばちな態度で、並んで修道院を歩いている。

「いいよ別に。24ドルだっけ？」

「莫迦かよお前、25ドル38セントだよお前、耳揃えて返せよう」

「判わかってるよ。……ったく、ここは何でもかんでも莫迦高たけえぜ。こんなボロっちい廃はい墟きよみてえなとこに入るのに24ドルもかかるんだからなあ」

「25ドル38セントだよ莫迦野や郎ろう。くっそ、金持ちはいいよなあ」

「俺達も金持ちになれるはずだったんだけどなあ……」

　四人は互たがいに愚ぐ痴ちりながら歩いていく。肩かたを落とし、足あし下もとに目を落としながら。列柱がつくりだす光と影のパターンの中を、彼らはうらぶれて、気落ちして、落ち込みながら歩いた。

　その一人が、ふと自分の靴くつの爪つま先さきに目を落とした。

「……？　何だこの布」

　彼が踏ふんでいたのは黒い布だ。外見はどこにでもある黒いぼろきれ。だが彼が違い和わ感かんを抱いだいたのは二つ理由があった。ひとつはその布が妙みように長く、端はしが建物の陰まで続いていること。もうひとつはここが清せい掃そうの行き届いた観光施し設せつであることだ。こんな大きな塵ゴミが落ちているのは、いかにも不ふ釣つり合いだ。

「おいお前らちょっと待っ」

　云い終わることはできなかった。

　男の体が、一いつ瞬しゆんで建物の陰に引きずり込まれたからだ。

　先を歩いていた、残る三人の男達が振り返る。

「……おい？」

　三人は周囲を見回す。誰もいない。影も形も。

　彼らは本能的に身構えた。彼らは合法と違い法ほうとの間に生きてきた人間であり、本能的な恐きよう怖ふが自分の身を守ると知っていたからだ。

　だが、今回ばかりは恐怖だけでは身を守る役には立たなかった。

　三人の頭上から、するすると黒い布が下りてきた。音もなく、気配もなく、獲え物ものを狙ねらう蛇へびのように。人ひと影かげばかりを警けい戒かいしている男達は、それに気がつかない。

　黒い布は男達の頭のすぐ上でぴたりと止まった。そして──。

「ぎゃっ!?」

　一人の体がいきなり空中に引っ張り上げられた。残る二人が声に振り返っても、すでにそこには誰もいない。ただ天てん井じよう近くの暗くら闇やみで、何か湿しめった音が響ひびくだけだ。

「な……何だ!?　どこ行った、返事しろ！」

　焦あせって問いかける声に応こたえるのは、途と切ぎれ途切れに天井から聞こえる悲鳴のみ。

　やがて魂たましいの消えるような絶ぜつ叫きようが響き、天井から大量の血液が降りそそいだ。

「……!!」

　何が起こっているか確かめるより早く、二人はその場から逃にげ出そうとした。

　その行く先に、黒い人影が静かに立ちはだかった。

「何処どこへ往ゆく」

　小こ柄がらな体たい軀く。黒くろ髪かみに黒い外がい套とう。眼めばかりが鋭するどく白い。その男の周囲だけ、陽光が恐おそれて逃げたかのように薄うす闇やみがまとわりついている。

　ポートマフィアの禍まが狗いぬ、芥川である。

「噓うそだろ……!?　ポートマフィアの刺し客かくはこんな島にまで来るのかよ……！」男が後じさる。

「囀さえずるな。耳に障さわる」芥川は体温を感じさせない声で云いった。「猟りよう犬けんに追われる山羊やぎは決して啼なかぬ。貴様らは山羊以下か」

　芥川の黒外套が、ひとりでに蠢うごめいた。

　風もないのに蠢く外套は、知らない者が見れば怪かい現象以外の何物でもない。外套そのものに、牙が獣じゆうに猛もう禽きん、毒虫に蟒うわ蛇ばみ──無数の邪よこしまなる生命が宿されているかのようだ。

「とは云え、貴様達にも褒ほめられるべき点はある。ポートマフィアに仇あだ為なしたと知った直後、尻しりに帆ほかけて逃げ出したことだ。そうでなくては、貴様達の寿じゆ命みようはもう一日短かっただろう」

「あんた……ポートマフィアの黒い悪夢……！」男が悲鳴めいた声をあげた。「くっそ、こんな場所で死んでたまるか……！」

　男二人は、懐ふところに隠かくしていた仕込みナイフを取り出した。芥川に向けて構える。

「それで善いい」ナイフを見ても、芥川は薄く笑っただけだった。「偶ぐう然ぜんとは云え、ポートマフィアの会計士を殺したという武勇伝を持ってあの世に逝ゆくのだ。僕やつがれに刃やいばを向けるくらいの勇ゆう猛もうがなくてはな」

「くたばれッ！」

　男二人が芥川へ踏み出した。──だが、踏み出せたのは一歩だけだった。

　黒布が床材を突つき破って噴ふん出しゆつしたのだ。

　男達の脚あしをとらえ、そのまま蛇のように巻き付きながら駆かけ上がる。布は男達の体を覆おおうように伸しん張ちようしていき、両脚、両手、首を固定して天井まで突き抜けた。

「ぐあ……っ！」

「が……何だこいつは……!?」

　空中で全身を固定された男二人は逃げるどころか、腕うで一本動かすことができない。かろうじて顔が半分ほど露ろ出しゆつしているが、その他ほかは黒い布にからめ捕とられ、鉄の拘束具よりなお強い力で完全に固定されている。

　黒布が男達のナイフを奪うばい取り、薄紙のようにぐしゃりと折り曲げてみせた。

「終わりだ」芥川は表情を変えず、空中の犠ぎ牲せい者しや二人を見上げて云った。「貴様らの人生で行うべき仕事はあとひとつのみだ。それは、できうる限りに悲ひ惨さんで陰いん鬱うつな悲鳴を上げ、ポートマフィアに楯たて突ついた者がどのような末路を辿たどるか、世間に伝え教える事だ」

「まっ……待ってくれ！」拘こう束そくされた男が嘆たん願がんの悲鳴をあげた。「俺達はただこの島に逃げて来た訳じゃねえ！」

「そ、そうだ！」もう一人の男も必死に叫さけぶ。「この島に、すげえ宝があるんだ！」

「命いのち乞ごいか」芥川は眉まゆひとつ動かさない。「かつては僕やつがれも命乞いに耳を傾かたむけたものだが──近ちか頃ごろは余りの虚きよ言げん妄ぼう言げんの類たぐいに辟へき易えきし、聞かぬ事にしている。命乞いの文句は地じ獄ごくの悪あつ鬼きの為ために取っておけ」

　黒布がさらに締しまる。衣服とその内側の肉が軋きしむ。

「待っ……これは本当だ！　俺達が来たのは、この島に隠された『兵器』を頂いて、あんたらに渡わたしてやるためだ！」

「そいつの云ってる事は本当だ！」もう一人の男も同意して叫ぶ。「噓じゃねえ、話だけでも聞いてくれ！」

　芥川は無表情で二人を見み較くらべていたが、やがて口を開いた。「５秒やる。ただし、二人の主張が僅わずかでも食い違ちがえば、即そく座ざに殺す」

「こ……この島にはすげえ『兵器』があるらしいんだ」

　芥川の表情は動かない。

「そうだ。欧おう州しゆうで裏家業をしてる仕事仲間の運び屋が云ってた」男は必死に喋しやべり続ける。「何でも大戦末期に欧州の異能技師が作った兵器で、テロリストがそいつを奪ってこの島に持ち込んだらしいんだ」

「テロリストだと？」芥川の表情が僅かに動いた。

「正確な仕様は誰だれも知らねえけど……名前だけは判ってる。開発暗号名コードは〝殻シエル〟。でも兵器のことを知ってる奴やつらは、別の呼び方で呼ぶそうだ」男はそこで一度言葉を切り、続く言葉の不ふ吉きつさに怯おびえるような間を置いて云った。「〝消しよう滅めつ兵器〟」

「消滅兵器……？」

「何でも、周囲数十粁キロを消し飛ばすとか」

「ほう」

　芥川が目を細める。もしそれほどの規模の兵器がこの島で起き爆ばくすれば、効果範はん囲いは優に横浜の地に届く。だとすると、その兵器を持つテロリストは望めば今すぐにでも、ポートマフィアの縄なわ張ばりを消し飛ばせる事になる。

「普ふ段だんなら眉まゆ唾つばな話だ、俺達だって信じやしない。けどその運び屋はここ数日連れん絡らくがつかねえんだ。兵器を運び込んだ口くち封ふうじに消されたんじゃねえかって噂うわさされてる」

「そうだ！　そんなとんでもない兵器なら、ポートマフィアが高値で買ってくれると思ったんだ！　その金で、俺達を許してもらおうと……」

「……我が身可愛かわいさの出任せにしては、話がよくできているな」芥川が感心したように云った。「どう思う、樋口」

　芥川の呼びかけと同時に、離はなれた柱の陰かげから部下のマフィア──樋口が現れた。男達が逃とう走そうした場合に備え、逃げ道を塞ふさぐ役割を負っていたのだ。

「可能性はあります」と樋口は云った。「欧州といえば異能力の本場。大戦時には、異能技師でなくては製造できない特とく殊しゆな戦術兵器が多く開発されていたとも聞きます。そのような兵器のひとつが犯罪者の手によって保管場所から盗ぬすみ出されたのだとしたら、警察権力の追及が難しいこの島に持ち込まれていたとしても不思議ではありません」

「…………」芥川はしばし思案するような顔をした。「その兵器の特とく徴ちようは？」

「運び屋は、そいつは黒いアタッシュケースに入れられてる、とか云ってた。中に入った兵器は、古めかしい映写機カメラと、あと他にも起爆装置やら色々で構成されてる、とか……」

　映写機カメラ──異能力者が作った異能兵器なら、映写機カメラも見た目通りではなく、何らかの異能によって生成された特殊な物体だろう。話の筋は通っている。

「貴様達の話が真実なら」芥川は不ふ愉ゆ快かいそうに眼を細めた。「小こ癪しやくな話だ。爆ばく竹ちく遊びで自国の領土をいくら吹ふき飛ばそうが連中の自由。だがそれが横浜の海となれば話は別だ。この土地で振ふるわれる暴力は、この土地で引かれる引き金は、普あまねくポートマフィアの管理の下もとで行われなくてはならぬ。首領ボスの与あずかり知らぬ殺さつ戮りく兵器が横浜の海にあるなど、とうてい許容できる状じよう況きようではない」

「そう、そうだよ！　あんた達ならそう云うと思ってたよ！」男はここぞとばかりに弁明した。「そいつを捜さがし出して、あんたらにくれてやる。だから見み逃のがしてくれ！」

「どういたしますか、芥川先せん輩ぱい」樋口が芥川を見て云った。「もし兵器をポートマフィアが手にできれば、他組織への絶好の示じ威い武装となるでしょう。万一手に余る品であれば、国内の諜ちよう報ほう機関に売り払はらって恩と金を得ることもできます。どちらにしても損はありません」

「そうだよ！　だから」

「頼たのむ！」

　口々に懇こん願がんする男達。

「ふむ……」

　芥川は静かに男達を見上げ、そして云った。

「本来ならば、ポートマフィアへの反逆は万ばん死しに値あたいする。考えられる限りの痛苦と拷ごう問もんを加えられ、生まれたことを後こう悔かいさせてから殺すのが我らの流りゆう儀ぎだ。……しかし、若もし今の話が真実なら、貴様達のような小物に係かかずらっている場合ではないのも事実」

「！　それじゃあ……」

「ところで」芥川は不意に話題を変えた。「貴様達が殺した銀行の会計士……彼は長年組織に尽つくしてきた古株で、幹部からの信しん頼らいも厚い人物だった。葬そう式しきには首領ボスも参列するだろう。僕やつがれも個人的に面識があった」

　男達を拘束していた黒布が引き絞しぼられた。鋼鉄よりも硬かたい黒布が、男達の腕を、胴どうを、脚を締め上げていく。

「ぎいっ!?」

「あがあっ!?」

　音をたてて蠕ぜん動どうする黒布が軋みをあげ、骨を砕くだいていく。雑ぞう巾きんを絞るように全身の肉と骨が挽ひき潰つぶされていくが、全身を覆った黒布が肉の噴出すら許さない。

「有益な情報の提供に免めんじ──苦しめず一思いに殺してやろう」

　男達の肉と骨が物理的な限界を超こえた。

　布が急激にねじられ、トマトでも潰したかのように肉と血が噴出した。空中から撒まき散らされた肉にく片へんが飛び散り、観光施し設せつの床ゆかや壁かべを汚よごしていく。

「樋口、征ゆくぞ。次の任務だ」芥川は自らが作り出した血だまりを一いつ顧こだにせず、背を向けて歩き出した。「その小癪な兵器とやらを回収する」

「仰おおせのままに」樋口もまた、たった今行われた殺戮に顔色を変えることなく、静かにうなずいた。

　樋口を従えて歩きながら、芥川の目はすでに己おのれの先へと向けられていた。

「この地の海はポートマフィアの海」芥川は前方を睨にらみながら云った。「世界の王気取りの色白共に、この海では自分達の思い通りになる事など何一つないと判わからせて遣やる」
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「うーん……」

「うむう……」

　国木田と敦が、監かん禁きん室で唸うなっていた。

　手て錠じようで机に繫つながれたままなので、室内を歩くことすらできない。見張りの兵士は今のところ部屋から出て行って不在だが、いつ戻もどってきてもおかしくない。

「僕達、これからどうなるんでしょう」

「良い未来と悪い未来がある」国木田は平へい坦たんな声で云いった。「悪い未来は、この監禁室で拷問を受け、あることないこと吐はかされる。良い未来は、欧州あたりに連れて行かれて本職の諜報機関にこってり絞られる」

「どっちも悪い未来じゃないですか！」

「俺に当たるな。テロリストの一味に疑われているんだぞ？　持ち物はすべて没ぼつ収しゆうされた。手帳がなくては俺の異能も使えん。そもそも、あの船長が何故なぜ記録を残さず俺達に依い頼らいをしてきたのか、正直なところまるで判らん。その謎なぞがある以上、連中を説得するのは不可能だろう」

「不可能ですか」

「不可能だ」

　敦は天てん井じようを仰あおいだ。

　どうすればいい？　依頼の盗とう賊ぞく退治がうやむやのうちに立ち消えたうえ、降って湧わいたようなテロリスト騒そう動どうに巻き込まれて監禁されてしまった。他ほかの探たん偵てい社メンバーも拘こう束そくされているという。このままでは、理由も原因もよく判らないうちに探偵社は空中分解してしまう。

　何かこの状況でもできることはないものか。

　敦と国木田が途と方ほうに暮れたため息をついた──その時。




「うふふ……うふふふふ」




　どこからともなく、聞いた事のある声がした。

「国木田さん、何か云いました？」

「いや……」国木田は顔が青ざめている。「俺ではない。というか、何かすでに厭いやな予感が……」

　敦は監禁室の中を見回した。もちろん敦と国木田以外に人ひと影かげはない。何しろ殺風景で隠かくれる場所もないような部屋だ。あるのは机、椅い子す、固定電話、天井の換かん気き口、それに部屋の隅すみにある大ぶりな塵ゴミ箱ばこだけで……。

　──ん？

　敦は振り向いた。

　塵箱？

「うふふ……うっふっふっふ」

　金属製の円い塵箱が、かすかにカタカタと揺ゆれている。

　敦と国木田は顔を見合わせた。

　二人はしばらく揺れる塵箱を見つめたあと、手錠で拘束されたまま首をどうにか動かして、塵箱に顔を近づけて──。

「ばあ！　お困りのようだね諸君！　話はすべてこの太宰が聞かせて貰っどぅお痛いったあ！」

　国木田が塵箱を蹴けり倒たおしたので、太宰は壁の反対側まで転がった。

「痛ったた……何するんだい国木田君！　満を持して登場した救世主を、いきなり塵箱ごと蹴り倒すことはないじゃないか！」

「黙だまれ何が救世主だこの不燃ゴミ！」国木田が叫さけんだ。「この緊きん急きゆう事態にお前は何をしとるんだ！　俺達がここで尋じん問もんされている間、ずっとそこにそうやって詰つまっておったのか！」

「君達の危機を察知して先回りしていたと云ってほしいなあ」太宰は転がった塵箱に収まったまま口を尖とがらせた。「今までずっと、監かん視しの兵達が部屋から出るのを待っていたのだよ。そして今、満を持して君達を助けるべく颯さつ爽そうと……あれ？　出られない」

「そのまま焼しよう却きやく炉ろまで運ばれてしまえ」国木田は太宰を睨んだ。「第一、何故お前は俺達がここに運ばれてくると判った？」

「君達が面めん倒どうに巻き込まれるであろうことが、おおかた予想がついていたからだよ」太宰は塵箱の中で得意げに微ほほ笑えんだ。「何しろ、君達が船長の殺害現場を目もく撃げきした時、私もすぐ近くにいたからね」

「何？　あの地下廊ろう下かにか」

「機密区域にはさすがに入れなかったけど、君達が連行されているのは見ていたよ。何しろ私は犯人を──映写機カメラを首から下げた背広の英国人を追っていたのだから」

　その言葉に、敦ははっとして顔を上げた。

「そうだ」敦は慌あわてて訊たずねた。「太宰さん、僕に云いましたよね？　〝盗賊退治はこの島で起こりつつある厄やく災さいのほんの一いつ端たんに過ぎない〟って。太宰さんは、テロリスト騒動のことを知っていたんですか？」

「何？」国木田の表情が変わった。「そうなのか、太宰？」

「だとしたら国木田君は私を見直す？」

「心配せずとも貴様の評価は最低値で固定だ。いいから云え」

「確固たる評価を頂いて恐きよう縮しゆくだね」太宰は微笑んで云った。「あまり時間がないから簡潔に云うけど……盗賊退治は、探偵社員をこの島に集めるための口実だよ。本命の依頼は」

　そこで太宰は言葉を切り、真しん剣けんな眼めをして云った。

「〝未来を知る男〟により、異能兵器が横浜近海で起爆されるのを防ぐこと」

「異能兵器の起爆……!?」

　さすがの国木田も驚おどろいたようだ。

「政府のさる筋からの依頼でね。知っての通り、この島は他国政府の介かい入にゆうを阻はばむ治外法権の島だ。そこで船長に協力してもらい、適当な依頼で探偵社員をできるだけ島に集めてもらったのだよ。一方で私は別働隊として島に侵しん入にゆうし、テロリストの侵入経路を摑つかもうと色々やっていた訳だ。島の滞たい在ざいに必要な硬こう貨かを盗ぬすもうとしてみたりね」

　敦は不意に気がついた。

　島に侵入して……硬貨を盗もうと……。

　──警備班を呼べ！

　──盗まれたものを確かめろ！

「ひょっとして、密入島したり、何か盗んだとかで警備員から逃にげていたのって……」

「ご明察。れっきとした秘密任務の一部だったという訳だよ」太宰が片目を閉じて微笑んだ。「ちなみに盗んだのは島の硬貨だ。何とか機密区域に入れる金貨を盗もうとしたのだけど、中々うまくいかなくてねえ」

「お前……密入島したのか……!?」国木田が目め眩まいを起こしたようにふらつく。

「ところが君達がこうして捕つかまったから、やむなく計画を変へん更こうして助けに来た、という訳だ。テロリストにしてやられたね」

「テロリストにしてやられた、って……でも僕達がこうして捕まってるのは、悪い偶ぐう然ぜんが重なったからで」

「それはどうかな」

　太宰はふと真剣な目をして云った。

　敦は太宰を見る。太宰はどこでもない空間の一点を見つめている。

「船長殺害という一手だけで、状じよう況きようは裏返り、私達は窮きゆう地ちに追い込まれてしまった。船長が消えた今、現地協力者のいない探偵社はこの島ではただの異分子だ。私の対応も遅おくれ、テロリストはいわば〝追つい跡せきを逃のがれた〟形になる」

「真ま逆さか……テロリストは狙ねらってこの状況を作り出したのですか？」

　監視映像に映っていた、背広の英国人を思い出す。人を撃うち殺しても何の感情のゆらめきもない、青い瞳ひとみを。

「何しろ相手は各国諜ちよう報ほう機関を長年煙けむに巻いてきた凄すご腕うでテロリストだからね。しかも渾あだ名なは〝未来を知る男〟だ──ひょっとして、本当に未来を読んだのかな？　だとしたら」

　だとしたら──探偵社に勝ち目はない。

「太宰さん、何か案はないんですか？」

　深刻な顔で訊ねる敦に、太宰はしばらく無言で視線を返していたが──やがて、にやっ、と意味ありげに笑った。

「ないと思う？」

　その笑え顔がおを見て、敦は心底安あん堵どした。

　太宰さんがこの笑顔でいる間は大だい丈じよう夫ぶだ。何も問題ない。

「教えて下さい！」

「実に簡単な手だよ」太宰は塵箱ごところころと転がり、部屋の中央あたりまで来た。「テロリストの仲間であるという容疑を晴らす方法はひとつ。私達でテロリストを捕まえればいい」

「──へ？」

「天井に換気口があるだろう？」塵箱に嵌はまったまま、太宰はにゅっと長い手を伸のばした。「ここは地下だから、換気口は垂直に地上にまで続いている。尤もつとも穴はそれほど広くないうえ、側面はつるつるの金属だから、普ふ通つうの人間が登とう攀はんするのはまず無理だ。ただ──」

　太宰は、うんしょっ、と声をかけて脚あしを塵箱の底から出した。どうやら底に穴を開けて、脚を出せるようにしてあるらしい。

　それから太宰は塵箱の中をごそごそと漁あさり、中から短い針金を取り出した。書類を挟はさむためのクリップだったのだろう、塵として捨てられてほとんど原形を留とどめないほどに変形している。

　太宰はその針金をくいくいと器用に曲げて形を整え、手を伸ばして敦の手て錠じように差し込んだ。

　ほんの１秒もかからず、カチャリと音がして敦の手錠が外れた。

「敦君。君なら小こ柄がらだし、虎とらの爪つめを使えばそこから登れる」そう云いって太宰は微笑んだ。

　敦は息を吞のんだ。

「それじゃ……僕一人で？」

「私や国木田君では狭せまい換かん気き口をくぐり抜ぬけられない。それに君が逃げたことが露ろ見けんした時、時間稼かせぎをする人間が残っている必要もある。適材適所だよ」

　それはそうなのだろうが……。

　敦は天てん井じようを見上げる。ここを登って脱だつ出しゆつするのは、不可能ではないだろう。そこから兵士達の追跡を振ふり切るのも、それほど難しい事ではない。

　問題はその先、どうやってテロリストを見つければいい？

「心配しなくても、ちゃんと方法は考えてある」敦の内心を読んでいたかのように、太宰が微笑んだ。「敦君、釣つりをしたことは？」

　釣り？

　ありません、と素す直なおに敦は答えた。

「これは釣りと同じだよ。漁場に餌えさをかけて待つ。神しん出しゆつ鬼き没ぼつの相手には、それが一番だ。君達は〝未来を知る男〟の映像を見ただろう。何か不思議に思わなかったかい？」

「不思議に……？」
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　敦は監視映像を思い出した。銃じゆうで船長を射殺した背広の英国人。青い目の男。異様で奇き妙みような男ではあったが、不思議なこと、となると……。

「アタッシュケース」太宰は秘密を打ち明けるように片目を閉じて云った。「私が云ったろう。彼は黒いアタッシュケースを持っているはずだと。けどどんな記録映像や目撃証言を当たっても、彼がこの島でアタッシュケースを持っていたという話は得られなかった。これがどういう意味か判わかるかい？」

「もったいぶるな太宰」国木田が横から口を挟んだ。「時間がないのだろう。早く結論を云え」

「もったいぶるから楽しいのに」太宰は不服そうな顔をした。「私の調べでは、兵器はそのアタッシュケースの中に入っている。しかし、映像を見る限りテロリスト本人は兵器を持ち歩いていない。とすると──」

「どこかに隠かくしてある？　安全で、誰だれかに奪うばわれる心配のない場所に」

「そう考えるのが妥だ当とうだね。ただ、今からその隠し場所を見つけ出すのは至難の業わざだ。それよりも簡単な手がある」

　それから太宰は踵かかとをこつこつと鳴らした。

「この島の中央には時計塔とうがある」と太宰は云った。「島のどこからでも見える高い塔だ。そこは船でいう艦かん橋きようの役割も果たしている訳だけど──とにかく、そこの最上階に黒いアタッシュケースの偽物を置いておいた」

「偽物？」敦は首をかしげる。「本物がどこにあるかも判らないのに、ですか？」

「どこにあるか判っている必要はないのだよ。大事なのは、本物が人目のつかない場所に保管されている、という現状を利用することだ。先回りして塔まで行き、罠わなにかかったテロリストを捕とらえるのが敦君の仕事という訳」

　敦は感心した。確かにそれなら、敦とテロリストが一対一で対たい峙じしても勝てる可能性が出てくる。いや、よほどの下手へたをしなければ、確実に捕らえられるだろう。

　やはり太宰は常人の二手も三手も先を読んでいる。おそらく今説明した以上の策さく謀ぼうを、すでにいくつも打ってあるのだろう。

「説明は以上だ」太宰は国木田の手錠も外しながら云った。「悪いけど通信での支し援えんはできない。もうすぐ私も捕まるだろうからね。私や探たん偵てい社員が濡ぬれ衣ぎぬを晴らし自由の身になれるかどうかは、君の頑がん張ばりにかかっている。できるね？」

　敦には判っている。

　太宰は相手ができると確信している場合にしか、〝できるね〟とは訊きかない。

「……はい」敦はこわばった顔でうなずいた。

「よろしい」太宰は教師のように微ほほ笑えんだ。「天井の換気口までは距きよ離りがある。国木田君の頭を踏ふんづけて足場にすれば……」

「いえ、大丈夫です」

　敦は軽く足首を回しながら天井までの距離を測り、腰こしを浅く沈しずめてから跳ちよう躍やくした。

　一度の跳躍で、いきなり数米メートル先の天井にまで到とう達たつする。

　敦は虎化した掌てのひらで換気口の金かな網あみを薙なぎ払はらい、もう一方の手で換気口の入口に手をかけた。虎の爪を食い込ませて体重を支え、さらに体を振るようにして換気口をよじ登っていく。

「おおー」太宰が嬉うれしそうな声をあげた。「やるようになったねえ敦君」

　敦が何か云おうと床ゆかのほうを見た直後、いきなり監かん禁きん室の扉とびらが音をたてて開いた。

「おい！　今の音は何だ！」

　複数の兵士が部屋になだれ込む音、国木田が何かを叫さけぶ音、金属同士がぶつかる耳みみ障ざわりな音。

「太宰さん、国木田さん!?」

　敦は換気口の中で叫んだ。

「構わず行け！」

　騒さわぎの中、国木田の叫びが聞こえてくる。

　戻もどるかどうか迷った。部屋に戻って加勢すべきかと。だが今自分が捕つかまれば、探偵社員を解放する望みは消えてしまう。それにいくら屈くつ強きような兵士でも、換気口をよじ登って追ってはこれないだろう。

　このまま脱出し、太宰の策を実行するしかない。

　すぐ──戻って来ます！

　決死の表情を浮うかべ、虎の手脚で換気口を駆かけ上がっていく敦の背後で、騒そう々ぞうしい争いの音が響ひびき、やがて遠ざかっていく──。
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　島の中心地点、どこにいても見える場所に、その塔は建っていた。

　観測施し設せつであり、島内の目ランド印マークであり、時計塔でもあるその塔は、巨きよ大だいな風力発電の風車群を除けば島で最も高い建造物だ。塔は先細りの三角形をしていて、三つある面のそれぞれが英国領、仏蘭西領、独逸領のほうを向いている。壁へき面めんはそれぞれの国の建築様式を模した、特とく徴ちよう的てきな意い匠しようが施ほどこされていた。

　塔の周辺には手入れの行き届いた人工林が広がっていて、石いし畳だたみがそれぞれの領地に向かって放射状に続いている。

　敦はその塔にほど近い石畳まで来ていた。広い島とはいえ、虎の脚で駆ければ数分とかからなかった。ここが太宰の用意した〝罠〟の地という訳だ。

　敦はその時計を見上げた。──11時54分。

　不意に、敦の頭に〝他ほかの探偵社員を救出すべきではないか〟という考えがよぎった。

　国木田や自分と同じように、谷崎や賢治といった他の探偵社員もこの島のどこかに監禁されているはずだ。たった一人で伝説級のテロリストと戦うのは、あまりに腰が引ける話だ。

　しかし、敦の思考はいきなり中断された。頰ほおをひっぱたかれたような衝しよう撃げきが敦に走った。

　奴やつだ。

　英国領の石畳を、やや早足で歩いている。塔へと向かっているらしい。間ま違ちがいない。こちらに背を向けている。気づかれてはいないようだ。

　敦は素す早ばやく木立の陰かげに隠れた。どういうことだ？　彼ひ我がの距離は15米メートルほど。敦の虎とらの眼めは、常人よりはるかに優すぐれた視力と視程を持つ。相手より先に接近できたのは、その眼の力が大きいのだろう。

　こうなっては、仲間を捜さがしている時間はない。

　一人でやるしかない。
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　テロリストを追って、敦は時計塔へと足を踏み入れた。

　塔の一階は一いつ般ぱん人にも開放された資料館になっていた。高い天井に磨みがかれた床。壁面には島の歴史や内部の構造などの展示が飾かざられており、時間のある観光客が数人、のんびりと見物しながら歩いていた。

　敦はその観光客にまじって展示物を眺ながめるふりをしながら、標的を横目で追った。テロリストは展示室奥の職員用昇降エレヴエ機ーターへと足早に乗り込み、まっすぐ時計塔の最上階へと向かった。どうも心なしか急いでいるように見える。いい兆候だ、と敦は思った。相手は偽にせのアタッシュケースに騙だまされて焦あせっているのかもしれない。誰かに奪われる前にアタッシュケースを確保したくて、急いでいるのかも。

　敦は相手が降りた階を確かめてから、後を追って昇降エレヴエ機ーターに乗り込んだ。

　念のため、敦は目的地である最上階のひとつ手前の階で降り、階段ラツタルで最上階へと上ることにした。

　昇降エレヴエ機ーターを降りて、足音を殺して歩く。室内は無人の電探レーダー処理室になっており、灰色の計器が床を埋うめるように林立していた。太宰がこの塔のことを〝艦橋の役割も果たしている〟と云いっていたのを思い出した。おそらく船として航海するため、観測や電波探知を行う機器がここに集約されているのだろう。

　その中を敦はひそやかに抜ぬけ、気配を探さぐりながら階段ラツタルを上った。

　最上階に、そいつはいた。

　首から下げた映写機カメラ。背広と、フェルトの鍔帽子ハツト。船長を撃うち殺した時に見せた、あの青い眼はここからは見えない。足早に歩き、何かを捜すように視線を左右に振ふっている。

　そこは島をぐるりと見み渡わたせる観測室だった。壁面はすべて硝子ガラス張りになっていて、島とその向こうの水平線が見渡せる。北のほうの海に、水平線にへばりつくような横浜の陸地が見えた。

　背広の男は、やがて測量机の上にあるアタッシュケースに顔を向けた。見つけたらしい。

　敦は階段ラツタルから首だけを出してそっと推移を見守った。こちらから仕し掛かける必要はない。奴がアタッシュケースに触ふれれば、自動で罠が発動する。その後ゆっくり敵を捕らえればいい。

　しかし、背広男はすぐにアタッシュケースに近寄ろうとしなかった。

　やや距離を置くように立ち、じっとアタッシュケースを見つめている。

　敦は焦った。どうした？　テロリストとしては、そのアタッシュケースをすぐにでも回収したいはず。まさか、何かを怪あやしんでいるのか？

　だとすれば──今、飛びかかるしかない。敦が脚あしに力をこめた。




　背広男は拳けん銃じゆうを取り出した。

　そしてアタッシュケースを撃った。




　テロリストは憎にくい相手を撃つかのように、何発も何発も弾だん丸がんを叩たたき込んだ。衝撃でアタッシュケースがはじき飛び、内部で機構が壊こわれる鈍にぶい金属音がした。

「なっ……!?」

　敦が驚きよう愕がくの声を漏もらした。

「！　誰だれだ！」

　テロリストが敦に気づき、叫んだ。想像よりずっと高い、少年のような声だ。

　飛び出した敦は着地に失敗し、床に転がった。その敦に、テロリストは素早く銃口を向けた。銃口がまっすぐ敦へ向く。

　避よけられない。

　致ち命めい的てきな油断。

　だが、テロリストは敦を撃たなかった。さっと銃口を上げると、「ここで何をしている！」と叫んだ。

「ここに〝殻シエル〟を置いたのは君か！」不意にテロリストが敦に訊たずねた。「君はこれがどれだけ危険なものか判わかって──」

　その時。

　島全体が震ふるえた。
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　照明を絞しぼられた薄うす暗ぐらい部屋に、そのアタッシュケースは置かれている。

　蓋ふたが開かれ、内部の機構が露ろ呈ていしている。

　内部は簡素な機械と回路があるだけだった。衝撃吸収用の樹じゆ脂しに囲まれて、古風な映写機カメラが配置されている。映写機カメラからはいくつかの回路線が伸のび、いくつもの古代文字が書き込まれた羊皮紙に刺ささっていた。

　そのアタッシュケースに、白い指が触れた。

　指はケースの外側をなぞり、内部の回路を確かめるように触れたあと、回路のいくつかの配線を組み替かえた。最後に間を置いてから、映写機カメラのシャッターをゆっくりと押した。

　アタッシュケースがかすかに振しん動どうをはじめた。

　周囲の空中に、紅あかい魔ま法ほう陣じんが描えがき出された。いくつもの魔法陣が立体的に重なり、その部屋にいる唯ゆい一いつの人物を浮うかび上がらせる。

「……、……」

　部屋の人物が何かをつぶやいた。

　しかしその声は別の音にかき消された。

　部屋そのものが、島そのものが震しん動どうする、耳みみ障ざわりな音に。




　海が震えた。

　まるで、何かに恐きよう怖ふし怯おびえるように。
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　空が紅く染まった。

「これは……!?」

　敦が外の景色を見て、驚愕の叫さけびをあげる。

　紅い。何もかもが。海も、島も、水平線の向こうの横浜までもが。

　理由はすぐに判った。

　空だ。空がなくなっている。つい今しがたまで空があった場所を、紅ぐ蓮れんに燃える膜まくのようなものがすっぽりと覆おおっている。空が隠かくされている──というよりむしろ、超ちよう巨きよ大だいな紅蓮の殻からが、島を中心とした一帯をすっぽりと覆っているのだ。

「はじまった……！」テロリストが血を吐はきそうな感情を滲にじませながら云った。「やはりこちらは偽にせ物ものか！　だとすれば本物は……」

「何だ？　何なんだこれは……!?」敦は自分の見ているものが未いまだに信じられない。

「これが〝殻シエル〟だ」テロリストは足早に敦へと近づいた。「滅ほろびをもたらす紅蓮の天球だ。……行くぞ少年。死にたくなければ」

　テロリストが敦の手首を摑つかむ。それでようやく敦は我に返った。

「あ……あなたは一体」

「私はこれの発動を止めに来た」テロリストは自分の顔の皮ひ膚ふに爪つめを立てた。

　そして顔を一気に剝はがし取った。

「……！」

　皮膚と見えていたものは、精せい巧こうに作られた偽ぎ装そう皮膚だったのだ。頰ほおと鼻、眉まゆを覆っていたそれを剝がし、帽ぼう子しを取ると──中から現れたのは、金髪の女性だった。

「私の名前はＨ・Ｇ・ウェルズ。この災さい厄やくを止めるために来た」女性は長い髪かみを振りながら云った。「少年。未来を背負う覚かく悟ごはあるか？」
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　球きゆう殻かくが海を覆う。

　殻の半径は35粁キロメートル。海上のスタンダード島を中心として、横浜の陸地の大部分を吞のみ込んでいる。紅蓮の球殻は、小さな太陽が地上に落下してきたかのように燃え、途と方ほうもない熱量を閉じ込めている。

　その熱球殻が、急激に爆縮した。

　内部へと向かってその熱量が殺さつ到とうしたのだ。
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　赤熱に触れた建物が、一いつ瞬しゆんで溶よう解かいした。高層ビルが、高こう架か道路が、熱された乳酪バターのように消しよう滅めつしていく。

　最初の５秒で、五十万人が炭化して死んだ。山林は炎えん上じようすることすらできず、一瞬で白い炭になった。大地すら融ゆう点てんを超こえて解け、沸ふつ騰とうする赤い汚お泥でいとなった。それはもはや〝燃える〟という状態変化をはるかに超えていた。超ちよう々ちよう高温度の熱が駆かけ抜ぬけた後に残るのは、プラズマ化した分子が残す、魂たましいの残ざん滓しのような白い煙けむりのみ。

　球殻の外には、かすかな温風ほどの熱も漏れていない。しかし内部の都市は、神話の世界でしかお目にかかれないほどの焦しよう熱ねつ地じ獄ごくと化した。




　ポートマフィア本部ビルの最上階で、組織の長である森もり鷗おう外がいがつぶやいた。

「……これは、参ったねえ……」

　窓の外に見える炎えん獄ごくを眺ながめながら苦く笑しようし、そのまま黒い炭と化した。




　武装探たん偵てい社事務所の社長室で、社長の福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちが窓から外を眺めていた。

「……間に合わなんだか」

　焦あせることなくそっと眼めを閉じたまま、融解した建物の泥でい濘ねいに吞み込まれて消えた。




　無数の人々が。

　無数の人生とともに。

　その炎えん膜まくに焼かれて、思い出や後こう悔かいや絆きずなや生活や約束や記録や執しゆう着ちやくや野望や愛をまるごと残したまま、それでいてそんな諸もろ々もろの人生など最初から世界に存在しなかったかのように──白と黒の灰になって消滅した。




　国木田と太宰は、島の石いし畳だたみを駆けている途と中ちゆうでそれを目もく撃げきした。

「何だ、あれは……！」監かん禁きん室で暴れて脱だつ出しゆつした国木田は、まだ手首に壊こわれた手て錠じようをぶら下げている。

「あれが〝異能兵器〟だ」太宰は奇き妙みように静かな声で云いった。「間に合わなかったようだね」

「あれが……異能だと？　莫ば迦かな、あんなもの、異能力の規模スケールをはるかに超えている！」

　縮小する熱球殻が、二人の許もとまで到とう達たつした。

　島を端はしから焦こがしながら、熱殻があらゆるものを溶とかす。海水すら沸騰し、蒸発し、それすら足りずにプラズマ化した。数千度の温度を持つプラズマ水蒸気が二人を吹ふき飛ばし、骨まで炭化させた。太宰の持つ異能無効化でも、副次的に発生したプラズマ水蒸気までは無効化できない。二人は影かげとなって石畳に焼き付き、その石畳さえもすぐに溶解した。

　消滅する瞬間に太宰が何かをつぶやいた。だがその声を伝えるはずの空気すらプラズマ化し、どこへも届くことなくかき消された。
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「なんっ……何なんですかこれは！　一体どうやってこんなこと……！」

　敦は眼下の景色を見て叫んだ。何もかもが燃え尽つきていく。島も、海も、横浜の地も。

　そして熱波は、島の中心地へ向かって確実に迫せまってきている。巨きよ大だいな熱ねつ殻かくが、爆ばく心しん地ちへ向かって縮まっているのだ。すぐに敦達のいる地点へと到達するだろう。

「少年、こちらだ！」

　ウェルズと名乗ったテロリスト──金髪の女性が、窓まど際ぎわで叫んでいる。支柱のひとつに鉄線縄ワイヤーを巻き付け、腰こしの滑かつ車しやへと結びつけている。

　女性が窓まど硝子ガラスに弾だん丸がんを撃うち込んだ。放射状のヒビが入った硝子に、容よう赦しやなく回し蹴げりを放つ。

　硝子が外側に砕くだけ散り、無数の破は片へんとなって地上へと落ちていった。

「何をしている！」ウェルズが手招きする。

「でも……！」

　敦は迷った。相手の意図が判わからない。信用できる相手かどうかも判らない。それに、何をどうしたって、迫りくる熱波から逃にげる方法があるとは思えない。

「お前の仲間を救いたくないのか！」

　僕の仲間。

　探偵社の面々の顔が浮うかんだ。この熱波のどこかにいる仲間達。僕を受け入れてくれた人達。

　敦は駆けだした。ウェルズの手を握にぎる。

「降りるぞ！」

　砕けた窓を越こえ、ウェルズと敦は空中へ飛び出した。

　塔とうの最上から、地上へ向けて落下する。回る視界には、空を覆って迫ってくる紅蓮の殻。沸騰する海。たちまち熱波が敦の喉のどを焼いた。急激に気化し膨ぼう張ちようした海水が衝しよう撃げき波はを生み出し、球殻よりも先にここまで到達しているのだ。

　それは世界の終わりの光景だった。

　ウェルズは鉄線縄ワイヤーを空中で腰から外し、金髪を振ふって地上に着地した。続いて敦も手て脚あしを虎とら化して獣けものの姿勢で着地する。

「目の前の林に地下室への入口がある！　そこまで走れ！」

　着地するなりウェルズが手を振って指示した。敦が無言で駆ける。

　地下室への入口は、地面に埋うめ込まれた巨大な観音開きの鉄てつ扉ぴだった。中央に巨大な錠じよう前まえがかけられ、鎖くさりで封ふう印いんされている。

「熱波の到達まであと10秒もない！　鍵かぎを開けている暇ひまはない、こじ開けるぞ！」

　ウェルズは服の内側から軍用の短刀ナイフを取り出した。その刃は先さきを鎖の間にねじ込み、梃て子この原理でこじ開けはじめた。

　こうなっては是ぜ非ひもない。

「どいて下さい！」

　敦はウェルズを押しのけるように前に出た。両りよう腕うでを虎化し、爪つめを鎖へと叩たたきつける。二度、三度と叩きつけるうち、鎖の弱い部分が砕けて壊れ、錠前があらわになる。

　敦は虎の腕うでで錠前を摑つかんだ。

「うおおおおああああああああああっ！」

　虎の腕が急速膨張する。敦の顔ほどもあろうかという鋳ちゆう鉄てつ製の錠前が、虎の膂りよ力りよくで軋きしみ、溶よう接せつ部分から弾はじけ飛んでいく。

　敦の力に耐たえきれず、悲鳴のような音をたてて錠前が二つに裂さけた。ウェルズが素す早ばやく鉄扉に取り付き、全身の力を使って扉とびらを開く。

「飛び込め！」

　云われるまでもない。すでに熱波が眉まゆ毛げまで焼いている。

　敦は底を確かく認にんもせず、暗い縦穴へとその身を躍おどらせた。
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「樋口！　何処どこだ、返事をしろ！」

　林の中で芥川が叫さけんでいた。

　熱波が睫まつ毛げを焼く。周囲の木々が熱風に耐えられず自然発火していく。

「これが〝消しよう滅めつ兵器〟……」芥川が熱波の中で云った。押し寄せる熱水蒸気が喉を焼くため、かすれたような声しか出ない。

　熱波に皮ひ膚ふを炙あぶられ、眼球の水分が蒸発して刺さされたように痛む。だが、芥川はかすかな笑えみを浮かべた。

「そうか、これが終しゆう焉えん……。僕やつがれの結末か」燃え上がる林の中で、芥川の表情は静かだった。「想像とは随ずい分ぶん違ちがうが……案外このようなものかも知れぬな」

　さらに激しい熱波が押し寄せる。

　芥川の黒布が蠢うごめき、次元が歪ゆがんだかのように立体の形を取る。顕けん現げんしたのは、外がい套とうの黒さをそのまま宿した巨大な鎌かまだ。

　黒鎌が芥川の前の空間を薙ないだ。たちまち、海側から押し寄せる熱波が遮さえぎられ、芥川まで届かなくなる。

　空間の断だん裂れつ。芥川の異能『羅ら生しよう門もん』は、あらゆるものを切り裂き寸断する。たとえそれが〝空間そのもの〟であっても同じだ。切断され不連続面を晒さらした空間は、万ばん物ぶつの通過を阻はばむ。たとえそれが、世界を滅ほろぼす熱波でも。

「……だが……」

　芥川がつぶやいた。空間の断裂が閉じ、再び熱波が押し寄せる。

　空間の不連続面は数秒で閉じる。さしもの芥川でも、押し寄せ続ける死の熱風を永遠に防ぐことはできない。

　芥川は林の中を歩いた。

　断裂を次々に発生させ、自分の周囲を避難シエル壕ターのように囲みながら。

　熱波が、燃える木々が、溶けた建物の飛ひ沫まつまでもが芥川を襲おそう。その一いつ切さいを空間断裂で断たち切り、断裂が消滅すればさらに新たな断裂を作り、芥川は歩き続けた。

　だがそれにも終焉が訪おとずれる。島が持つ浮ふ力りよくが限界を下回り、沈ちん降こうしはじめたのだ。大地の震しん動どうはもはや立つことすらかなわない。芥川は膝ひざをついた。

「滅びの風をその身に受け、己おのれが何者かすら知れず、餞はなむけもなく、ただ大海わだの泡あわと消えるとも」芥川は詩を吟ぎんじるかのように、天に向けてつぶやいた。「心は僅わずかも動かされぬ……あの人に知られず逝ゆく寂さびしさに較くらべれば」

　熱殻本体がすぐそこまで迫っている。もはや押し寄せる熱波は摂せつ氏し数百度を超こえている。空間の断裂の隙すき間まから漏もれる熱だけで、皮膚が泡を立てて焼けていく。

　それでも芥川は微ほほ笑えんだ。

「今は……それだけが、寂しい」

　誰だれにも届かない微笑みだけを残して、芥川の体は炎ほのおの中に消えた。
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　敦は暗い地下にうずくまっていた。

「痛たたた……」

　鉄扉から落ちた先にあったのは、巨大な地下室だった。むき出しの石いし床ゆかに落ちた時にとっさについた手脚がひりひりと痛む。

「気がついたか」

　部屋の中央から声がした。

　薄うす暗ぐらい部屋の中央に机がひとつだけあり、その隣となりに金きん髪ぱつの女性が立っていた。

　奇き妙みような空間だった。

　壁かべも床も天てん井じようも、すべてがむき出しの石で造られた四角い部屋。唯ゆい一いつの光源は、中央の机に置かれた何かだけ。

　奇妙な違い和わ感かんを覚えた敦は、その理由にすぐ気がついた。熱くないのだ。直上の入口は、髪かみの毛が焦こげるほどの熱風が吹ふき荒あれていたはずだ。いくら地下とはいえ、島にこれほど涼すずしい場所があるはずがない。

　それに──ここには音もない。地上では今も熱ねつ殻かくが島を焼き尽つくしているはず。建物が崩ほう壊かいし、島そのものが破壊されていく轟ごう音おんが聞こえなくてはおかしい。なのにこの部屋はそれがない。

「ここは？」敦は自問するようにつぶやいた。「別の場所……島の外に飛んだのか？」

「いいや。残念ながらまだ島の中だ」部屋の中央に立つウェルズが云いった。女性らしさを押し殺したような平へい坦たんな声が、部屋の壁に何度も反はん響きようした。「この部屋もいずれ消滅する。だが私の異能で時間を引き延ばし、外からの影えい響きようを遅おくらせているだけだ」

　ウェルズが手を光源に置いた。目が慣れてきたおかげで、敦にもようやくその光源が何であるか判わかった。

　映写機カメラだ。ウェルズが常に首から下げていた映写機カメラ──今は机の上に置かれ、閃せん光こう電球から放たれる青白い光が部屋を照らしている。

　敦は周囲を見回し、それから上を見た。頭上には自分達が飛び込んできた鉄扉が見えるはずだった。しかしそこには何もない。鉄扉があるはずの場所は、どこからともなく這はい寄っていた闇やみに覆おおわれて暗く溶とけていた。

「時間がないので簡潔に云う」ウェルズは不意に云った。「兵器が起動し、この島と周辺の大地は消滅した。範はん囲いは半径35粁キロメートル。兵器が生み出した熱球殻の最高温度はおよそ六千度。事前にした試算では、焼け死んだ人間の合計は概がい算さんで約四百万人だ」

「よんっ……！」敦は絶句した。四百万といえば、ほぼ横浜に生活する人々すべてが犠ぎ牲せいになったことになる。

「原因は大戦末期に開発された、〝消滅兵器〟、あるいは〝殻シエル〟と呼ばれる兵器のせいだ。何者かがこの島にその兵器を持ち込み、起き爆ばくさせた。私はその起爆を阻そ止しするため、島に潜せん入にゆうした。だが阻止に失敗して……後は知っての通りだ」

「まっ……待って下さい」敦は話に割り込んだ。「あなたはテロリストのはずじゃ……第一、どうやってその兵器のことを知ったんです」

「簡単だ。あの兵器は私が開発した」

「！」

　絶句する敦に、ウェルズは淡たん々たんと告げる。

「十四年前の大戦で、欧おう州しゆうの国家は異能者を戦場に投入した。ユゴー、ゲーテ、そしてシェイクスピア……〝超ちよう越えつ者しや〟と呼ばれる異能者達が激げき突とつし、史上かつてない程ほどの戦争被ひ害がいをもたらした」

　敦は何も云うことができない。大戦のことは知っていたが、その内幕で異能者が動いていたというのは初耳だった。

「私は英国の技術者として、異能兵器の開発に携たずさわっていた」ウェルズは静かに続ける。「その頃ころの英国では、〝異能力の特異点〟を意図的に起こし、それを兵器に組み込む研究が行われていた。……異能力の特異点は知っているか？」

　知らない、と敦は答えた。

「異能力の特異点とは、複数の異能力が互たがいに干かん渉しようした結果、どちらの異能力とも異なる第三の結果を引き起こす状じよう況きようのことだ。相手を必ず騙だます異能と真実を必ず見み抜ぬく異能がぶつかったらどうなるか。エネルギーを一カ所に集中させる異能とエネルギーを分散させる異能を同時に発動させたらどうなるか。大たい抵ていはどちらかの異能が勝つ。だが稀まれに異能同士が相そう互ご反応を起こし、通常の異能の範囲ではありえないほどの大規模な結果をもたらすことがある。それが〝異能力の特異点〟だ」

「それじゃあ……あの巨きよ大だいな熱の天球も、その〝特異点〟が使われて……？」

　ウェルズは金髪を揺ゆらしてうなずいた。「そうだ。私の異能は、局所的に時間を操あやつる。その異能と、さまざまな魔ま法ほう的てき効果を──この場合は熱球殻を発生させる呪じゆ符ふを描えがく異能。その二つを組み合わせて〝特異点〟を発生させ、異能の限界とされる箍たがを外したのだ」

　ウェルズは歩きながら語りはじめる。

「不確定性原理を知っているか？」

「不確定性原理……？」

「異能力とは関係なく、この世界では時間とエネルギーとの間には不確定性が存在している。ごく短時間Δｔに発生するエネルギーΔＥの積、Δｔ・ΔＥはプランク定数ｈに比例した一定値しか取れない。積が一定なのだから、Δｔが一定値に収束すればΔＥは拡散し広い値を取り、ΔＥを一定値に収束させようとすればΔｔは広がりを持ってしまう。これが不確定性だ」

「あのう」敦は決まりが悪そうに口を挟はさんだ。「大変申し訳ないのですが……さっぱり判りません」

「そうか」ウェルズは特に気にした風もなくうなずいた。「ごく簡単に云えば……そこらにありふれた燐寸マツチの火。そんなものでも、１秒の一兆分の一の、さらに一兆分の一のさらに一兆分の一の、そのまた一兆分の一……そんな極小時間の中でなら、地球を焼き尽くすような高エネルギーを持ちうる。いわばエネルギーの〝ゆらぎ〟だ。ただし、大きいエネルギーほどごくごく短い時間しか存在できないため、外界に影響を及およぼすことは決してない」

　敦は何とか話についていこうと頭を働かせた。ものすごく短い時間の間だけ発生する、ものすごく大きなエネルギー。

　そして──〝時間〟を操る能力と、特異点。

「あ……！」

「気づいたか？」

「ひょっとして、その短い時間にだけ発生する高いエネルギーを……異能で無む理り矢や理り、あの巨大火球になるように調節したんですか？」

「概おおむねその通りだ」ウェルズはうなずいた。「時間操作の異能を司つかさどる機械──この映写機カメラを調整し、Δｔを伸しん張ちよう。不確定性原理を破って巨大な熱火球を現実世界に固定させた。尤もつとも、口で云うのは簡単だが──」

　ウェルズはそれ以上云わず、言葉にされなかった台詞せりふの切れ端はしを宙に漂ただよわせた。

　敦は少し考えてから口を開いた。

「そしてそのとんでもない兵器を、誰かが──あなたではない誰かが、この島で起動した」

「その通りだ」ウェルズは小さく顔をしかめた。「そいつの正体も目的も判らない。だが兵器の場所はほぼ特定した。この島の最深部、最高機密区の最下層である地下五階だ。部屋まではまだ判明していない」

　そしてウェルズは一いつ拍ぱくあけて、敦からすれば意外な一言を云った。




「そして、君には今から過去へ遡そ行こうし、犯人を見つけ出して兵器を奪うばってもらう」




　敦は啞あ然ぜんとした。

「……、……は？」

「申し訳ないが、納なつ得とくしてもらうための時間は割さけない。嫌いやでも飛んでもらう」

「いや、ちょっと待って下さい」敦は慌あわてて云った。「過去へ遡行？　兵器を奪う？　一体どういう意味……」

「先程の説明と同じだ」ウェルズが片手を上へ掲かかげた。「存在の不確定性。つまり時間Δｔの幅はばが小さいほどエネルギーΔＥが大きくなりうるのと同じで、小さなエネルギーであれば存在の時間は過去から未来へと広がりを持ちうる。丁度こんな風に」

　机の上にある映写機カメラのレンズから、放射状の光が放たれた。光は何もない空中に、青い光の図形を描き出す。

「時間を一本の流れる川だとすると、エネルギー……すなわちこの世のあらゆる物質は、静かな川かわ面もに生じた波は紋もんのようなものだ。我々は波紋の発生源を中心として、同心円状に広がりをもって存在している。〝存在〟というのは、ある時間軸じくの一点にのみ存在していると思いがちだが、実は波紋のようにある程度幅を持って存在しているのだ。川の上流──すなわち過去から、川の下流──すなわち未来へと、幅はば広ひろく存在している。無論中心から離はなれるほど波紋の揺れは小さくなり、いずれ消えてしまう。先程も云ったように、大きなエネルギーほど時間の幅──つまり波紋は小さい。小さいエネルギーなら波紋は大きく、したがって過去から未来により幅の広がりを持って存在している。私の異能『タイムマシン』は、その波紋の振しん幅ぷくを利用し、エネルギーの中心、つまり〝存在〟が過去にあるように世界に誤ご認にんさせる能力だ」

　映写機カメラから発生した立体映像が、下流へと流れる一本の静かな川を映し出した。

　その川の真ん中に、小さな波紋が立つ。

「この波紋がお前だ」ウェルズは指差して云いった。「人間ひとり分が持つエネルギーは膨ぼう大だいなので、この通り波紋は極きわめて狭せまい。現在を中心に、未来へ数秒、過去へ数秒ぶんの広がりしか持っていない。もし私の異能で何十分も前の過去へ飛ぼうと思ったら、もっと小さいエネルギーになる必要がある。先程の例でいけば、Δｔ・ΔＥが一定である以上、時間の広がりΔｔを大きく取ろうと思えば、エネルギーΔＥを小さく取るしかない」

　ウェルズが指を振ふると、川面の波紋が大きくなり、やがてゆったりとしながらも大きな広がりを持つ波紋になった。

「何十分も前に飛ぶには、エネルギーを小さく取る必要があることは判わかりました」と敦は云った。「でも、一体どうやったらエネルギーは小さくなるんですか？」

「簡単だ。人間であることを諦あきらめればいい」あっさりとウェルズは云った。

「……へ？」

「人間ひとりをそのまま過去へ飛ばすのではなく、そのごく一部に限るのだ。そうすればかなり前の過去に飛べる。兵器の起動を阻止できる」

「でも……ごく一部って、具体的にはどんな」

「簡単だ」ウェルズは自分の頭を指差した。「記き憶おく信号のみを過去に送るのだ」

　すぐには意味を理解できなかった。

「記憶信号……？」

「人間の思考も感情もすべては脳神経細さい胞ぼうの発火に過ぎない。記憶はその電気信号で脳細胞に定着した、いわばデータだ。その記憶信号だけなら、極めて微び弱じやくなエネルギーしか持たない」

　ウェルズがさらに指を振る。映像が切り替かわる。

「60瓩キログラムの人間が持つエネルギーは、質量とエネルギーの変へん換かん式E=mc2により約５４０００００００００００００００００ジュール。とてもではないが大きすぎて過去へ飛ばせない。だが神経発火のエネルギーは数十ミリボルトの電位差を伝わるナトリウムの電位ポテンシャルに過ぎない。時間操作の異能に対し一いち概がいに比ひ較かくできるものではないが、太陽とくしゃみほどはエネルギーの開きがある」

　判るような判らないような説明だ。しかし噓うそを云っている訳ではなさそうだ。そして異能力を使って、人間ではなく記憶を過去に飛ばす──そういう作戦であるのは確からしい。

　ふと、ウェルズが部屋の天てん井じように目をやった。

「そろそろ限界か」

　敦もつられて上を見ると、天井からかすかに砂利じやりが落ちはじめている。部屋の時間が外界に追いつきつつあるのだ。

「脳の記憶信号を過去に送る場合、安全に送れる限界はおよそ３３００秒。つまり55分だ。それが君の〝二周目〟の開始地点となる」

　敦は不意に気がついた。映写機カメラの光が強くなりつつある。薄うす暗ぐらかった部屋が、今や昼間のように明るい。

「君に頼たよるのは、私では過去に遡行できないからだ。私の異能は、一度対象となった人間の時間を遡行させられない。そして私はすでに戦場で一度、自分に過去遡行を使っている」ウェルズの声が、光に吞のみ込まれるように遠ざかっていくのが判る。「私はこれまで、幾いく多たの事件や事故に立ち会い、この異能で危機を回かい避ひしてきた。あまりに私の行く先で事故が多発するため、テロリスト扱あつかいされる始末だ」

　光が目を開けていられないほど大きくなっている。敦は顔を手で庇かばい、眩まぶしさから逃のがれようとした。しかしどういう訳か、いくら目を閉じても手を掲げても、眩しさはいっこうに遮さえぎれない。

「さっきは〝嫌でも飛んでもらう〟と云ったが……できれば君の意志を確認したい。兵器の起動を止め、君の国の人々、そして仲間を救う気はあるか？」

　目め眩くらむ光の洪こう水ずいの中でも、その問いは敦の胸まではっきりと届いた。

　説明を聞いている途と中ちゆうの段階で、敦の答えはすでに決まっていた。

「あります」

　敦は力強く云った。

「いいだろう」ウェルズは生き真面目まじめな表情を僅わずかにほころばせた。「ひとつ忠告だ。君が知っている未来について、他の誰にも話すな。できるだけ誰の協力も望まず、一人で動け。仲間が大規模に動けば、他の人間も影えい響きようを受ける。狭い島だ、いずれその動きが犯人の耳に届きかねない。……今回、兵器起動の時刻はきっかり正午、12時だった。だが君の仲間の行動が変われば、犯人の気も変わり、正午より早く兵器が起動される可能性が高い」

　光が圧力すら感じるほど強くなっている。答えようと口を開いたが、自分の声すら光にかき消された。

　もはや光の圧力に押されて、立っていることすらままならない。

　敦はようやく気づいた。これは光ではない。映写機カメラから発せられる異能の力が、光の形をとって周囲に噴ふん出しゆつしているのだ。

「頼たのむぞ」

　光の奥で、何故なぜかウェルズの涼すずしげな声だけがはっきりと耳に届いた。

　直後、部屋を覆おおっていた時間制せい御ぎよが消しよう滅めつ。地下室の時間軸が地上に追いつき、灼しやく熱ねつの熱風が地下を薙なぎ払はらう。

　摂せつ氏し数百度という焦しよう熱ねつの暴風が何もかも砕くだいていき、何もかもが赤い旋せん風ぷうの中に吞み込まれた。

　最後に赤い熱ねつ殻かくが降ってきて、部屋の一いつ切さいを蒸発させた。

　ウェルズも映写機カメラも溶とけて消える──その一いつ瞬しゆん前、空から何か黒い人ひと影かげが降ってきたような気がした。

　確かめることはできなかった。それが敦の見た最後の光景になったからだ。

　あらゆるものが消し飛ばされ、視界が消え、肉体が消え、意識さえもかき消されるその瞬間──。










「おい敦！　そんな舳へ先さきに立って、海に転げ落ちても知らんぞ！」




　いきなり聞こえた声に、敦の心臓が跳はね上がった。

　驚おどろきのために、呼吸も、鼓こ動どうも、血液も、何もかも止まった気がした。

　言葉が出ない。頭が真っ白になり、状じよう況きようが理解できない。

　目の前には海。高こう速そく艇ていが波を切り、巻き上げた飛ひ沫まつが敦にまでかかる。

「あ……、う……」

　敦は口をぱくぱくさせることしかできない。

「？　おい、どうした敦。何を呆ぼけている？　そんなに転げ落ちたいのか？」

　国木田の声が聞こえるが、振り返ることもできない。

「国木田……さん」

　震ふるえる喉のどで、どうにかそれだけ言葉にした。

　海はどこまでも青い。ウミネコが頭上で鳴いている。何の危険もない海の上だ。熱殻も、熱風も、何も──。

「本日の気象状況は降水確率０％だ。風速は南の風のち南東の風で、波の高さは１米メートルのち１・５米メートル。それから──」

「国木田さん」

　敦はようやく振り返って云った。

「今……何時ですか？」

「はあ？　11時05分だが、それがどうした」

　正午の──55分前。

「それより船室に入れ。この船に乗っているのは遠足ではないぞ。仕事の打ち合わせをする」

　国木田が手帳をしまいながら云った。

　敦はふらふらと国木田の後へと続いた。
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　国木田の背中を追って船室に入ると、中には探たん偵てい社の調査員がいた。

　谷崎、ナオミ、与謝野、賢治。それぞれ思い思いの格好と行動で、船内の移動時間を潰つぶしている。

　敦にはその風景が目に入らなかった。視界には収めているものの、脳の表面を上うわ滑すべりして頭に入ってこない。敦の視界は船内ではなく、体験していないはずの記き憶おくの中にあった。

　──焼け死んだ人間の合計は概がい算さんで約四百万人だ。

　──君には今から過去へ遡そ行こうし、犯人を見つけ出して兵器を奪うばってもらう。

「これより会議をはじめる。全員注目！」

　国木田が叫さけんだものの、反応するものは誰もいない。谷崎はうなされているし、与謝野は写真の選定に夢中だし、賢治は寝ねているし、ナオミは兄以外意識にない。

　敦も、国木田の声が耳に入っていない。

　もしあれが妄もう想そうではなく、現実に起こることなのだとしたら──。

　残された時間は55分。たったの55分だ。

「敦、何を呆けている」

　不意に国木田に声をかけられ、敦は我に返った。

「あ……はい、すいません」敦は慌あわてて云いった。「何でしたっけ？」

「おいおい」国木田は眉まゆをひそめた。「頼むぞ。遠足気分でいられては困るぞ」

「すいません」敦は消え入りそうな声で云った。「あの、国木田さん。実は……」

　──君が知っている未来について、他の誰にも話すな。

　──君の仲間の行動が変われば、犯人の気も変わり、正午より早く兵器が起動される可能性が高い。

「その……いえ」敦は云いかけた言葉を無む理り矢や理り吞み込んだ。「何でもありません」

「やれやれ……先が思いやられるな。俺達へ依い頼らいされた仕事は、島にいる盗とう賊ぞくを捕つかまえる事だ。この連れん絡らく船の向かう先である『島』に依頼人がいる」

「はい」敦はうなずいた。もちろん、敦にはよく判っていた。盗賊退治の結末がどうなるかも。

「そもそも警察ではなく俺達のような民間探偵業者に依頼が回ってきたのは、これから向かう島の特とく殊しゆ性によるところが大きい」国木田は手帳を開きながら云った。「大型洋上浮ふ動どう都市『スタンダード島』。独逸・英国・仏蘭西の欧おう州しゆう三国が共同設計した、〝航海する島〟だ。操そう舵だによる自立航行能力を持ち──」

　一度聞いたことのある国木田の説明も、敦の頭にはほとんど入ってこない。

　説明を遠い潮しお騒さいのように聞きながら、敦は考える。兵器の起動を阻そ止しするのは、思ったほど簡単ではない。まず兵器の場所が判らない。ウェルズは〝最高機密区〟つまり金貨エリアのどこかと云っていたが、問題は敦達は金貨を持っておらず、兵器に近づくことすらできないということだ。金貨エリアに近づくことがいかに困難かは、〝前回〟に盗賊と対決した時に厭いやというほど思い知っている。完全武装した兵士達と、監かん視しカメラ。あれをどうにかしない限り、潜せん入にゆうして兵器を捜さがすどころの問題ではない。

「おい敦、聞いているか」

　情報が足りない。調べなくてはならないことが多すぎるが、55分のあいだに全部を調べるのは不可能ではないだろうか？

　何とかウェルズと合流できないだろうか。しかし彼女は表向きテロリストという立場上、身を隠かくすように行動している。それに彼女は〝私では過去に遡行できない〟と云っていた。つまり敦が過去に戻もどってきた人物だと知らない。その状況で、彼女をこちらから探し出して接せつ触しよくするのは、かなりの回り道をしないと──。

「どうした敦。観光島への遠足に浮うき足立って、心ここにあらずか？」

　すぐ間近で国木田の声がして、敦ははっとした。

「観光気分でいてもらっては困るぞ。仕事の情報は頭に入っているか？　あの島は──」

　国木田が手帳を開いて読み上げるより早く、敦は云った。

「あの島は観光島であると同時に、独逸・英国・仏蘭西の三国が共同設計した人工島であり、かつ三国が共同統治する領土としての側面もあるんですよね」

　自分が読み上げるはずだった台詞せりふを敦にきっぱり云いきられ、国木田はたじろいだ。

「う、うむ……確かにそうだが」

「加えて島の内部では、一いつ般ぱん人が立ち入りできない区域を、識別信号発信の機能がついた硬こう貨かで区分していますよね。観光客でも入れる銅貨区域、職員しか入れない銀貨区域。そして選ばれたごく一部の人間しか入れない機密区域である、金貨区域」

「金貨区域だと？」国木田が手帳をめくる手が止まった。「そんなもの、俺の手帳にも書いていないぞ！」

「でも本当です」

　国木田はしばらく手帳を睨にらんだまま固まっていたが、やがて唸うなるように云った。

「まあ……何だ。お前がきちんと予習して仕事に前向きであるということは判わかった。大変すばらしい……今後もそのような姿勢で臨のぞむように」

「はい」

　敦がふと視線を上げると、高速艇の進行方向に、目指す島が見えてきた。

　島というより海に浮かぶ機械と呼ぶに相応ふさわしい、巨きよ大だいな外観。遠目からでも見える風力発電の風車と、島中央の艦かん橋きよう。

「いよいよ上陸ですね」敦は国木田に向けて云った。「……どうしました？」

　国木田は椅い子すに深く腰こし掛かけ、頭を稲いな穂ほのように垂れている。横から見る表情には、燃え尽つきた灰のように生気がない。

「俺の手帳に……書いてないことがあった、だと……？　しかもそれを敦が知っていた、だと……？　もう駄だ目め……死ぬ……」

　死人のようにそう呻うめくと、国木田は椅子にばったり倒たおれた。
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　生気を失った国木田を何とか立たせ、一行は下船して島へと入った。

　島に入ると、古びた倫敦の町並みが一行を歓かん迎げいした。煉れん瓦がの家に石いし畳だたみ。往来する馬車。けれどそんな光景も、敦には色あせて退たい屈くつな記号にしか見えない。

「最初に、全員にこいつを渡わたしておく」

　ようやく復活した国木田が、懐ふところから身分証の銀貨を取り出した。全員に配っていくそれを、敦も受け取る。

　銀貨が陽光を受けて鈍にぶく光る。

　金貨を手に入れる方法はないだろうか。この際多少手て荒あらな方法でも構わない。誰だれが金貨を持っているか特定して、その人物から無理矢理にでも奪う。そうすれば、機密区域に入ることができる。

　いや──駄目だ。敦は首を振ふる。それでは機密区域に入ることしかできない。内部の兵士や監視カメラを無効化しなくては、とても捜し物はできない。

　となると、金貨を持つ人物を探し出して、その人物に協力を頼たのむ。兵器が起動し島が滅ほろぶからと──しかし、誰が金貨を持っているのか判らない。太宰ですら盗ぬすみ出すのに失敗したと云っていた。そして仮に説得ができたとしても、その人物の行動次し第だいで未来が変わるかもしれない。そしてその協力を依頼した人物が犯人その人だったりしたら事態は最悪だ。

　これに55分という時間の制約さえなければ。そしてウェルズが云った〝仲間にも協力を頼まず、単独で行動しろ〟という条件さえなければ──。

　その時、一台の幌ほろ馬ば車しやがガラガラと音をたてながら敦達の前にやって来た。

「はあ……。武装探たん偵てい社様ご一行ですか？」

　盛大なため息とともにかけられた声に、敦はぎょっとして振り返った。

　そうだ、どうして忘れていたんだ。この人とここで会うことは、とっくに判っていたことじゃないか。

　青い作業服を着た青年。年ねん齢れいは30前後。年老いた印象は相変わらずだ。だが、敦にはその表情は全く別のものに見える。

　監視映像の中の拳けん銃じゆう。

　壁かべを彩いろどる血しぶき。

「私はこのスタンダード島の船長を……はあ、しております、船長のウォルストンと申します。皆みな様さまにお越こし頂くよう手配した、はあ……依頼人でございます。どうぞお見知り置きを」

「貴方あなたが船長か」国木田が一歩前に進み出た。「出で迎むかえ、感謝する。ところで……随ずい分ぶんお疲つかれのご様子だが、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はあ……ご心配、恐きよう縮しゆくです。ですがこれが……はあ、私の通常勤務態度でございますので……はあ、お気になさらぬよう」

「ではウォルストン船長、早さつ速そく依頼の詳しよう細さいを伺うかがいたいのだが」

　丁度その時、気の抜ぬけるような電子音が響ひびいた。

　聞き覚えのある、拉ラー麵メン屋台の客寄チヤルせ笛メラ。船長の電話の着信音だ。

「はい、それはもう！　申し訳ありません！　必ず見つけておきますので……皆様のご迷めい惑わくにはならぬよう、はい、決して！」船長は電話に向けて必死に謝った。

　敦は船長を観察しながら考えた。

　今まで深く考えてこなかったけど……船長は何故なぜ殺されたんだろうか？

　船長を殺したのは背広姿のテロリスト、つまりウェルズだ。彼女は拳銃で船長を撃うち殺した。何故だ？　彼女の目的は兵器の発見と奪だつ取しゆであって、島の関係者を殺して回ることじゃない。

　監視映像に映った、ウェルズの感情のない瞳ひとみ。

　答えにはすぐに思い至った。

　船長は〝容疑者〟だったんだ。

　彼女は船長を犯人の一人ではないかと疑っていた。というより──かなりの精度で、船長が兵器を所有していると思っていた。だから船長を殺すことで、大量虐ぎやく殺さつを止められると思っていた。

　でも違ちがった。

　船長を殺しても、兵器の起動は止められなかった。犯人は別にいたんだ。

　ウェルズ自身は過去に戻って犯人捜しをやり直すことができない。つまり彼女は〝一周目〟だった。だから犯人について、詳くわしい情報を得られなかったのだと推測できる。

　だが、裏を返せば、それはつまり──。

「さあさあ、お入り下さい。島の宿でも解キヤン約セル待ちがあるほどの人気宿でございます。まずは旅の疲れを癒いやして頂いて……」

　宿へと案内しようとする船長に、敦は小声で訊たずねた。

「船長。ひょっとして……船長は〝金貨〟をお持ちじゃないですか？」

「ええっ!?」いきなり船長がのけぞった。「ど……どこでその話を！」

「おい敦、どうした？　部屋に行かないのか」宿泊亭ホテルに向かう国木田が声をかける。

「すいません、先に行って下さい！　すぐ追いかけます！」敦は国木田に向けて叫さけんだ。国木田達にはできるだけ〝一周目〟と違う話を聞かせたくない。

「そのう、金貨のお話をどちらで？」船長がもじもじしながら訊ねた。

「ええと」敦は事前に考えておいた云いい訳を喋しやべった。「探偵社が事前に調べたんです。この島には機密区域があって、そこには識別信号発信の機能がついた金貨がないと入れないと……でも船長はこの島でも偉えらい人な訳ですから、お持ちではないかと思ったんですけど」

　船長は金貨を持っているはずだ。

　ウェルズが船長を〝容疑者〟だと思ったということは、少なくとも船長は金貨を持ちうる立場だったということだ。そうでなくては、ウェルズの考える犯人像からかなり遠ざかってしまう。

「あ、いや、そのう……持っている、ことは、持っているんですが」

　しどろもどろになって弁明する船長。

　ふと──先刻船長が電話で云っていた台詞せりふを思い出した。

　──申し訳ありません！　必ず見つけておきますので……。

　〝前回〟では大して気にも留めていなかった台詞だ。しかし船長のこの落ち込みようから考えると、ひょっとして……。

「船長。ひょっとして……金貨をなくした、とか？」

「ぎゃっ！」敦の質問に、船長は驚おどろいて飛び上がった。「いえ、その……」

　船長はそんな敦を見て、諦あきらめたように大きなため息をついた。

「はあ……あまり職員には云わないで下さい。あれだけ貴重な金貨で、絶対に他人に譲じよう渡としてはならないものだったのですが……どうやら、誰かに盗まれてしまったようで」

「盗まれた？」

「肌はだ身み離はなさず持っていたのですが……はあ、降格どころでは済まないかも……どうしてこんな事に……毎日島の守り神様にお祈いのりしているのに……」

「守り神様？」

「島ができた頃ころから島の人間を見守ってきたと云われる伝説の〝守護者〟様です。その力は島の形を自在に変え、あらゆる外敵から島を守ってきたと云われております。はあ、自室に十じゆう字じ架かと一いつ緒しよに像を飾かざって、毎日お祈りしていたのですから、その凄すごい力で一回くらい助けてくれても……」

「はあ……」

　どんな場所にも伝説というものはあるものらしい。

　しかしこんな最新技術の詰つまった島に、そんな土地神様のようなものがいて良いものなのか。第一、島の伝説を十字架と一緒くたにしてお祈りしたら、本式の神様に怒おこられそうな気がするが……。

　何にせよ、これで船長がため息ばかりついていた理由がはっきりした。

「それは大変ですね」敦は同情の微び笑しようを浮うかべた。「金貨となると相当大事なものでしょうから。それこそ盗んだ誰だれかが、機密区域に侵しん入にゆうするかも──」

　そこまで云って、敦は気がついた。

　ということは、犯人──兵器を起動した大量虐殺犯は、島の関係者とは限らないということか。

　兵器が金貨エリアで起動されたのなら、犯人はそこに入る権限を持っている人物だと思っていた。しかし船長の金貨が犯人によって盗まれたのだとすれば──それで兵器のある場所まで侵入されたのだとすれば、〝容疑者〟はぐっと増える。

「どこで金貨が盗まれたのか、心当たりはないのですか？」

「はあ……今朝早くに着き替がえた時は持っておりましたから、それ以降の定期報告か、観光区域での移動時か……その辺ではないかと思います……はあ」

　船長は盛大に下を向いてため息を吐ついたあと、そのまま深々と頭を下げた。

「もし発見されましたら、何なに卒とぞ、何卒ご一報を」
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　敦にとっては二度目となる盗とう賊ぞく退治の説明を受けた後で、敦達は船長の準備した宿泊亭ホテルへと向かった。

　案内されて部屋に入ったものの、敦は一歩も動けずにいた。

「おい敦、どうした？　早く荷に解ほどきをしろ」

　敦は国木田を見た。だが、何と云っていいか判わからない。

　すべきことは判っている。兵器を発見し、回収すること。だがそのためにどう行動すればいいのか。

「僕……少し外に出てきます」

「おいおい。観光地に浮かれるのは判るが、俺の手帳の行動計画通りに動いてくれ。まずは宿で荷解きしてから、警備との打ち合わせに向かう」国木田は手帳を見ながら云った。「まずはその巨きよ大だいな旅りよ行こう鞄かばん、どうにかしろ」

　敦は自分の足あし下もとの旅行鞄を見た。この島に来ると判った時、浮き足立って弁当やら花札やら片かた端はしから詰め込んでしまったものだ。今となってはさすがに気き恥はずかしい。

「荷解きする必要はありません」敦は微笑んだ。「どうせ使うことはないものばかりですから」

「はあ？」国木田は首をかしげる。

「すいません、急ぎますので」敦は扉とびらのほうへと歩き出した。

「おい敦」その背中に、呼び止めるように国木田が声をかける。「お前、何かあったか？」

　思わず敦の足が止まった。

「どうも島に入る少し前から様子が変だぞ」国木田が目を細めた。

「……そうですか？」敦は静かに云った。だが振ふり返ることはできなかった。

　ウェルズは〝君が知っている未来について、他ほかの誰だれにも話すな〟と云った。だが──。

「国木田さん」敦は振り返った。「国木田さんには、云えない秘密ってありますか？」

「はあ？」国木田が顔面いっぱいに不ふ審しんの色を広げた。「何だいきなり」

「いえ……その」

　絶対に伝えなくてはならない情報。だが、伝えれば全員が危険に晒さらされる情報。その秘密を抱かかえて、前にも後ろにも進めない。

「実は……」

　云うべきか。黙だまっておくべきか。

　決められない。決断を下した瞬しゆん間かん、何百万人もの人間の生死が決まってしまう。そんな重大な決断を、今この瞬間に下すなんて、とてもできっこない。

「何でもありません」

「あ……おい！」

　国木田の声を背中に聞きながら、敦は部屋を飛び出した。
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　敦は島の石いし畳だたみを走った。

　目の前に無数の映像が現れては消えた。巨大な熱ねつ球きゆう殻かく、死んだ船長、銃じゆうを撃うつウェルズ、映写機カメラの光。

　自分だって探たん偵てい社の一員だ。困難な状じよう況きようで、誰かに頼たよって泣くようでは探偵社員は務まらない。だが──。

　ウェルズを探せば、何か判るかもしれない。過去遡そ行こうについて詳くわしく、また島の内情についてもかなりの情報を持っている。何より、彼女が〝犯人〟と勘かん違ちがいして船長を殺すまで、もうあまり時間がない。このままでは船長が撃ち殺されることになる。

　敦はウェルズを探すべく、ほうぼうを走り回った。だがすべて無む駄だ足あしに終わった。神しん出しゆつ鬼き没ぼつのテロリストと呼ばれるだけはある。彼女の痕こん跡せきをどこにも見つけることができない。敦の焦あせりはいっそう募つのっていった。

　一いち縷るの望みをかけて、例の地下室に行ってみた。錠じよう前まえのかかった鉄てつ扉ぴを開く必要のある、林の中の地下室だ。だが鎖くさりを破は壊かいし中を覗のぞいても、何もない部屋があるだけだった。ウェルズも、映写機カメラもない。孤こ独どくを形にしたような、冷たい闇やみが広がっているだけ。

　敦は時計塔とうを見上げ、時刻を見た。午前11時21分。慥たしか見せられた監かん視し映像では、船長が殺害されたのは28分だった。あと７分しかない。

　〝前回〟で知りえた情報は誰にも漏もらしてはならない。

　だが、あと７分で有効な手を見つけなくては船長が死ぬ。

　敦は意識するより早く、携けい帯たい電でん話わを取り出していた。事前に教えられていた船長への番号を押す。

『はい……もしもし？』船長の疲つかれた声がした。

「船長。探偵社です。今どちらですか？」

『今ですか？　身分証の再発行のため、機関区へと向かっている途と中ちゆうですが……何か？』

　何を云いえばいい。

　どうすれば止められる。

　駄目だ──思いつかない。

「そこへ向かうのは、しばらく待って頂けませんか？」敦は反射的にそう云っていた。「理由は云えませんが、非常に大事な事なんです」

『はあ……申し訳ありませんが、ちょっと私ものすごく急いでおりまして』船長が申し訳なさそうな声で云った。『金貨の件、警備に取り次いで何とかしてもらえる事になったのですが……そこの担当者のお爺じいちゃんがまあそれはそれは面めん倒どうくさ……真面目まじめな方でして。１分でも遅おくれるとへそを曲げて話してもくれないのですよ……ああ、人生最大の不幸です。もう最近、毎月人生最大が来てる気がします。はあ……という訳で、用件であれば後のち程ほど』

「ちょっ、ちょっと待って下さい！」通話を切ろうとする船長を、敦はどうにか叫さけんで止めた。「本当に、重要な事なんです！　人の命に関かかわる事で」

『また後程伺うかがわせて頂きます。警備室に着いてしまいましたので』船長は感情のすり減った声で云った。『金貨を再発行する際、保安の観点から携帯電話も新しいものに換かえられてしまいます。10分ほどでまたご連れん絡らくできると思いますので。では』

「ちょっ」

　敦が何か云う前に、電話は切れた。

　もう一度電話をかけるが、繫つながらない。何度目かで、電話番号が存在しない旨むねの音声が流れてきた。警備室とやらで、番号が消去されてしまったのだろう。

　時間がない。このままでは船長も救えず、島の滅めつ亡ぼうも阻そ止しできない事になってしまう。

　船長を追って、警備室とやらに向かうことも考えた。だが船長が島のどこに向かったのかも判らないし、向かったところで船長を足止めできる保証もない。そして何より──船長の命を救うことは、兵器の起動阻止とは直接の因果関係がない。船長を救うために大立ち回りした結果、兵器を見つけるための時間がなくなってしまったのでは何の意味もない。

　まだ打てる手がなくなった訳ではない。だが、どれが正しい手なのか判らない。何十、何百とある行動のうち、うまくいく行動はひとつかふたつだけ。選せん択たくを間ま違ちがえれば、何もかも失われる。

「いっそ、島の守護者とやらを探して……」

　独り言を云って、すぐ首を振って否定する。何を考えているんだ僕は。ありもしない伝説に頼って貴重な時間を浪ろう費ひするなんて、それこそどうかしている。

　だが……どうすればいい？

「こんな処ところにおったか」

　不意に声がして敦は振り返った。

「国木田さん……」

「社員が一人二人ふわふわ消えたからといって、もう今いま更さら驚おどろかんがな」国木田は腕うでを組んで歩いてきた。「お前の知らん秘密の真実を教えてやる。実は俺は探偵社員なのだ。だから様子の変な部下がそわそわしていれば、すぐに判る。……お前、何か摑つかんだな？」

　まっすぐ切り込んでくる国木田の言葉に、敦は言葉を返すことができなかった。

「やはりそうか」国木田は頭を搔かきながら云った。「全く……この島には何かある気がしていたが、最初に摑んだのがお前とはな。理由なしにお前が口をつぐむとも思えん。だがお前の顔は、どう見ても追い詰つめられているぞ」

　口から弱音が音をたててこぼれ落ちそうになった。

「誰だれにも云えない情報なのか？」

　敦は小さくうなずいた。

「云えない理由も、同じく誰にも話せんという訳か？」

　敦は小さくうなずき、消え入りそうな声で云った。「……僕はどうするべきでしょうか」

「決まっている」国木田は迷いなく云った。「奴に話せ」

　あっさりと国木田は云った。

「奴、って……」

「奴は奴だ。今お前が思い浮うかべた男だ」国木田は当たり前の顔で云った。「奴に〝絶対に話してはならない事なのですが〟と前置きして相談しろ。どうせこの島のどこかに来ているはずだ。最低にいけすかん奴だが、それが命に関わる深刻な話で、お前が本気でどうにかしたいと頼たのむなら……」

　国木田は心底厭いやそうなため息をついてから云った。

「奴に任せておけば、何も問題はない」

　敦はうなずいた。

　確かく認にんするまでもなく、国木田が云っている人物が誰だれなのかははっきり判わかった。

「国木田さん」敦は意を決して口を開いた。「何も訊きかずについてきてくれますか」
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　敦と国木田は、連れだって貨物保管区域へと向かった。

　敦の足取りに迷いはなく、記き憶おくにある場所へと向かってまっすぐに進んでいく。

　煉れん瓦が倉庫の並ぶ区域を歩いている時、職員とおぼしき一団がどたばたと慌あわてて走って来た。

「君、このへんで黒くろ髪かみで背の高い男を見なかったか？」

「はあ？」国木田が首をかしげる。

　しかし敦は焦ることなく、自分達が来た道を指差した。「その男なら、西のほうへ走っていくのを見ましたよ」

「そうか。助かる！」

　職員達は互たがいに情報交こう換かんしながら、急いで指差した方向へと駆かけていった。

「何だ、今のは？」国木田は職員達の背中を眺ながめた。「背の高い黒髪なんか見たか？」

「それはこれから見ます」敦はまっすぐ石いし畳だたみを横切り、それからふと思いついて足音を殺してそっと歩きはじめた。

「？　おい？」

　国木田の呼びかけにも、人差し指を唇くちびるに当てて〝静かに〟の合図を出すばかり。

　それから街路の一角にある灰色の塵ゴミ箱ばこへと、静かに近寄った。

　そしていきなり蓋ふたを摑んで開け、

「わあっ!!」

「どひぇえ！」

　敦が大声で叫ぶと、中にいた人物が塵箱ごと飛び上がった。

「太宰!?」国木田が啞あ然ぜんとした。「何をしているんだお前、そんな場所で？」

　太宰は塵箱ごと横よこ倒だおしになり、目をぱちくりさせている。

「すみません、太宰さん」敦はぺこりと頭を下げた。「よくないとは判っていたんですが、こんな好機一生に一度しかないと思うと、つい」

「……は……」敦に驚おどろかされた太宰は目を見開いたまま返事をしない。

「ひょっとして……怒おこってます？」敦はおそるおそる訊たずねた。「あの、本当にすみません！　何というか、その、ちょっとした出来心で」

　太宰はやはり何も云わない。云わないどころか、固まったまま微び動どうだにしない。呼吸すらしていないようだ。

「だ、太宰さん？　太宰さん？」

　敦が慌てて駆け寄り、太宰を助け起こそうと体を摑む。

　敦は驚きよう愕がくして飛び退のいた。

「つ……冷たい！」敦は震ふるえた。「脈がない！　死んでる！」

　敦が真っ青な顔色で国木田のほうを振ふり返った、その時。

「ばあ！」

「ぎゃあああ！」

　至近距きよ離りからいきなり驚かされて、敦は後ろ向きに転がり、地面で一回転した。

「あっはっは。私を一いつ瞬しゆんでも驚かすなんて大した成長じゃあないか敦君。その褒ほう美びに私の秘技〝心臓止め〟を特別に披ひ露ろうしてあげた次し第だいだ。光栄に思い給たまえ」

「お前いよいよ人間離ばなれしてきたな」国木田が心底厭そうな顔で云いった。「心臓を自分で止めても死なんとは、どういう構造をしているんだ」

「自殺への道を究きわめんと邁まい進しんするうち身につけた秘技だよ。心臓はすぐ動くから大だい丈じよう夫ぶ」

「意味が判らん」

　石畳に転がって会話を聞きながら、敦は空を見上げた。そして思った。

　──百年経たってもこの人に勝てる気がしない。

　奇き妙みようなもので、そう思うと目の前の靄もやがさっと晴れたような気がした。

「太宰さん」敦は転がったまま云った。「聞いてほしいことがあるんですが」

　もはや迷いはない。

　選ぶことが怖こわかった。自分が選択した結果が、多くの人々を殺すことになったらどうしよう、と。だがもう迷わない。選択しなくては前に進めないというのなら、これが選択だ。

「聞こうじゃあないか」太宰は嬉うれしそうに肩かたをすくめた。「ただ、その前にひとつ思い当たった事実がある」

　太宰は立ち上がって敦を見下ろした。あるかなきかの海風に、太宰の外がい套とうが空気を孕はらんではためいた。

　そして云った。

「君が〝未来を知る男〟だね？」

　敦は目を閉じて微ほほ笑えんだ。

　やはりこの人には、百年経っても勝てる気がしない。
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　敦は太宰と国木田にすべてを話した。

　盗とう賊ぞく退治の顚てん末まつ、船長の死、拘こう束そくと脱だつ出しゆつ、ウェルズとの邂かい逅こう、そして兵器の起動。

　何が手て掛がかりになるか判らない。憶おぼえている範はん囲いでなるべく詳しよう細さいに、会話した人々の挙動まで含ふくめて、ありのままを話した。

　その間国木田と太宰は黙だまってその話を聞いていた。時々相づちを打つ以外は、全く話に口を挟はさまなかった。

　すべて語り終え、敦が息を吐はいた時、国木田が云った。

「もし本当だとすれば、これは未み曾ぞ有うの大事件だぞ」国木田はいつもより多く眉み間けんに皺しわを寄せた。「しかし……敦の云っていることが白昼夢や幻げん覚かくの異能攻こう撃げきでない、実際に起こる未来だと云い切れるか？」

「それは間ま違ちがいないと思うよ」太宰はあっさり肯こう定ていした。「私しか知らないはずの兵器の詳細を敦君は知っていた訳だからね」

「だとしても……どうする？　そのウェルズとかいう女の云う、〝仲間の行動が変われば、犯人の気も変わり、正午より早く兵器が起動される可能性が高い〟……それも一応の説得力がある。俺達が表立って騒さわげば、正午と云わず、今すぐ兵器を起動するかもしれん」

「するだろうね、間違いなく」太宰はうなずいた。「深く考えなくても、これは〝自じ爆ばくテロ〟だ。犯人は最初から四百万人と心中する気なんだ。そして正午というキリのいい時刻は、犯人が自分で決めた〝審しん判ぱんの時〟だろう。自分で決めただけの時刻なのだから、何か問題が起これば予定を繰くり上げようとするのは当然」

「そのうえ犯人の正体も兵器の在り処かも不明か……」

　考え込む国木田と太宰を見て、敦はやや不安になった。

　ひょっとして、今回の事件は条件が厳しすぎるのだろうか？　さしもの太宰でも、お手上げなのだろうか？

「あの……太宰さん、何か方法はないんでしょうか？」

　敦の問いかけに、太宰は顔をあげ──そして不意に、にやりと笑った。

「ないと思う？」

　太宰は涼すずしい目で遠くを見たあと、薄うすい笑えみを浮かべて云った。

「未来が判わかっているなんて利点のある仕事、私にしてみれば激甘もいいところだよ。犯人が判らなかろうが時間制限があろうが関係ない。いくらでも手はある」

　太宰は西へと歩き出した。敦は慌あわてて後を追う。

　敦の前方で、不意に太宰は足を止め、視線を町並みへと向けた。

「まあ、敦君も知りえないような不確定要素が、何処どこかで新たに発生していなければ──だけどね」
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　その頃ころ──。

　大型洋上浮ふ動どう都市『スタンダード島』の船着き場に、二人の観光客が到とう着ちやくしていた。

　蜂はち蜜みつ色の髪かみの乙女おとめと、黒外套を纏まとった男──ポートマフィアの樋口と芥川である。

「無事入島できましたね」と樋口が云った。

「…………」芥川は潮風を浴びたまま、何も答えない。

「芥川先せん輩ぱい？」樋口が振り向き、じっと黙っている芥川のほうを見る。

「樋口」何もない方角を凝ぎよう視ししたまま、芥川が不意に訊ねた。「標的の詳細は」

「はい。今回の標的は組織に仇あだ為なす裏切り者です。連中は昨日、ポートマフィアの息のかかった銀行支店に侵しん入にゆう。貸金庫をこじ開けて金品を盗ぬすもうとし──」

「標的は白い襯衣シヤツを纏った勤サラめリー人マン風の男達か？」

「え？」不意の質問に、樋口は返答に詰つまった。「ええと……島へ渡わたる高こう速そく艇ていの船員から得た情報では、はい、確かにそのような服装だったようですが」

「そうか」

　芥川はそう答えたきり押し黙った。歩き出すどころか、身じろぎひとつせず、ただ空中を凝望し続ける。まるで不ふ吉きつな石像のように動かないまま、何かを考え続けている。

　10秒、20秒。芥川は動かない。

　30秒経ったところで、控ひかえていた樋口が不安げに呼びかけた。

「あの……芥川先輩？　どうかされましたか？」

「標的を変へん更こうする。裏切り者共は捨て置け」

　そう云って芥川は不意に歩きはじめた。

「え!?」驚いた樋口が後を追う。「ですが先輩、組織の命令は──」

「二度は云わぬ」

　芥川は前方を見すえている。その視線は獲え物ものを狙ねらう猟りよう犬けんの目。樋口は思わず疑問の台詞せりふを吞のみ込んだ。

　芥川の視線は島の町並みを射い貫ぬいて遠くへと向けられている。

　島の施し設せつ、そこで蠢うごめく陰いん謀ぼう、さらにはその向こう──記き憶おくの中の業ごう火かへと。

　島を覆おおい海を焼き尽つくす、特大の火球へと。







　芥川は、業火の中で膝ひざをついていた。

　数百度の熱風が押し寄せる。空間を裂さいて何重もの障しよう壁へきとし、熱波の侵入を防ごうとするが、それでも僅わずかに侵入してくる熱気だけで皮ひ膚ふは焼け焦こげ、喉のどや眼球から水分を奪うばっていく。もはや声を出すことすらままならない。

　炎ほのおに焼かれて骨も残らず消える──死と殺しの泥でい濘ねいに首まで浸つかって生きてきた自分にしては、随ずい分ぶんと綺き麗れいな死に様だ。芥川は自じ嘲ちよう気味に嗤わらった。

　嗤った拍ひよう子しに肺を熱気が満たし、芥川は激しく咳しわぶいた。

　その時──視界の端はしに、何かが映った。

　開け放たれた地下への鉄てつ扉ぴ。重じゆう厚こうな扉とびらを封ふう印いんする鎖くさりがちぎられ、何か異様な力らしきもので錠じよう前まえがもぎ取られている。

　芥川が目を留めたのは、地下から漏もれる光だった。

　青白く、無機的な光。どこかしら奇妙な印象を抱いだかせる光だった。空間的な距きよ離りを無視してここまで届いているかのような──。

　光の源に──地下に何があるのか？　諦てい念ねんが静かにさせた芥川の内面に、僅かなさざ波が立った。

　島の電力機能はとっくに破は壊かいされているはずだ。あの光は、何かの異能が発動している印かもしれない。だとすると、地上にこのような大破壊が吹ふき荒あれている今、あの光の源がそれと無関係とは考えにくい。

　もしこの破壊の元げん凶きようがあそこにいるのであれば──。

　芥川は薄く嗤った。

　そいつの頸くびを刎はねてから死ぬのも、悪くないかもしれぬ。

　芥川は膝に手をついて立ち上がった。大地は揺ゆれ、死の風が吹き荒れ、もはや周囲にまともな人ひと影かげはおろか建物すらない。熱の発生源である熱ねつ球きゆう殻かくも、表面が目視できるほどにまで接近してきている。

　芥川は大きく咳せき込み、血を吐いた。赤黒い吐と血けつが大地を濡ぬらし、すぐに沸ふつ騰とうして蒸発する。

　しかし芥川の唇くちびるを彩いろどるのは凄せい絶ぜつな笑み。

　あと10米メートル。地割れが発生しはじめ、足を取られてよろめく。

　あと５米メートル。黒い雨のような飛ひ沫まつが飛来してくると思えば、溶とけた建物の鉄骨だった。芥川は無言で障壁を張り、飛沫を防ぐ。

　あと２米メートル。ついに靴くつ底ぞこが溶ける。足の骨まで焦げるような高温に耐たえながら、ただ歩く。

　あと１米メートル。眼前に熱球殻の壁かべ。これほど膨ぼう大だいな熱量の前では、空間断だん裂れつも紙の盾たてと同じだ。紅あかい壁が、嗤う死神の口こう腔こうに見える。見慣れた死神の顔に、笑みを返す芥川。

　駆かけ込む力すらなく、倒たおれ込むように地下入口へと飛び込む。ほぼ同時に熱球殻が入口を焼き尽くした。




　半ば消し炭となった芥川が光の中へと落ちる。

　白はく濁だくした眼球のせいで、落ちた先の室内をはっきり見通すことはできない。

　それでも、しっかり見えたものが二つだけ存在した。中心の光る機械。そして二人分の人影。

　部屋中央の機械がひときわ強く光った。光の圧力が増し、落下中の芥川は軽く目を細めた。

　あの機械は──映写機カメラ？

　室内の人物が何かを云いった。先さき程ほどまでの轟ごう音おんで聾ろうした耳では、どんな台詞を云っているのかまでは聞き取れない。

　しかし、人影のうちの一人に見覚えがあることは判わかった。

　色素の薄い髪。気弱そうな物もの腰ごし。芥川よりもさらに若い、探たん偵てい社の新人。

　人虎──！

　不意に、処しよ刑けいした勤サラめリー人マン風の男が云っていた台詞を思い出した。

　──中に入った兵器は、古めかしい映写機カメラと、あと他ほかにも起き爆ばく装置やら色々で構成されて──。

　芥川の中で点と点が線で繫つながれていく。

　古めかしい映写機カメラ。謎なぞの光と、何故なぜか破壊を免まぬかれている部屋。そしてその部屋に悠ゆう然ぜんと立つ人じん虎こ。

　そう云うことか。

　そう云うことか、人虎！

　芥川の咆ほう哮こうは、焼け潰つぶれた喉のために声にならなかった。背を向けている人虎──敦に、その姿が見られることもなかった。

　紅い暴風と青白い光が同時に極大となり、部屋が崩ほう壊かいし、そして──。







「先輩？　芥川先輩？」

　呼びかける声が、芥川の意識を回想の中から引き戻もどした。

「どうしたんですか、先輩。お加減でも悪いのであれば、宿で休きゆう憩けいでも──」

「樋口」部下の言葉を遮さえぎって芥川は云った。「現在時刻を報告しろ」

「は、はい」樋口は慌てて自分の腕うで時ど計けいを確かく認にんした。「午前11：05です。ですがそれが一体……」

「正午」芥川が不意に云った。「慥たしか正午丁度だった。時計塔とうの針の様子を善よく憶おぼえている」

「あの……芥川先せん輩ぱい？」樋口は心配げに黒衣の先輩を見やった。何を云っているのか、何を考えているのか斟しん酌しやくするように。

「残り１時間弱か」芥川は島を見回して云った。「味な真ま似ねをしてくれるな、人虎。横浜ごとすべてを吹き飛ばす破壊兵器とは──」

　芥川は歩き出した。決然と、迷いなく。

「だが、おかげで貴様の頸を刎ねる理由ができた。時間制限つきなどという憎にくい演出も中々そそる。貴様の肉と骨と臓物を切り刻み、返り血を浴びるのが今から楽しみだ」

　芥川の横顔を見た樋口は息を止めた。

　その横顔には、凄絶な笑えみ。血に飢うえた狼おおかみが獲物に見せるような、血のしたたる笑みだ。

「樋口。この島に人虎が侵しん入にゆうしている」

「人虎って……あの人虎ですか？」

「現在地を割り出し、半刻以内に息の根を止める。まずは島の入島管理事務所を襲おそい、情報を奪え」

「い、息の根を……ですが、本来の任務を中断して、人虎を捜さがす理由とは……」

「理由？　決まっている」

　芥川は振ふり返り、樋口を睨にらんだ。

　その眼球には、地じ獄ごくが宿っている。

「僕やつがれがそう命じるからだ。それでは不足か？」

　樋口はその目を見て、すぐさま背筋を伸のばした。

「いえ、即そつ刻こく人虎の捜そう索さくにかかります」

　芥川は青い空を見上げた。どこまでも抜ぬけるように青い、夏の空を。

「待っていろ人虎。臓物を引きずり出し、肉を切り刻み──思い知らせてやる。地獄の業火とは島を焼くのではなく、貴様の中身を焼くものであると」
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　11時27分。

　敦は時計塔の時計を見上げて、そう独りごちた。
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　予測される兵器の起爆まで、あと33分だ。

　敦がいるのは、島を三分ぶん割かつしたうちの独逸領。観光客と馬車が行き交かう、広い石いし畳だたみの表通りだった。

　敦は早足で歩いていた。１秒だって無む駄だにできない。自分の行動に、四百万人の命がかかっているのだ。太宰の指示で動くとはいえ、〝前回〟を直接目で見て知っている敦が作戦の中ちゆう核かくを担になわなくてはならないのは間ま違ちがいない。特に、これから進める作戦は敦以外には務まらないだろう。敦は顎あごにたまった冷や汗あせを手でぬぐった。

「太宰さん、聞こえますか」敦は襟えりの裏に仕込んだ無線集音器に向けて話しかけた。

『感度良好だ』耳の後ろに仕込んだ骨伝導発はつ振しん器から、太宰の明るい声がした。『私の美声を耳元で聞ける気分はどうだい敦君？　役得だねえ。そうだ、一曲歌おうか？』

『阿あ呆ほう。任務に集中しろ』太宰の声の後ろで、国木田がどやす声が聞こえた。

『気を張ったって結果は変わらないよ。失敗したって死ぬだけさ』

『お前の自殺趣しゆ味みと仕事を一いつ緒しよにするな。敦、船長の件はこちらで何とかなりそうだ。死なないように手を回しておく。お前はお前の任務に集中しろ。標的は目視できるか？』

　敦は前方を注視しながら云った。

「ええ。簡単に見つかりました。前と〝同じ場所〟にいましたから──」

　敦の視界の先、美術館に面した路地の奥まった部分に、彼らはいた。




　この作戦の、最大の要となる人物達が。




「そう難しい話ではない、そう仰おつしやったのはボス、あなたではないですか。『たかが12桁けたの数字を憶えるだけだ、俺は今まで寝ねた女の名前を全部憶えているんだぞ』と」

「云ったなあ。確かに云ったぞ俺は。何か悪いか？」

　この距きよ離りからでも聞こえる、堂々と開き直った声。

「俺がこの盗とう賊ぞく団のボスだ。したがって、お前達はボスの行動を全力でサポートする必要がある！　ボスが12桁の解除コードを忘れたのなら、お前ら何とか気合いでカバーしてみせろ！」

「すげえやボス！　カッコいい！　俺なにがあってもボスについていくよ！」

　こうして改めて遠くから眺ながめると、彼らは組織犯罪には向いていないのではないかと思う。通りまで聞こえる声で作戦を叫さけぶし、計画の一部が破は綻たんしても気にもしないし、そもそも目的意識があまりない。盗賊のボスにしたって、狙ねらう品物がどうしても欲しいというより、盗ぬすみ出すことそのものに美学を感じている節がある。それはそれで美しい生き方だとは思うが──それで八十九回も投とう獄ごくされていては世話はない、と思う。

　だが──今回ばかりは彼らの存在は、天てん佑ゆう以外の何物でもない。

「12桁の解除コードをご所しよ望もうかい、盗賊共？」

　三人組に、いきなり声をかける人物があった。

　敦だ。

「ぬっ。何だ貴様は？」

　ボスが素す早ばやく振り返った。敦を睨む。

「やいやいやい、何だてめえは？　うちのボスに何の用だ！」少年が腕うでまくりをして凄すごむ。

「くっくっく……僕が何者かなんて大した問題じゃないさ」敦は悪人面づらになるように必死に顔を作りながら云いった。「大事なのは、お互たがいが何を分け合えるかだ。そうだろう、ボス？」

　ああ恥はずかしい。

　何を云っているのだろう僕は。

　こわばりそうになる顔を、これも作戦、と制しながら、敦は太宰に指示された通りの演技を続けた。

「僕はしがない渡と世せいの盗人ぬすつと……名乗るほどの名はないが、人は僕を又また三さぶ郎ろうと呼ぶ。風のように獲え物ものを盗む、風の又三郎とね」

　冷や汗が止まらない。

　又三郎というのは、同じく探たん偵てい社員である賢治の田舎いなかに逗とう留りゆうしていた旅人が名乗っていた名だそうなのだが……それにしたってもうちょっとマシな設定がなかったのだろうか？

　ひょっとして太宰は面おも白しろがってこんな設定を敦に押しつけたのではなかろうか。

　いや、そんなことはない。人命第一のこの任務に、遊びを差し挟はさむなんてあるはずがない。

『うーん、完全に私の趣味で作ったキャラ設定だけど、敦君中々様になっているよ』

　太宰の趣味だった。

　しかし四百万人のためだ。それに一度云い出したのだからもう後には引けない。

「くっくっく……12桁の解除コードが必要なら、あんた達に教えよう。その代わり──あんた達の仕事ヤマ、僕にも一枚嚙かませてくれ」

「何だと？」ボスが眉まゆを持ち上げる。

「ボス。いや──大だい怪かい盗とう〝ネモ〟。あんたの特別な力については知っている。この世界ではちょっとした有名人だからね。『壁かべをすり抜ける』力を持った凄腕の盗賊──あんたの力を少しばかり借りたいんだ。この島の奥地にある獲物を盗み出すために」

　これが太宰の作戦だった。

　金貨を使わずに機密区域に侵入する方法。

　ウェルズは兵器を〝この島の最深部、最高機密区の最下層〟にあると云った。つまり金貨エリアのどこかという事だ。しかし金貨だけを手に入れても、監かん視しカメラの問題がある。その事態を避さけるため、太宰が編み出した策は──〝盗賊の一味になる〟事だった。盗賊団のボスが持つ『壁をすり抜ける』能力で、金貨を使わず金貨エリアに侵入するのだ。

「くっくっく、どうする？　この又三郎はどちらでも構わないぜ」

　作戦の完成度はすばらしいのだが──この恥ずかしさだけは、ちょっとどうにかならないかと思う。

「何だとこの野や郎ろう！」少年が上うわ目め遣づかいに凄んだ。「うちのボスに偉えらそうな口きくじゃねえか！　いきなり現れた奴やつを、はいそうですかと信用できるわけねえだろ！」

「ふむう。今回ばかりはガブに賛成ですなあ」中年も腕を組んでうなずく。「いくらなんでも怪あやしすぎます。ひょっとして我々から何か奪うばう気では……」

「おい貴様」ボスの巨きよ体たいがぐいと前に出た。あまりの巨体に、敦に当たる陽光が遮さえぎられる。

　敦はいきなり巨体に睨にらまれて思わず立ちすくんだ。だがここで怯ひるむ訳にはいかない。

「……何だ？　ボス」

「貴様が見るべきところのある盗賊であることは、俺を〝大怪盗〟と呼んだことからも非常に明白だ。大変すばらしい。故ゆえに、我らの一員に迎むかえるに吝やぶさかではない……が」ボスが敦を睨んだ。「その前にひとつ、質問に答えろ。盗みを生業なりわいとして生きる貴様が、最も尊敬する盗賊は誰だれだ？」

　敦は一いつ瞬しゆん質問の意図が判わからずぽかんとした。

　それからすぐ、答えるべき模も範はん解答に思い当たった。

　簡単だ。アルセーヌ・ルパン。敦も名前くらいは聞いたことがある。ボスが彼を崇すう拝はいし目標としていることは、〝前回〟に何度も聞いて憶おぼえている。

「それはもちろん、かの怪盗アルセー……」

『敦君、石いし川かわ五ご右衛え門もんだ』無線機の向こうで太宰が素早く云った。

　敦は口を開いた姿勢のまま固まった。

　ボスが敦を注視した。「何？」

「あー……」敦は口をぱくぱくさせた。それからようやく云った。「石川五右衛門」

「うむ！　すばらしい！」ボスが巨きよ大だいな掌てのひらで敦の肩かたをばしばし叩たたいたので、敦は目を白黒させた。「もしここでかの怪盗アルセーヌ・ルパンとでも答えようものなら、貴様を二つに折って海に投げ込んでやるところだった！　ルパンの後を継つがんと志す盗賊は二人も要いらんからな。だが実に結構。貴様を我が盗賊団の一員として認めよう！　ところで石川五右衛門って誰だ？」

　敦はそっと息を吐はいた。

「ああもう……勘かん弁べんしてくださいボス」ため息をつく中年。「仕事の前の気まぐれを何とかする私の立場にもなって下さいよ」

「へっ、ボスがいいって云うなら仕方ねえ。けど一番弟子でしは俺だからな！　敬えよ後こう輩はい！」ふんぞりかえって威い張ばる少年。

　敦は改めて盗賊団を見回した。

　ボスと呼ばれる大男がこの盗賊団の中心人物だ。２米メートルを超こえようかという巨きよ軀くに、鎧よろいのような筋肉。そしてつるつるに剃そり上げた禿とく頭とう。その世界の通り名は〝ネモ〟。厚み５糎センチ以下の壁をすり抜ぬける能力を持つ。

　ふたりめは、くたびれた背広姿の中年男性。名前はビルゴ。いつも困ったような顔をしている。慥たしか技術担当で、〝監視カメラを無力化したり暗証番号を抜き取ったりする〟のが役割だと云っていた。いつもボスの無む茶ちやに振ふり回されていて、何となく他人の気がしない。

　三人目は、ガブと呼ばれた貧しい身なりの少年。やたらとボスを尊敬し、事あるごとに持ち上げる。ただし肝きもっ玉が小さく、それ以外に役に立っているところを見たことがない。懐ふところに短刀を吞のんでいる。

　そして四人目が──風の又三郎。つまり自分という訳だ。

「行くぞ又三郎！　俺の盗賊団に入ったからにはもう心配ない。貴様の獲物が何か知らんが、ついでに盗んできてやろう。何しろ俺は有名な大盗賊だからな！」

「いやいやお待ち下さいボス！　その前にまず、解除コードを入力せねば」中年男──ビルゴが慌あわてて口を挟んだ。「そこの彼が信用できるかも、それでおのずと判ります」

　全員が敦を見た。

　敦の首筋に冷や汗あせが流れる。

「くっくっく……」敦はとりあえず笑った。

　技術担当のビルゴが美術館の外がい壁へきにある電子制せい御ぎよ盤ばんを開き、中の配線のひとつを選び出す。その一いつ端たんを携けい帯たい端たん末まつに差し込み、あらかじめ準備してあったらしい演算式を起動した。

「さて、後は12桁けたの解除コードを入力するだけです」ビルゴが携帯端末を見ながら云った。「お教え頂けますかな、新入り殿どの？」

　敦は指で耳を搔かきながら待った。やがてその情報がもたらされた。

『来たぞ敦。１４８９２０５７７２９７だ』

「１４８９２０５７７２９７」敦は無線で教えられた数字をそのまま喋しやべった。「それで監視映像の防ぼう壁へきが切られ、映像を自由に変へん更こうできるようになるはずです。……はずだぜ」

　敦が云った数字を入力したビルゴが、携帯端末を見ながら云った。

「解除成功です、ボス。どうやら彼の情報は確かなようですな。これで監視映像にばっちり映ったまま盗ぬすみをしなくて済みます」

　敦は聞こえないようにそっと安あん堵どのため息をついた。

　盗とう賊ぞく団に潜せん入にゆうするためには、12桁の解除コードは必ひつ須すの情報だった。だがもちろん島の誰に聞いても、簡単に教えてもらえるような情報ではない。

　しかしそこは探偵社である。必ず何らかの方法を見つけ出す。

　探偵社の外部協力者に、凄腕の電網潜りハツカーがいる。田た山やま花袋かたいという名のその人物は電子網もうを操あやつる異能者で、国木田の旧友だった。自宅の蒲ふ団とんから出られない極度の出で不ぶ精しようだが腕うでは確かな人物で、この短時間で島の機密情報である監視カメラの解除方法を見つけ出した。

『そろそろこちらも動こう。船長からこの島の機密について、優やさしく訊きいてみるとしようかな』

　太宰の声が心なしか嬉うれしそうだ。──何をするつもりだろう。

「何を辛しん気きくさい顔をしておる又三郎！」ボスが大声で云った。「ぼさっとしている暇ひまなどない、この世のすべての宝は我らに盗まれるのを待っておるのだからな！　さあ行くぞ、盗みの時間だ！」
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　かつて敦が盗賊団を追いかけて駆かけたのと同じ道を通って、四人は美術館の地下へと向かった。

　白く無機質な廊ろう下かを通り抜け、見覚えのある横開きの自動扉とびらの前で立ち止まる。扉の横には機セキユ密リテイのための認にん証しよう板がついている。そこに金貨をかざすことで、初めて扉を開くことができるはずだ。

　この奥が〝金貨エリア〟だ。

「この扉なら厚みは５糎センチ以下のはずだぜ、ボス」敦は扉を叩きながら云いった。

「うむ。試ためしてみよう」

　ボスが大きな手を広げて、自動扉に手をついた。

　かすかな光とともに、その手が沈しずみ込む。

　扉など存在しないかのように、ボスの手が、手首が沈み込んでいく。

「よし、行けそうだな。又三郎、手を繫つなぐぞ」

「へ？」敦は思わず素すの声を出した。

「何が『へ？』だ。俺の能力は知っているのだろう。早くしろ」

　手招きするように振られた手を見て、敦は思い出した。ボスの物体透とう過か能力は、本人だけではなく〝本人が触ふれているモノ〟に対しても同様に働く。早い話、四人全員が壁かべ抜ぬけをするには、全員が手を繫ぐ必要があるのだ。

「ほらー、早くしろよ新入りー。何、ボスと手を繫ぐの厭いやなのかよ？」少年──ガブが急せかす。

　意を決して敦はボスの手を摑つかんだ。

　ボスがにやりと笑った。

　敦の残った手をガブが摑み、ガブの手をビルゴが摑んだ。そして全員が水に潜もぐるように、一気に扉へと飛び込んだ。

　予想していたより、透過の感かん触しよくはずっと薄うすかった。薄い膜まくを通り抜けるようなかすかな感触があっただけで、あっという間に向こう側に到とう達たつした。敦は無意識に閉じていた目を開いた。

　そのようにして敦は金貨エリアへと侵しん入にゆうした。〝軍事施し設せつ並み〟と評された機密区域に──実にあっさりと。

　さて、ここまでは来た。問題はこれからだ。

　アタッシュケースの……〝消しよう滅めつ兵器〟のある地下五階まで、辿たどり着かなくてはならない。

『敦君、聞こえるかい？』

　太宰の明るい声がした。

『今、船長と楽しい話し合いをしていたんだ。どうも船長はアタッシュケースについて、何も知らないようだね。ただ、機密区域の構造や見張りなんかについては、快く教えてくれたよ』

　快く教えてくれた……？

　それについては敦も考えた。船長が内部についての機密情報を喋ってくれないものかと。しかしそれには、規則を破ってまで敦達に協力するよう説得しなくてはならない。それにはかなり信しん頼らいの置ける情報と説得の時間が必要だ。〝もうすぐ横浜が滅ほろぶから、機密保持規則を破ってくれ〟──そう云ってそうそう信じてもらえるはずがない。

「船長に島が滅ぶ未来のことを話したんですか？」敦は訊たずねてみた。

『いやあ、話したけど信じなかった。だから口を軽くしてもらうために、ちょっと一ひと工く夫ふうしたのだよ』

　一工夫、って……。
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　宿泊亭ホテルの一室。

　太宰と国木田が無線機の前に立ち、敦に向けて話しかけている。

「いやあ、話したけど信じなかった。だから口を軽くしてもらうために、ちょっと一工夫したのだよ」

　楽しげに云う太宰の背後、部屋の中央には、大ぶりな座ざ椅い子すが鎮ちん座ざしていた。そして椅子には憐あわれな船長が座らされ、手て脚あしをしっかり縛しばられていた。

『一工夫って……何をやったんです？』

　無線機から敦の疑問声が聞こえてくる。

「何ね、船長はこう見えて、プリンが好物なのだそうだ。だから楽しい気持ちになるように、プリンをいくつか食べさせてあげた」

　椅子に縛り付けられた船長は、おいおい泣いている。

「プリンはっ！　もうプリンはやめて！　お願いします、何でも云うこと聞きますから！　プリンを、プリンを近づけないでええええ！」

「お前……人間の姿をした悪あく魔まだな……」隣となりの国木田は、完全に引いている。

『あのう……何をしたんですか、一体……』無線機から聞こえる敦の声がこわばっている。

「うふふふ、秘密。それより、地下五階の武器庫が怪あやしいそうだよ。記録ではそこに荷物が運び込まれた形けい跡せきがあるらしい」太宰が楽しそうに云った。「盗賊さん達の狙ねらいである宝石トリュフは、地下四階の金庫室にある。地下四階まで着いたら彼らと別れ、地下五階へと向かうといい」

『はい』

「それじゃ、健けん闘とうを祈いのるよ」

　そう云って太宰は通信を切った。

　そして船長のほうを振ふり返る。目には微ほほ笑えみ。

「い、いやっ！　やめて、プリンは、プリンだけは！」船長が乙女おとめのように叫さけび、縛り付けられた椅子ごとがたがたと震ふるえた。

「判わかっていますよ船長、ご安心下さい。その代わりと云っては何ですが、ひとつ頼たのまれ事をしてくれませんかね」太宰の笑えみが深くなる。「うふふ、残念ながら拒きよ否ひ権はありませんが。判っていますよね？　もし断れば……」

　船長がわななく。

　宿泊亭ホテルの一室に、絹を裂さく乙女のような悲鳴が響ひびきわたった。
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　敦は足音を殺して素す早ばやく駆け、廊下の曲がり角まで静かに移動した。

　角から顔を出して警備がいないことを確認し、後方に素早く合図する。

「うむ、若いが静かですばしこい動き。貴様は将来いい盗賊になるぞ、又三郎」

　合図した後方から、ボスがのしのしと歩いてくる。廊下の真ん中を誰だれに気き兼がねすることもなく、自信たっぷりの大声を出しながら。

　敦達は機密区域である金貨エリアを歩いていた。廊下の様子は扉に入る前の──〝銀貨〟エリアとそう大して変わりない。白い床ゆかと白い壁かべ。しかし予想したよりずっと、見張りや武装警備の数が少ない。前に見た──大たい佐さが率いていた完全装備の武装兵がわらわら立ちはだかっているかと思っていた敦には、やや拍ひよう子し抜ぬけだった。

　おそらく、あまりに機密度の高い重要エリアであるため、見張りですらそう多くは入れてもらえないのだろう。その代わり、天てん井じようのありとあらゆる場所に、死角を完全に消すように監かん視しカメラが配置されている。とはいえ今そのカメラは、誰もいない廊下の録画映像を繰くり返し再生していることだろう。

　金貨エリアは地下二階から地下五階まである。おおまかな構造は船長から（太宰の〝一工夫〟によって）聞き出して知っていた。とにかく下に降りる道を見つけること。それが最初の関門だ。

　やがて廊下を先行して進む敦の目に、あるものが見えてきた。

「昇降エレヴエ機ーターです太宰さん」敦は無線に向かって小声で云った。「その隣に階段もありますね」

『敦君、昇降エレヴエ機ーターはやめたほうがいい』太宰から返答の通信があった。『昇降エレヴエ機ーターの監視映像は、〝銀貨エリア〟に属している。つまり監視カメラがまだ生きているんだ。面めん倒どうだけど、階段を使うしかない』

「了りよう解かいです」

「なにをぶつぶつ一人で喋しやべってんだお前？」いつの間にかすぐ後ろに来ていたガブ少年が云った。敦は飛び上がった。

「な、何でもないよ！……何でもないぜ！」

「ふん。妙みような奴やつだな」ガブは敦をじろりと睨にらんだ。「云いっちゃ悪いが、お前あんまり盗とう賊ぞくっぽく見えねえぜ、又三郎。俺は生きるためにずっと盗ぬすみばっかやってるけど、お前からはそういう匂においがしねえ」

「匂い？」

「必死の匂いだよ。生きるためなら何だってする、そういう匂いだ」

　敦は心の中で否定する。そんなことはない。僕は君と同じくらい──ひょっとしたら君以上に、生きることだけに必死だった。服の下の肌はだには、その時の名残なごりである傷が無数にある。

　今僕からその匂いがしないのは、ある人々によって脱だつ臭しゆうされたからだ。

「君は──名前は慥たしかガブだったね」敦は云った。「君もボスみたいに、大だい怪かい盗とうになりたいの？」

「別に、俺はそんなんじゃねえよ」ガブはぶっきらぼうに云った。「俺はボスみたいな凄すげえ人と一いつ緒しよに仕事ができれば、どんな仕事だって──あれ？　俺お前に名前云ったっけ？」

　しまった、そういえばまだだった。敦はごまかし笑いをした。

　その時──敦の耳が音をとらえた。

　階段から、誰かが上ってくる。

　虎とらの異能で強化された聴ちよう覚かくが、足音をとらえた。足音はひとつ──いや、それ以上。おそらく二人。しっかりと重い足取りからして、軍ぐん靴かを履はいた軍人だろう。

　敦の脳のう裏りに、武装兵の姿が浮うかんだ。大型の自動小しよう銃じゆうに、防ぼう弾だん装備。

　敦一人なら何とか逃にげ切れるだろう。だが残り三人は無理だ。

　どうする？

「ガブ！　すぐにボスに伝えてくれ」敦は素早くささやいた。「警備の兵士が近づいてきている。ボスとビルゴに報告するんだ。今すぐ」

「兵士!?　まままままマジか！」ガブは急に慌あわて出した。「ああ慌てるな落ち着け、こういう時こそ深呼吸、それから指の数を数えるんだ！　一本二本三本……あれ？　九本しかない？」

「落ち着いて！」敦はガブの肩かたを揺ゆすった。「この先は一本道の廊ろう下かで隠かくれる場所がない。ボスに報告して、三人で潜もぐれそうな壁に潜るんだ。早く！」

「お、お前はどうすんだよ！」

「僕は──」敦のこめかみを汗あせが流れた。「僕は、兵士を止める！」

　敦はそう云うと、廊下に向けて素早く駆かけだした。

「お、おい!?」

　ガブ少年の叫びを背中に聞きながら、足音の源に向けて突とつ進しんした。

　目の前の階段は、二つの踊おどり場を挟はさんでコの字に折れ曲がった構造をしていた。階段、踊り場、直角に折れて次の階段、もう一度踊り場。さらに直角に折れて次の階段──そして次の階へと続いている。兵士達は今、二番目の階段に差し掛かかったところだ。敦のところから、二人いる兵士の頭部が見えた。

　敦は跳ちよう躍やくした。

「おい、今何か聞こえなかったか？」

「あん？……何もいないぞ」

　二人いた兵士が、階上のほうに視線を向けながら云った。

　兵士は敦が見えていない。

　だが、敦には兵士達が見えている。──兵士達の頭頂部が。

　敦は兵士達の直上、天井に爪つめを立てて張り付いていた。

　虎化した手脚が天井にめり込み、敦の体重を支えている。階上から壁を蹴けり、三角跳躍で天井に上下逆に着地したのだ。彼ら兵士は対人訓練を積んでいるが故ゆえに、真上への警けい戒かいを行うような癖くせがついていない。

「気のせいと思うが、念のため先行し索さく敵てきしてくれ。俺はここから援えん護ごする」

「了解」

　天井に張り付いた敦の頰ほおに汗がつたった。いつも相手にしている横浜の犯罪者やならず者なら、この程度では警戒すらしない。しかしさすがは本職の兵士だ。素早く銃を構え、前方を警戒しはじめた。一人が先行し階段を上っていく。あの二人と正面からやり合ったら、虎化の異能をもってしてもただでは済まないだろう。

　敦は落下した。兵士の頭めがけて。

　落ちながら虎の脚あしを兵士の腕うでにからめ、虎の腕を首に回す。脚で小銃の使用を封ふうじながら、裸はだか絞じめの要領で首の頸けい動どう脈みやくを絞しめる。

　頸動脈を強く圧あつ迫ぱくされると、頸動脈洞どう反射と呼ばれる反応が起こり、脳幹への血圧が急激に低下する。血液が遮しや断だんされた脳は酸素不足に陥おちいり、数秒で意識を失う。

　防護面と防弾装備で守られた兵士を一いつ瞬しゆんで仕留めるには、防具に守られていない頸部を狙ねらうしかない。虎の腕に絞められて声も出せず、虎の脚による拘こう束そくで抵てい抗こうもできない兵士は、ほとんど何の対応もできず気を失った。

　同どう僚りようが倒たおれるどさりという音に反応し、先に進んでいた兵士が振り返る。

「何っ──」

　兵士が敦に向かって、素早く銃口を向けた。

　敦は弾丸のように跳躍した。

　一歩で兵士との距きよ離りを詰つめた敦は、相手が撃うつよりも疾はやく、虎の腕による薙なぎ払はらいを銃に叩たたきつけた。大おお槌つちで殴なぐられたような衝しよう撃げきに銃身が跳はね飛ぶ。兵士の指が引き金から離はなれる。

　後は先さき程ほどと同じように、背後に回って頸動脈を絞めるだけ──。

　敦が作戦の甘さに気づいたのは、銀色に輝かがやく光を見た時だった。

　兵士が腰こしから拳けん銃じゆうを抜ぬいた。補助サイド兵装アームだ。

　９ミリ自動拳銃──。敦は視界の端はしで拳銃の銃口が自分に向けられるのを、はっきりと見た。しかし最初の一撃で体が流れている。回かい避ひ動作をとる余よ裕ゆうはない。

　これは──中あたるな。

　やっぱり訓練された兵士はすごい──敦は銃口を見ながら思った。相手の力を見誤った。

「どうりゃあああああああっ！」

　弾丸は当たらなかった。ガブが背後から兵士に体当たりしたのだ。

「なっ」

　受け止める余裕などなかった。

　兵士とガブは、もつれあうようにして階段を転がり落ちた。二人の体が何度も跳ね、硬かたい音が階段に響ひびく。

　踊り場の壁に衝しよう突とつした二人は、まだ争っていた。ガブが懐ふところから短刀を取り出す。

　しかし兵士はその手首を摑つかんでねじり上げた。ガブの短い悲鳴が踊り場に反はん響きようする。

　兵士はガブの手を摑んで背中側にねじった。ガブの自由を奪うばっておいてから床に押しつけて背中に馬乗りになる。訓練された動きだ。訓練された軍人相手に、素人しろうとが一対一の近接格かく闘とう戦を挑いどむのは自殺行こう為いに等しい。

　それが一対一であれば、だが。

　敦は階段を蹴ってひといきに兵士の横まで跳とび、その勢いのままに上半身をひねって裏うら拳けんを放った。虎の巨きよ大だいな腕が、兵士の顎あごを高速度で捉とらえる。顎が真横に振ふれるほどの勢いの痛打を浴びた兵士は、脳のう震しん盪とうを起こして仰あお向むけに倒れ、気を失った。

「……ふう……！」

　敵の気絶を確かく認にんした敦は、汗をぬぐいながら息を吐はいた。

「殺したのか？」ガブがおそるおそる訊たずねる。

「いや、気絶しただけだよ」敦は立ち上がりながら云った。「立てる？」

　人間の手指に戻もどった敦の手を、ガブはのろのろと摑んで立ち上がった。

「いってて……タンコブできた」ガブは顔をしかめた。「しっかしお前、何なのさっきの？　めちゃくちゃ腕がコエエことになってたけど」

　そういえば彼に虎の異能を見せるのは〝今回〟ではこれが初めてだった。

「まあ、ちょっと特とく徴ちよう的てきな個性ってことで」敦は困ったように笑った。「何にせよ、騒さわがれる前に制圧できてよかった。目を覚まされると面めん倒どうだから、縛しばってどこかの部屋に押し込めておいたほうがいい」

「何かお前……」ガブが眉まゆをひそめて敦を睨にらんだ。

「何？」

「口調変わってね？」

　しまった。又三郎のことをすっかり忘れていた。

「まぁいいや。ていうかお前感謝しろよ？　俺のおかげで助かったんだからよ」

「そういえば」敦は今いま更さらながら気づいて質問した。「どうして助けに来てくれたの？」

「はあ？　そりゃお前、ボスのために決まってんだろ。お前一人じゃどーにも心こころ許もとないから、この一番弟子でしガブ様が助勢に来てやったんじゃねえか。それに、周りの壁かべに厚みがありすぎて、ボスの能力ですり抜けられなかったし」

　成る程。隠れる場所がなければ、この兵士達を制圧するしかない。

「まあさっきの動きは中々だったよお前。ボスの一番弟子は俺だけど、二番弟子くらいになら……いや二番だと悔くやしいから三番？　四番？　五番くらいだったら、今から予約すれば半年後くらいに何とか」

「何その航空券の予約みたいなシステム……」

　困る敦に、ガブはそれなら、と顎を搔かいた。

「どうしても一番がいいっつうなら仕方ない。ボスの一番弟子は俺だから、俺の一番弟子にしてやる！　大だい盗とう賊ぞくの弟子の弟子だ！　どうだ光栄だろう。……皆みんなに自じ慢まんしていいのよ？」

　じゃあそれでいいです、と敦は云いった。

「おい何をしておるガブ！　又三郎！」階段の上から、野太い声がした。ボスだ。「そこに倒れている兵士は何だ？　お前ら男ばかりで何を戯たわむれておる。どうせ戯れるなら女か宝と戯れんか！　行くぞ！」

　ボスの一いつ喝かつに、敦は返事をして歩き出す。
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　樋口は貨物保管区域の警備詰め所に立っていた。

　狭せまい部屋だ。警備員が三人倒れているせいで、部屋には足の踏ふみ場もない。机には無線機、業務日誌、飲みかけの酒と酒しゆ杯はいが置かれている。壁には業務日誌の棚たなと、貨物の搬はん入にゆうを管理する演コン算ピユ機ータが置かれている。

　三人の警備員達は腹を押さえて倒れており、ぴくりとも動かない。樋口はそんな警備員達を床ゆかの荷物でも見るように見下ろしていた。

　樋口の携けい帯たい電でん話わが鳴った。

『何か判わかったか』ざらついて抑よく揚ようのない、死んだ闘とう犬けんのような声。芥川だ。

「警備詰め所から島の記録を当たりましたが……現在位置どころか、探たん偵てい社員が依い頼らいで来ているという記録すらありませんでした」樋口は演コン算ピユ機ータの画面に目をやりながら云った。

『人じん虎こは記録を残さず島に入ったか。怪あやしめと云っているようなものだ』

「その代わり、興味深い情報を発見しました」樋口は続ける。「少し前、島の地下区画に荷物が運び込まれています。書類の入った鞄かばんです。届け先は地下五階の武器庫」

『それが如ど何うした』

「この島には、地下五階なんて存在しないんです。地下の武器庫も、地下五階も、島の公的な資料では存在しません。そんな場所に、しかも緊きん急きゆうで鞄を運んだとなると──」

『鞄の中身は書類ではない、か。おそらく例のアタッシュケースだろう。──その地下五階へ侵しん入にゆうする手段は？』

「それが、どうやら特別な認証鍵かぎがなくては入れないようです。扉とびらを爆ばく破はして押し入ろうにも、警備装置がはたらいて閉じ込められる仕組みです。……どうします？　正午まであと半刻ほどしかありません。このままでは島の地下で兵器が起動して……」

『この横浜でポートマフィアに入れぬ場所など存在せぬ』電話の芥川は静かに断言した。『考えがある。陸の本ほん拠きよに連れん絡らくし、島の正確な図面を捜さがさせろ。必要であれば黒くろ蜥蜴とかげを動かし、政府関係者を脅おどしても構わぬ。敵は時間だ。急げ』

「すぐにかかります」

　樋口は倒たおれた警備員達をまたいで歩き出した。

『最後にひとつ』電話の向こうで芥川が云った。『それだけの情報が引き出せる警備室ともなれば、大勢が詰つめていただろう。連中を如何いかに無力化した？　銃じゆう弾だんをばら撒まいたのか？』

　樋口は床の警備員達を見て、少し気き恥はずかしそうに云った。「いえ……武力制圧する自信がなかったので、差し入れと偽いつわって酒を飲ませました。今はよく寝ねています」

　電話の向こうで、芥川が小さく笑う声が聞こえた。

『善よくやった。また連絡する』

　そう云って電話は切れた。

　樋口は携帯電話をしまい、床の警備員を眺ながめ、それから小さく飛び跳ねた。

「やった。褒ほめられちゃった」
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　敦達はさらに地下へと降りていった。

　警備員を気絶させたことによる騒ぎは、まだ起こっていない。あたりは海底のように静かだ。いや、実際にここはもう海底なのかもしれない。窓がないために判らないが、これだけ降りたのだから、高度としては水面より下になっているだろう。

『敦、聞こえるか』不意に通信機から国木田の声がした。『探偵社員が総出で島を捜しているが、アタッシュケースの目もく撃げき情報はない。やはりお前達が今いる地下にあると考えるしかなさそうだ』

　敦は唾つばを飲み込んだ。だとすると、自分はあと30分足らずで兵器を発見しなくてはならない。そして兵器がこの近くにあるのなら、犯人の妨ぼう害がいも当然予想される。急ぎつつも、慎しん重ちように探たん索さくを進めなくてはならない。

『もうひとつ。そろそろ無線連絡の限界深度を超こえる。ここから先は俺達と連絡がつかん。どうしても連絡が必要な場合は、その内部にある有線電話を探せ』

　そう云い残し、無線の声は雑音まじりになってやがて切れた。

　ここからは、完全な単独潜せん入にゆうだ。

　地下三階は先さき程ほどとは変わって、いくつもの小部屋が並ぶ、軍ぐん艦かん内部のような構造になっていた。廊ろう下かは狭く、多くの区画に分かれており、見張りをやり過ごすのはかなり難しそうだ。

　しかし、こちらには『壁かべ抜ぬけ』の異能がある。

　何度か警備兵と鉢はち合あわせしそうになりながらも、敦が接近を事前に察知して報しらせ、ボスの異能で別室に逃にげ込む、という方式でやり過ごした。

「よろしいでしょうかボス」不意にビルゴが携帯端たん末まつを覗のぞきながら云った。

「うむ。発言を許す」

「私の予測では、このあたりに電算室があると思われるのです。そこで金庫のロックを解除しなくては、お宝まで辿たどり着けません」ビルゴが携帯端末に表示された概がい略りやく図を見せながら云った。「金庫の壁だけは、厚みがありすぎてボスの異能ですり抜ぬけられませんからな」

「何だと？　そんな話は聞いていないぞ！」

「一ヶ月前からずっと云っておりましたが……」

「そうか。まあいい」ボスは腕うでを組んだ。「さっさと終わらせるぞ。場所は判っておるんだろうな？」

「こちらです」

　ビルゴの案内で、敦達はさらに奥へと進んだ。

　厳重な警備が為なされた正面扉を迂う回かいし、薄うすい壁を選んですり抜け、電算室へと入る。

　〝電算室〟は、敦が想像したよりずっと広く、何もない場所だった。

　探偵社事務所ほどはあろうかという広さの部屋。白く四角い柱がいくつも林立している。大人二人が手を回してようやく囲えるほどの太さがあるその柱は、よく見ると演算装置が組み込まれた中央サー処理機バーだ。それぞれの柱に、小さな画面がついている。

「ここで金庫室のロックを解除します」ビルゴが携帯端末から端子を伸のばしながら云った。「数分かかりますので、お待ち下さい」

「ビルゴさん。僕の目的は地下五階なんだけど」と敦は云った。「そこの情報は手に入らないかな？　それぞれの部屋に誰だれかが入った記録とか」

「……あなた口調変わりました？」ビルゴは眉まゆを器用に段だん違ちがいにしてみせた。「まあ構いませんが……あなたのおかげで、警備兵をあっさりやり過ごせましたからね。金庫室の件が終われば、やってみましょう」

　助かります、と云って敦は部屋の奥へ様子を見に行った。

　電算室はふたつの区画に分かれており、どちらにも警備兵の姿はなかった。精密機器は埃ほこりを嫌きらうし、不ふ審しん者しやを発見したところで暴れる訳にはいかないから、ここは哨しよう戒かい区域に入っていないのだろう。

　入ったのとは別の、さらに奥の電算室に入った時、敦はあっと声をあげた。

　壁一面の硝子ガラスの向こうが、海の中だったからだ。

　水族館で使われるような強化樹じゆ脂し硝子の向こうは、完全に海中に没ぼつしていた。水面から斜ななめに差し込む陽光が水中に縞しま模も様ようを作っている。青と灰色のまじった海中には、沖おき合あいにしかいないであろう大型の魚が悠ゆう然ぜんと泳いでいる。

　自分がどこにいるか、これほど思い知る景色はなかった。ここは島にして世界の常識を覆くつがえす最新船せん舶ぱく、何が起こっても不思議ではない場所なのだ。

「すげえ眺めだなこりゃ」いつの間にか、敦の隣となりにガブが立っていた。「ここを造った奴やつ、絶対バカだろ」

　確かにそうかもしれない、と敦は云いった。

「なあおい、又三郎。お前はさ、何のために盗ぬすみなんかやってんだ？」不意にガブが訊たずねた。

「大事なことのためだ」敦は云った。「この盗みを成功させないと、大勢の人が危険に晒さらされる」

「ほっほう。つまり正義の大だい怪かい盗とう様って訳だ、そりゃあいい」

「信じてないね？」

「信じるさ」ガブはにやりと笑った。「お前は俺の一番弟子でしだからな」

　そういえばそうだった。

「ガブ、君が盗とう賊ぞくをするのは──慥たしか〝ボスと一いつ緒しよにいたいから〟って云ったよね？」

　きっとはぐらかされるだろう、と思いながら訊ねたが、意外にもガブはあっさりと云った。

「そうだ。あの人みたいになりてえんだ。そんな人に逢あったのは、生まれて初めてだからな」

　敦はきょとんとした。

「あの人に逢った時、〝これだ〟って思ったんだ。自分の行きたいトコに行って、自分のやりたいことをやる。そうでなきゃ〝生きてる〟って事にならねえ。それに──」

　ガブは硝子の向こうの海を眺めながら、つぶやくように云った。

「何があってもついてくぞ、って仲間がいりゃあ、大たい抵ていのことはどうにかなるんだよ。そういうモンだろ？　それが俺にとっちゃボスだったんだ」

　敦は茫ぼう然ぜんとして聞いていたが、やがてこらえきれなくなってくすっと笑った。

「なに笑ってやがる！」ガブは顔を少しだけ赤くしながら怒ど鳴なった。「どうせ他ほかの奴には俺の気持ちは判わからねえだろ！」

「いや」敦は微ほほ笑えんで云った。「判るよ」

「ふん。……なあ又三郎。お前にはボスみたいな人っているのか？」

「いるよ」敦は微笑んだ。「無事にここから出られたら、その人の話をしよう。君のボスより変な人だ」

「そりゃねえよ、お前、いくら何でも……」ガブがにやりと笑って言葉を続けようとして、不意に海の向こうを見た。「……何だ、ありゃ？」

　敦はその視線を追って振ふり返った。

　硝子の向こう、果ての見えぬ青黒い海、その中心に──何かがいた。

　気き泡ほうを立てながら何かが落ちてくる──いや、沈しずんでくる。視線をぴたりと敦に据すえ、黒布をゆらめかせて──。

　敦は頭の中が真っ白になった。

　何故なぜ。

　何故こいつがここにいる。

　何故こいつがここにいる！

　視線が合った。

　そいつの唇くちびるが動き、敦に語りかけた。見つけたぞ、と。




　次の瞬しゆん間かん、黒布が閃ひらめき、樹脂硝子をずたずたに引き裂さいた。




　声をあげる間すらなかった。爆ばく風ふうのように叩たたきつける海水が、敦の体を横よこ殴なぐりにさらっていった。

　全身が回転し、どちらが天てん井じようかも判らない。視界は白い泡あわでいっぱいになり、現状を把は握あくすることさえできなかった。

　だが鼓こ動どうは強く、意識はどこまでも研とぎ澄すまされていた。敵てき襲しゆうだ。奴が来たのだ。おそらくは、僕を殺すために。

　芥川。

　人の形をした獣けもの。

　敦は両手を振り回した。柱はどこだ。壁は？　このままではまずい。上も下も判らず、激流に翻ほん弄ろうされるままでは、確実にやられる。体勢を立て直さなくては。迎げい撃げきしなくては。

　しかしそんな意志とは裏腹に、叩きつける膨ぼう大だいな海水は敦の自由を奪うばった。激流が敦の体を木の葉のように嬲なぶり、柱に、壁に、天井に叩きつけた。すでに残り少ない空気が肺から漏もれる。

　がむしゃらに振り回した手の先が何かに触ふれた。扉とびらの把手ノブだ。どちらに回せばいいかも判らなかったが、とにかく虎とらの力で思い切りねじった。バキンと金属が折れる音がしたと思った直後、水圧で扉が破は砕さいされた。

　激流とともに、敦は扉の外へ投げ出された。

　扉の外は廊ろう下かだった。押し流されるようにして、敦は廊下の奥へと転がっていく。

　警報が鳴り響ひびいているのが判った。海水の浸しん入にゆうを検知し、施し設せつが非常態勢に移行しようとしているのだ。まずい。このままでは兵器を捜さがすどころではなくなる。

　盗賊団の三人は無事だろうか？　一いつ瞬しゆんそんな考えが頭をよぎった。だがどうすることもできない。

　殺気がもうすぐそこまで来ているからだ。肌はだが粟あわ立だった。

　ここは侵しん入にゆう困難な金貨エリア。探たん偵てい社でも侵入は難しく、盗賊の壁かべ抜ぬけに頼たよることになった。でも芥川は、海側から硝子を切断するという離はなれ業わざで軽々とここに侵入してみせたのだ。

　敦は虎の爪つめを壁に突つき立てた。廊下へと流れる海水は、今は腰こしあたりまでの高さしかない。それでも水圧の勢いは脅きよう威いで、下半身が後方にもぎ取られそうになる。虎の爪を立てた壁が削けずられていき、平行な四筋の長い爪つめ痕あとが描えがかれた。

　その直後、肩かたに衝しよう撃げき。

　黒い布が光線のように飛来してきて、敦の肩口を削っていった。鮮せん血けつが海水に吞のまれ、遅おくれて痛みがやってくる。

　衝撃で手を離してしまい、敦はさらに後方へと流される。しかしその体が急停止した。何かが腕うでを摑つかんでいる。黒い何か──確かく認にんするよりも早く、本能的な恐きよう怖ふが襲おそった。激流に押し流されたほうがまだましだ。奴に摑まれたら終わりだ。

　腕の虎化を解除し、腕を引いて黒布の拘こう束そくを抜ける。廊下がＬ字形に曲がっていたらしく、押し流される勢いで背中が壁に叩きつけられた。おかげで勢いが削そがれ、周囲を見る余よ裕ゆうが出てくる。

　視線の先に、そいつは立っていた。自在に動く黒布を壁や天井に突き刺さして、体を固定させている。海水の奔ほん流りゆうなど存在しないかのように微び動どうだにしない。敦を見すえ、敦に殺気を放射している。

「芥川……！」

「賞賛に値あたいするぞ人じん虎こ」激流のすさまじい音の中でも、その乾かわいた声は何故かよく響いた。「何度も僕やつがれに殺されかけながら、なお死なず僕やつがれの前に立ちはだかる。その強きよう靭じんさ、その運、僕やつがれへの試練に相応ふさわしい」

　放射される絶対的な殺気。激流の地下とは別のところに一人だけいるかのような涼すずしげな表情。

　逃にげなくては。距きよ離りを取らなくては。こんな風に狭せまくて長い廊下は、奴の王国だ。

　芥川の外がい套とうが蠢うごめく。布から一いつ匹ぴきの黒こく獣じゆうが現れる──いや、厚みのないはずの布そのものが、立体の獣に変化しているのだ。芥川の異能は銃じゆうも火も効かず、絶対に破は壊かいできない。攻こう撃げきは回かい避ひするしかないが──。

　黒獣が廊下を埋うめ尽つくすように殺さつ到とうしてきた。

　敦は壁を蹴けって廊下の奥に回避。黒獣の牙きばはそのまま壁をえぐり、大たい砲ほうが着ちやく弾だんしたかのような巨きよ大だいな傷きず跡あとを残していく。

　黒獣が追ってくる。水のあふれる床ゆかを走っていては足をとられると判断した敦は、虎化した手て脚あしを壁に突き立て、四足歩行獣のように壁を駆かけて逃げる。

　芥川と戦ってはならない。不利な地形、不利な距離では絶対に勝てないし、勝てたとしても期限の正午に間に合わなくなる。

　しかし、さらなる絶望が敦を襲った。逃げる前方に、隔かく壁へきが閉じつつある。おそらく地下に海水の侵入を防ぐために設置された、自動安全機構なのだろう。だが──。

　敦はさらに加速して駆けた。このままでは逃げ道がなくなる。行き止まりに追い込まれたところを、廊下を埋め尽くすほどの黒布で攻撃されたら、虎の手脚では防ぎきれない。

　隔壁は下から上へとせり上がっている。もう残された幅はばは１米メートルもない。間に合うか。間に合わなければ死だ。あと少し──。

　急に体が減速した。つんのめって壁に叩きつけられる。脳が揺ゆれ、視界が一瞬真っ白になる。

「がっ……」

　視界の端はしに見えた。壁から生えた黒布が、敦の足首を縛しばっている。

「逃げる虎を狩かるのも風流だが、背中ばかり眺ながめるのも詰つまらぬ」

　背後で芥川が云いった。

　足首の黒布が蛇へびのように脚を上ってくる。このまま胴どう体たいに巻き付かれたら、心臓を刺されて終わりだ。

　敦は虎化していた脚を元に戻もどし、拘束が緩ゆるんだ隙すきに壁を蹴って黒布から脱だつ出しゆつした。海水の満ちた床に落下する。

「相変わらず逃げの判断だけは早いな人虎」芥川が静かな表情で迫せまってくる。「だが逃げ場は消えた。戦え」

　芥川の云う通りだ。隔壁はすでに閉じてしまった。あるのは狭い袋ふくろ小こう路じの廊下だけ。

　黒布が二筋、投なげ槍やりのように飛来した。

　敦は虎の両りよう腕うでを掲かかげて黒布を防ぼう禦ぎよ。世界のどんな刃は物ものよりも鋭するどい黒こく刃じんが虎の毛皮の上を滑すべり抜けていく。銃じゆう弾だんを容易に弾はじく虎の毛皮をもってしても芥川の攻撃を防ぎきれず、白い獣じゆう毛もうが数本宙に散った。

　芥川の異能と拮きつ抗こうしうるのは虎の手脚だけだ。胴体や顔に黒刃の一いち撃げきを受ければ、即そく座ざに致ち命めい傷しようとなる。それを避よけ、この袋小路で活路を見いだすには、虎の腕の届く範囲レンジ──すなわちお互たがいを摑みあうような至近距離での接近戦に持ち込むしかない。

　だが、廊下を埋め尽くすほどの攻撃を撥はねのけ、芥川に接近するなど不可能だ。

「死を想おもえ。それは貴様の傍そばにいる。死に許しを乞こえ。それは貴様を待っている。海の果て、地の底で朽くちるのが貴様の死だ。──悪くない気分だろう？」

「こんな島まで僕を追って来たのか」敦は震ふるえる声で云った。「そんなに僕が憎にくいか」

「憎しみではない。貴様を引き裂かねば僕やつがれは先へ進めぬ」

　敦はじりじりと後退した。接近しなければ勝機はないが、芥川との間に広がる空間はすべて絶対的な致死キル空間ゾーン。

　正面からは戦えない。何か隙を作らなければ──。

「太宰さんもこの島にいるんだぞ」

「知っている。故ゆえに──太宰さんの為ためにも、貴様の首を刎はねねばならぬ」

　芥川が前に出る。敦は一歩下がる。

　背中が壁にぶつかった。水密隔壁だ。これ以上退さがれない。

　芥川を言葉で説得するのは不可能だ。切り刻まれる覚かく悟ごで前に出るしかない。

　敦が姿勢を低くする。敦の目に闘とう志しが宿るのを見て、芥川がうっすらと微ほほ笑えむ。

　敦の脚に力が籠こもる──。

　いきなり、背中の隔壁から腕が生えた。

「愚おろか者が！　こっちだ、来い！」

　腕が敦の襟えり首くびを摑み、壁のほうへと引っ張る。何が起こったか理解する暇ひまもないまま、敦は隔壁をすり抜けた。

　濡ぬれた音を立てて転がる。襟首を摑んでいるのは、ボスの太い腕だった。

「あんな異能者に向かっていく阿あ呆ほうがあるか！　戦って勝つのは盗人ぬすつとではない、盗人は戦わず盗ぬすむのだ！　俺の部下失格だぞ又三郎！」

　ようやく何が起こったか理解した。異能を使い、ボスが敦を隔壁のこちらへと引き抜いたのだ。隔壁の厚みなど確認していなかったから、予想すらしていなかった。

　隔壁の厚み──。

「奴やつはまだ来ます、ボス！」敦は叫さけんだ。「あいつなら、厚み５糎センチの鉄隔壁なんて簡単に引き裂さく！　逃げないと！」

「元よりそのつもりだ。行くぞ！」

　ボスは敦を軽々と小こ脇わきに抱かかえ、近くにあった部屋のドアをすり抜けた。すぐ背後で、隔壁がばらばらに切断される音と、壁の断だん片ぺんが水流に落下する音が響いた。芥川が追って来たのだ。

　逃げた先は、配管補修用の細い通路になっていた。ボスの巨きよ体たいでは、体を横にしなくては通れない。ボスは次の扉を見つけてはくぐり抜け、さらに奥へと走った。いくつもの壁と扉を抜け、建物の奥へと。

　やがて、地下四階へと続く階段あたりでボスは敦を下ろし、激しく息をついた。

「あ奴は知り合いか？」輝かがやく頭の汗あせをぬぐいながら、ボスは訊たずねた。

「はい……」敦も息を整えながら答えた。「芥川。裏社会の異能者です」

「貴様は見かけより過激な友人を持っておるなあ、又三郎」ボスは顔をしかめた。「俺はこれからガブとビルゴを回収しに行く。二人共鍵かぎのかかった部屋に押し込んでおるから、殺されておる心配はなかろう」

「僕は……」敦が何か云うより早く、

「貴様は先に行け。どうせ警備もこの地下三階に押し寄せる。最下層は手て薄うすになる。俺達はしばし様子を見てから、再び獲え物ものを頂きに向かうとしよう」ボスがにやりと笑った。「そうだ、ひとつ思い出した。ビルゴを助けた時に云っておった。〝つい先さき程ほど、地下五階の武器庫に誰だれかアタッシュケースのようなものを持ち込んだ形けい跡せきがある〟──役に立つか？」

　地下五階の武器庫。やはりそこが、兵器の隠かくし場所なのだろう。

「ありがとうございます」

　敦は立ち上がった。芥川の狙ねらいは自分だ。ボス達が逃げるなら、無理に彼らを攻撃はしないだろう。それより一刻も早く兵器を停止させなくては。

　階段の下へと歩いて行こうとする時、「おい又三郎」と呼び止められ、敦は振ふり返った。

「何でしょう」

「お前の本名は何と云う」

　敦は虚きよを衝つかれて黙だまった。

　それから少し考え、口を開いた。

「敦です」

「敦」ボスはにやりと笑った。「無事に戻ったら教えてもらおう。お前が盗みをすると偽いつわってまで、何をしにここに来たのかをな」

　──ばれている。背筋が冷えた。ボスにはお見通しだったのだ。

「行け敦。死ぬなよ」

「……はい！」

　敦は地下へと駆けだした。
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　地下四階まで来ると、何か巨大な機械が唸うなるような、うおんうおんという音が耳につきはじめた。

　このあたりの深さまでくると、壁の向こうは島を動かすための機関部になっているのだろう、と敦は予測をつけた。作戦の前に目を通した資料では、このあたりの深さにあるのは島に浮ふ力りよくを与あたえるための空気バラス貯蔵室トルームと、波力発電のタービンと兼けん用ようになっている回転翼プロペラのはずだ。

　地下四階は静かだ。何人か拠きよ点てんを守るように立っている兵士はいるが、見回りに歩いている兵士は見かけない。ほとんどは地下三階の騒さわぎの応おう援えんに駆かけつけているのだろう。何しろ硝子ガラスが破れて海水と一いつ緒しよに何者かが浸しん入にゆうしたのだ。今ごろ警備本部は上を下への大騒ぎになっているはずだ。別の階にまで注意を払はらう余よ裕ゆうはない。期せずして、芥川の襲しゆう撃げきが陽動のような効果をもたらしたことになる。

　地下四階は、今までの階のどことも雰ふん囲い気きが違ちがっていた。そこは窓のないオフィスビルのような内装だった。会議室に執しつ務む室、庶しよ務む室に書類室。この島はかなりめちゃくちゃな造りになっているな、と敦は改めて思った。まるで各階ごとに全然別の工場が何の話し合いもせずに勝手に造り、後でそれを継つぎ接はぎのように組み合わせたようだ。

　会議室らしき部屋の横を通りすぎる時、ちらりと室内の時計が目に入った。11時45分。あと15分しかない。だが目的の地下五階はもうすぐだ。何とかなるだろう。

　ふと気になって、その会議室の中の様子を覗のぞき込んだ。

　中は無人だ。入口を除く三面の壁かべは、巨きよ大だいな画面になっている。中央に円えん卓たくが据すえ付けられ、その中心には電話や集音器、通信端たん子しらしきものが並べられていた。同じものが三つ、それぞれの壁に向けて置かれている。壁の画面は今は電源が切られており、真っ暗になっている。それぞれの画面の右上には小さく国旗が貼はり付けられていた。三つの国旗──英国、仏蘭西、独逸だ。

　三国が共同統治する島──敦は改めてこの島の成り立ちを思った。この部屋は何だろう？　巨大な画面は何に使うものなのだろう。その前に、そもそも〝金貨エリア〟とは何なのだろう。何故なぜこんなにも厳重な進入制限がかけられた領域があるのだろう。

　しかしその疑問は敦の脳の表面を滑すべり去っていった。大事なのは今から15分の時間だ。おそらく今、世界で最も重要な15分だ。敦は頭に生じた疑問を振り払い、耳と脚あしに意識を集中した。

　地下五階への階段は、ほどなく見つかった。

　今いま更さらながら、それぞれの階の階段が連続して設置されていないのは、随ずい分ぶん不親切な造りだ。何かの用事で地下二階から地下五階まで降りようと思ったら、相当長い道のりを進まなくてはならない。おそらく警備上の理由でわざとそうされているのだろう。ここは利便性よりも、外敵が入りづらく、出にくいようにするための施し設せつなのだ。

　階段の踊おどり場で声がしたので、敦は素す早ばやく身を隠した。四人ほどの兵士が何やら言葉を交かわしている。そのうち一人に見覚えがあった。大たい佐さだ。こちらには気づいていない。大佐は部下に短く命令を下していた。それから兵士達は銃じゆうを構え、隊列を組んで階段を上って廊ろう下かの向こうへと消えた。

　敦は息を吐はいた。彼らと正面からやり合うのは無む謀ぼうだ。気配を悟さとられないよう、静かに地下五階へと降りる。

　降りてすぐ、敦は壁にぶつかった。

「これは……」

　それは比ひ喩ゆではなく物理的で、実際的な壁だった。

　地下五階へ降りてすぐ、目の前を隔かく壁へきが塞ふさいでいたのだ。

　敦は壁を触さわってみた。少し前に見た、浸しん水すいを防ぐための隔壁だ。芥川の騒そう動どうで、安全装置が働いて自動的に閉じたのかもしれない。しかしひとつ前の地下四階には隔壁はなかった。とすると、こちらの動きが察知されたのか。

　隔壁への対策を考えるより先に、問題は解決した。

　まるで自動扉とびらのように、敦の目の前で隔壁が開いたのだ。

　敦は驚おどろいて飛び退のいた。敵の罠わなかと思ったが、隔壁が開いた先には誰もいない。

　偶ぐう然ぜんにしては機タイミングがよすぎる。おそらく太宰か、あるいは盗とう賊ぞく団の誰かが隔壁を外部操作したのだろう。原因は不明だが、前に道ができた以上、進まない訳にはいかない。

　敦は足音を殺して進んだ。

　地下五階──秘密の島の最深部──は、これまでのどの階層とも違っていた。

　まず見張りがいない。これまでの階層もそれほど多くなかったが、この階は一いつ切さいいない。機械の唸りのほかには何の音もしない。施設内の造りは、軍事基地の内部のように見えた。

　そして廊下から入れるすべての扉が、固く閉とざされている。頑がん強きような防ぼう火か扉とびらで、薄うすい紙一枚挟はさむ隙すき間まもないほどぴっちり閉じられている。小窓すらなく、中がどんな部屋なのか判わからない。加えて扉の外見がどれも全く同じで、見分けがつかない。

　まずいな。敦は独りごちた。アタッシュケースは武器庫に持ち込まれたという話だったが──これではどこが武器庫なのか判らない。

　もう時間がない。この部屋をすべて調べ、兵器を見つけ出すのは絶対に不可能だ。──どうする？

　時として、疑問は別の疑問で解決されることがある。推理小説で、ひとつの疑問の解決が新たな疑問を生むように。敦はその時、そんなことを思った。

　敦のすぐ横の扉が、ひとりでに横に開いたのだ。

　敦はぎょっとして飛び退いた。

　開いた扉の奥には誰だれもいない。誰かが内側から開いた訳ではない。奥は暗くてよく見えない。敦は何か罠の作動を警けい戒かいしたが、扉が開く音以降、あたりには何の物音もしない。島の機関部が遠くで唸る音が聞こえるだけだ。

　さっきの隔壁と同じだろうか？　太宰あたりが、敦のために扉を開いたのだろうか。あるいは電網潜りハツカーの花袋が防ぼう壁へきを突とつ破ぱし、島に電子的な侵しん入にゆうを果たしたのだろうか。いずれにしても、することはさっきと同じだ。他ほかに選せん択たく肢しがない以上、ある道を進むしかない。

　敦は部屋へと入った。

　そこは一見、武器庫には見えなかった。何の部屋にも見えない。狭せまく四角い部屋で、天てん井じようには小さな間接照明があるのみ。壁には金かな網あみがかけられ、銃に似てはいるものの見た事のない奇き妙みような機械がいくつも吊つり下げられている。

　しかし敦の注意は、部屋の内装には向かなかった。敦の視線は部屋の中央、机の上にあるモノだけに注がれていた。

　黒いアタッシュケース。

　外周を金属で補強されただけの、地味で実際的な外装。大きさは敦が手を回せば外周を囲めるほど。頑がん丈じようで高級だが、街で見ても特に目を引くほど特とく殊しゆではない。

　敦はアタッシュケースを手に取った。軽い。中に金属の部品が入っているような感かん触しよくはあるが、虎とらの力を使わずとも軽々持ち運べる程度には軽い。

　問題は、これをどうすべきか、だが……。

　最も確実なのは、太宰に中を開けてもらい、内にある映写機カメラに触ふれてもらうことだ。太宰の異能は、触れたあらゆる他の異能を無効化する。中の異能兵器も、まず間ま違ちがいなく解除してもらえるだろう。

　次に確実なのは、この兵器の開発者であるウェルズを探すことだ。開発者である彼女なら、この兵器の解除方法を知っているはずだ。

　敦はアタッシュケースを提さげ、来た道をそっと戻もどりはじめた。
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　敦は廊下を駆け抜ぬけた。

　ここからは正確さより速度、隠おん密みつ性より突とつ進しん力がものを云いう段階だ。多少荒あらっぽい手を使っても、敵の防衛網もうを抜ける必要がある。どうせ地上に戻るには、大騒ぎになっている地下三階を通るしかないのだ。静かさはあまり意味を持たない。

　敦は階段を駆け上り、地下四階へと戻った。水が浸水したのか、いくつか隔壁が閉じている地点がある。上へと戻るための最短距きよ離りはそのために塞がれてしまっている。別の道を使って戻るしかない。

　廊下の角を曲がり、さらに走ったところで、敦は急停止した。

　前方に兵士。後ろを向いているために、こちらには気づいていない。敦は素早く身を翻ひるがえし、物もの陰かげに隠かくれる。

　どうする。ボスがいない以上、壁かべ抜ぬけでやり過ごすことはできない。別の道を探すこともできるが、あまり遠回りしすぎると道を見失って迷う可能性も出てくる。

　太宰ならこんな時どうするだろう。国木田なら？　探たん偵てい社の他の社員なら？

　相手は一人。背を向けて油断している。

　強きよう行こう突とつ破ぱだ。

　敦はアタッシュケースを、床ゆかを滑るようにして投げた。

　アタッシュケースは兵士の脚の間をすり抜けて前方へと滑っていく。いきなり現れたケースにぎょっとした兵士が、何事かと滑るケースを目で追う。

　その背中に、敦が組み付いた。

　右みぎ腕うでを相手の首に回し、三角形にした腕の内側で相手の頸けい動どう脈みやくを絞しめる。左腕は相手の首の後ろを押さえるように回し、腕を完全に固定する。敦より兵士の背が高いため、兵士の背中に飛び乗って背負われるような格好になる。

　兵士は拘こう束そくを引きはがそうと何度か敦の腕を搔かきむしったが、敦は腕の力を緩ゆるめなかった。一度完全に極きまった裸はだか絞じめは、そう簡単には外せない。

　兵士は何度か敦の腕や耳あたりを摑つかもうと暴れていたが、やがて力を失って地面に倒たおれた。

　喉のどの気道を狙ねらって窒ちつ息そくさせれば殺害も可能な技わざだが、今回のように頸動脈を狙って絞めれば殺すことなく気絶させることができる。探偵社で仕事を続けるにあたり、国木田から叩たたき込まれた技のひとつだった。

　敦は倒れた兵士を横目で見てから、床のアタッシュケースに手を伸のばした。

　把とつ手てを摑む。

　その直後──肩かたに猛もう烈れつな衝しよう撃げきを感じて、敦は吹ふき飛ばされた。

　全身の骨に響ひびくような衝撃。撃たれた、と気づいたのは、半回転して床に仰あお向むけに倒れた後だった。

　視界が白く染まって何も見えないうちに、大きく重い足の裏に肩を踏ふまれた。

「標的、ダウン！」

　防ぼう弾だん面マスク越ごしのくぐもった声。

　目を開けると、小しよう銃じゆうを構えた武装兵が三人、敦を取り囲んでいる。一人が敦の肩を踏んで押さえている。

「予定ポイントＡにて、標的を確保。標的は銃弾を受けましたが、まだ生きています」

　兵士が無線で仲間へと報告していた。

　やられた。

　待ち伏ぶせだ。

　敦の通り道を予測して、最初から銃口を向けて待っていたのだ。思えば隔壁が閉じていて退たい却きやく路を変へん更こうせざるを得なかったのも、隙すきだらけの兵士が背中を向けて立っていたのも、このための罠だったのだろう。

　アタッシュケース。

　どこだ。あれを止めなくては。

　視界の隅すみ、少し離はなれた床の上に、黒いアタッシュケースが転がっているのを見つけた。四百万人の命が懸かかった兵器。

　手を伸ばそうとすると、撃たれた傷と、靴くつ裏うらに踏まれた肩に激痛が走った。

「ぐうっ……！」

「動くな」兵士が感情のない声で云った。「この区域に侵入した者には射殺許可が出ている。抵てい抗こうすれば即そく座ざに撃つ」

「それどころじゃ……ない！」敦は歯を食い縛しばって呻うめいた。「あのケース……テロリストの兵器だ……止めないと……！」

「成る程ほどのう。これがテロリストの狙いの品か」

　ふと、聞き覚えのある声がした。

「テロリストも考えたものよ。兵器を奪うばうため、あえて部下を地下に送るとは……一いつ匹ぴき狼おおかみの奴やつらしからぬ手管じゃ。しかしそれにうまく騙だまされてしもうた」

「大たい佐さ」敦は相手の顔を見てつぶやいた。

「どこかで会ったことがあるかな、少年？」大佐は片方の眉まゆを持ち上げた。「儂わしの顔まで把は握あくしておるとは、テロリストにしては随ずい分ぶんとよい情報源を確保しておると見える。困った時代じゃ」

　大佐は拳けん銃じゆうを抜いた。

「さて──我々はテロリスト〝未来を知る男〟を捕ほ獲かくすべく、警けい戒かいを強めておった。その時機密区域の地下三階で騒さわぎが起こり、さらに監かん視しカメラの映像が改かい竄ざんされ機能していないことが判わかった。それに気づいたのはつい今しがた、何故なぜか監視カメラが正常に戻り、そのアタッシュケースを持って地下四階を移動している貴様が映ったからじゃ。さて──何か云いたいことはあるかのう、テロリストよ？」

　何故か監視カメラが正常に戻った？　それで兵士達が待ち伏せしていたのか？──いや、そんなことを考えている場合じゃない。

「僕はテロリストじゃない！」敦は叫さけんだ。「テロリストの目的は、そこにあるケースを使って、このあたり一帯を吹き飛ばすことだ！　時間制限は正午。それまでにケースの中の兵器を解体しないと……！」

　敦は素す早ばやく頭を回転させた。組織化された軍がこのケースを護衛している限り、犯人は兵器に手出しできないはずだ。

「僕のことはいい。とにかくその兵器を守って下さい！　常に複数人で護衛して、万一襲しゆう撃げきを受けたら迷わず海に捨て──」

「年寄りにそういくつも同時に云うものではない」大佐はなだめるように云った。「つまりこういう事かのう？　テロリストがこの兵器を使って、このあたり一帯を吹き飛ばす。だからその前に地下五階から兵器を持ち出し、安全な場所に運ぼうとした、と」

「そうです」敦はうなずいた。

　その直後、頭に刺さすような痛みが走った。敦ははっとして顔を上げた。

　すぐに気がついた。これは物理的な痛みではない。内側から生じた痛みだ。何か強い感覚が、敦の頭を内側から押しているのだ。

「勘かん弁べんしてほしいものじゃのう……折せつ角かくテロリストの部下を捕とらえたと思えば、さらに訳の分からぬ情報が増えてしまうとは」大佐は顎あごを搔いた。「貴様が噓うそやその場しのぎのでたらめを云っておるようにも見えん。しかし本国にどう説明したものか……」

　痛みの正体は、違い和わ感かんだ。

　強い違和感が、敦の頭の中で気き泡ほうのように生じ、それが敦の無意識下に何かを訴うつたえている。

　何だ？　敦は考える。何か妙みようだ。自分には太宰のような計略の頭脳はない。だがこの事件のあらゆる出来事を、常に一番前で目もく撃げきしてきた。だからこそ、頭の回転の速さとはもっと別の深い場所で、それは痛みとなって敦に何かを教えようとしている。

　地下五階。

　確かに大佐はそう云った。

　そして、監視カメラの改竄に気づいたのは、アタッシュケースを持って地下四階を歩いている僕を見つけたからだ、とも。

　つまり──このアタッシュケースが地下五階にあったことは、大佐は知らないはずでは？

　では何故大佐は、地下五階と断言したのか。

　敦は大佐を見た。

　大佐も敦を見た。

　一いつ瞬しゆんだけお互たがいに視線を交かわし、大佐と敦はお互いの心理を読み取った。敦は大佐の精神が硬こう化かしていくのを見た気がした。

　大佐も敦の表情から、危険な何かに気づいたことを読み取ったようだ。大佐の目には、さっきまで見えなかったものがはっきりと光っていた。冷たく酷こく薄はくな、裏切り者の光。

　まずい。

「全員、銃を下ろせ」不意に大佐が兵士達に命じた。

「駄だ目めだ！」敦は反射的に叫んでいた。「下ろすな！」

　兵士は何の疑問もなく、上官の命令通りに銃を下ろした。そして次の命令を待った。

　次の命令の代わりに、大佐は拳銃を抜ぬき、弾丸を部下に撃ち込んだ。

　喉を撃ち抜かれた部下達は、指を動かす間すらなく倒れた。

「なっ……！」

　続いて、何か動作をしようとした敦の胴どう体たいに弾丸が撃ち込まれた。とっさに身をひねって急所を外そうとしたが、弾丸は右胸、肺の近くを貫かん通つうした。敦は声にならない叫びをあげた。

「大きな事を為なす時は、何が起こるか判らんもんじゃ」

　大佐は拳銃の残弾を確かめ、弾倉を捨てて新しい弾倉を拳銃に装そう塡てんした。

「花火を上げる時間まで知られておるとはのう。噂うわさに聞く島の〝守護者〟の加護か──あるいはもっと妥だ当とうなところで、何か異能の類たぐいを使つこうたかのう？」

「く……」

　敦は血の味のする喉のどで呻いた。肺が熱い。両りよう腕うでがまるで動かない。だが、何とかしなくては。このままでは──。

「……儂は異能者ではないが、かつて部下の中には異能を操あやつる者もおった。やはり人の理ことわりを外れた強さを誇ほこり、戦場では英えい雄ゆうと呼ばれておったよ。もう死んだがのう。……英雄は皆みな早死にする」

　大佐は慣れた手つきで拳銃の遊底を引き、薬室に弾を送り込んだ。

「何故……何のために……」
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　呻く敦を、大佐は静かに見下ろした。

「それを説明する気はない」

　大佐の声は、どこまでも冷え冷えと響いた。

「云いっても判らんよ。ただ──深く寝ねている者の目を覚まさせるには、大きな音を立てるしかない。──それだけじゃ」

　大佐はアタッシュケースを持ち上げ、鍵かぎに手をかけた。

　まずい。

　ここで兵器を使う気だ。

　敦は起き上がろうとした。叫んで飛びかかろうとした。だが代わりに漏もれたのは、泡あわが破は裂れつするような音と、唇くちびるを汚よごす吐と血けつだけだ。

「まだ動けるのか」大佐が拳銃を床ゆかの敦に向けた。「苦しませてすまんのう」

　弾丸が敦の喉に突つき刺さった。
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　痛いのは嫌きらいだった。

　物心ついた頃ころから、敦の周りには痛みがあふれていた。突き刺す痛み、殴なぐられる痛み、手が凍こごえる痛み、頭の痛み、空いた腹の痛み。それらの痛みはいつも衣服のように敦にまとわりつき、敦の身体からだの輪りん郭かくを際きわ立だたせた。痛みによって敦は自分を自分と認にん識しきした。それ以外に自分が何者かを認識する方法を知らなかった。

　探たん偵てい社に来て、痛みの質は変化した。数は減った。惨みじめさもなくなった。その代わり、必要性というすさまじい圧力が敦の体をずたずたに引き裂さいた。

　肩かたを裂かれ、胸を貫つらぬかれ、あげくには脚あしを食いちぎられた。魂たましいが消えるような痛みだった。だがそれでも敦は耐たえた。耐える価値のある痛みだったからだ。そうしようと思えば、自分がどこまでも痛みに対し頑かたくなに抵てい抗こうできることを、敦は知った。

　僕の中には獣けものがいる、と敦は思った。それは比ひ喩ゆではない。本当に獣がいる。そいつが今、咆ほえ、喰くい散らかし、暴ぼう虐ぎやくのままに暴れている。どういう訳かそいつは傷というものを否定する力があるらしい。治ち癒ゆではない。回復ではない。否定だ。そいつが傷を否定できるのは、多分、僕の生まれと無関係ではない。十年以上も纏まとってきた痛みの衣ころもと無関係ではない。

　獣は──虎とらは、僕の何かが表出した姿だ。何かはまだ判らない。だが、そいつが立てと咆えれば、僕は立たない訳にはいかない。

　そいつが傷を否定すれば──僕の傷が消えない訳にはいかないのと同様に。




　敦は跳はね起きた。胸の傷口はすでに出血が止まっている。喉の弾だん痕こんからは流血はあるものの、行動に支障があるほどの傷ではない。

「何……!?」

　大たい佐さは拳けん銃じゆうを構え、撃うった。一発が敦の太ふと腿ももに着弾し、肉を削けずる。神経を鋸のこぎりでかき回すような激痛に呻うめくが、動けなくなるほどではない。

　敦が前進する。犬歯をむき出しにして。その気き迫はくに気け圧おされたように、大佐が後退する。

　敦は手脚を虎化させた。筋肉が爆ばく発はつ的てきに膨ぼう張ちようし、白い虎毛が逆立って波打つ。

「貴様も異能者か……！」

　大佐は拳銃を撃ちながら退たい却きやくした。敦は腕うでを掲かかげて銃弾を防ぼう禦ぎよする。

　大佐はアタッシュケースを持ったまま廊ろう下かを曲がって見えなくなった。今見失えば、すぐに兵器を起動されてしまう。敦は脚の痛みを無視し、大佐の後を追った。

　ごうん、と不ふ吉きつな音がした。急いで廊下を曲がると、大佐と敦との間に隔かく壁へきがせり上がろうとしている。大佐が壁かべの操作盤ばんで手動入力したのだろう。

「逃にがすか……！」

　虎の毛が逆立つ。筋肉が縒より合わせた鉄線のような音をたて、敦の体を加速させる。一歩、さらに一歩。隔壁は下からせり上がり、すでに半分ほど廊下を埋うめている。傷口が泡をたてて塞ふさがっていき、歩みが走りに、走りが疾しつ走そうになる。

　敦は跳ちよう躍やくした。

　ほとんど閉まりかけていた隔壁の隙すき間まに、走り高たか跳とびの選手のように体をねじりながら、敦は跳んだ。天てん井じようをこするようにして隔壁を飛び越こえる。

　隔壁を抜けた瞬しゆん間かん──敦は失敗に気がついた。

　しまった。

　さっきまで大佐がいた場所に、誰だれもいない。アタッシュケースだけが置かれている。

　大佐は──敦のすぐ真下にいた。

　隔壁に身をつけて、拳銃を構えている。

「ようこそ」

　言葉と同時に、敦に弾丸が全弾撃ち込まれた。

　回かい避ひ不能な空中で弾丸を撃ち込まれ、敦の胴どうから鮮せん血けつが散った。天井に血が飛び散る。

　さらに空中で失速した敦の脚、膝しつ下かあたりに、隔壁がめり込んだ。

「ぐああああああああっ!?」

　顎あごが閉じられるように、隔壁が天井で閉じる。さしもの虎の脚も、水圧の侵しん入にゆうに耐えるように設計された水密隔壁が天井を嚙かむ力には抗あらがいようがない。

　脚の骨がへし折られ、肉がすり潰つぶされる音が天井に響ひびいた。

「横浜は魔ま都とと聞いていたが」大佐が弾倉を交こう換かんしながら云った。「このような少年が異能を持ち、計画の阻そ止しにここまで迫せまるとは」

　敦は片脚を隔壁に〝喰くわれた〟まま、ぶらんと壁にぶら下がった。どうにか脱だつ出しゆつしようともがくが、なまじ虎の脚が強きよう靭じんなために、引きちぎって進むことすらできない。

「この区画が何のためにあるか知っておるか？」大佐はアタッシュケースに手を伸のばしながら云った。「この島はそもそも、大戦の和平のために造られた。争い、殺し合い、やがて何のために戦いはじめたのかすら忘れてしまった狂くるえる三国が、塵ちりほど残った正気で造りあげた和平交こう渉しようのための島じゃ。しかし……」

　大佐は床に座り、アタッシュケースの鍵に手を伸ばした。

「彼らは判っておらぬ。書面と握あく手しゆだけでは戦争は終わらぬ。あの地じ獄ごくで起こされたあらゆる悪夢、あらゆる邪じや悪あくを白日に晒さらさねば……部下の魂は救われぬ」

「よせ……やめろ……」

　敦は呻く。

「正午は、部下への攻こう撃げき命令が出された時間じゃ。味方からのな。幕ばく僚りよう本部の奸かん計けいによって裏切り者にされた部下達は、逃とう亡ぼうし、兵士の偽物ミミツクと呼ばれながらこの横浜に流れ着き、失意のうちに死んだと聞いておる。……儂わしならばかの奸計を止められた。なのに何もせなんだ。これはその贖しよく罪ざいじゃ」

　痛みに染まる視界の中で、敦は言葉にならない叫さけびをあげた。

「貴君らに罪はない。だが、巨きよ大だいな花火を以もつてせねば、儂の言葉は塗ぬりつぶされる。──兵器の起き爆ばくと同時に、死んだ部下達の真実が世界へ公表される手て筈はずじゃ。多くの国が軍ぐん閥ばつを置く横浜租そ界かいごと吹ふき飛ばせば、さしもの各国政府ももみ消せん」

　もはやこの人に言葉は通じない。

　他人には決して判わからない理由のために、この人は死ぬ気なのだ。四百万人の人々と共に。

　止めなくては。

　たとえ脚がちぎれようとも。

　敦は両手を壁につき、前へと進もうとする。骨と腱けんがめりめりと音をたてる。だが大佐は敦の行動を見て寂さびしそうに笑い、アタッシュケースに手をかけた。

　駄だ目めだ──。

　金具が開かれ、アタッシュケースが開かれる──。




　アタッシュケースから白はく煙えんが噴ふん出しゆつした。




「!?」

　敦と大佐が、同時に驚おどろきの声をあげた。

　何かの仕し掛かけが作動し、内部に封ふう入にゆうされていた瓦ガ斯スが噴ふき出したのだ。予期せず噴出した瓦斯はたちまち大佐を吞のみ込んだ。大佐が咳せき込む。

「莫ば迦かな……これは、違ちがう……!?」

　何が起こっているのか判らない。廊下を包んだ白煙は、すぐに敦にまで到とう達たつした。鼻び腔こうから瓦斯を吸い込んだ敦は、すぐに意識がゆらめくのを感じた。

　毒瓦斯。これは──昏こん睡すい性の瓦斯だ。

　まさか──。

「やれやれ。万一のために手を打っておいてよかったよ」

　煙けむりの向こうで声がした。聞き慣れた声だ。この声は──。

「太宰、さん……？」

　朦もう朧ろうとする意識の中で、敦は隔壁が動く音を聞いた。脚あしに喰らいついていた隔壁が開きはじめ、解放された敦が床ゆかへと落ちる。

「犯人は島の上層部の人間……それはかなり早期に予測できていた。だがそうすると、兵器は犯人本人でないと決して手に取ることができない場所に隠かくしている可能性が極きわめて高い。だから使ったのだよ。〝餌えさ〟をね」

　勝手に開いた地下五階の隔壁と、武器庫の扉とびら。あまりに簡単な入手。それに突とつ然ぜん回復したという、監かん視しカメラの映像。

　すべては太宰の計画だったのだ。敦に偽物を持ち出させ、それを犯人にわざと奪わせる。

「敦君、少し休むといい。後は任せておき給たまえ」

　敦の意識が急激に世界から遠のいた。

　後は任せておき給え。人ひと影かげは確かにそう云いった。なら──何も心配はない。

　人影に何か云ったような気がする。だが自分が何を云ったのか意識が理解するよりも前に、敦の意識は白い闇やみに包まれた。
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　次に目を覚ました時、敦はどことも知れない寝しん台だいの上にいた。

「目が覚めたか」隣となりで声がした。国木田の声だ。

　敦は今自分がどこにいて、何をしていたのか一いつ瞬しゆん判らなかった。夢を見て、その夢で大事なものを置き忘れたまま深い眠ねむりに入り、その後目が覚めたような妙みような感覚があった。ここはどこだ？　さっきまで見ていた夢は何だったろう？　その夢の中で、自分は撃うたれ、脚を挟はさまれ、瓦斯を吸い込んでいたような──。

　瓦斯。兵器。四百万人。

「今何時ですか!?」敦は飛び起きた。

「落ち着け」隣に座った国木田が、手帳に何か書き込みながら云った。

　よく見ると、そこは島で最初に訪おとずれた宿泊亭ホテルの一室だった。

「お前の怪け我がは与謝野女医せんせいが治ち療りようした。相当無む茶ちやをしたようだな」

　そう云われて初めて、撃たれた傷とちぎれかけた脚が元通りになっていることに敦は気づいた。

　敦は周囲を見回した。部屋には他ほかに誰だれもいない。前にも似たような状じよう況きようがあったような気がする。脚を怪我して、目を覚まし、国木田がいる。あれは何の時だっただろうか。うまく思い出せない。

「お前の奮ふん闘とうにより、横浜は壊かい滅めつを免まぬかれた」国木田は手帳に目を落としたまま云った。「大たい佐さは確保され、厳重に監かん禁きんされている。ついでに盗とう賊ぞく共も確保された。宝石トリュフを持って堂々と外をうろついているところを、警備員に捕つかまえられた」

　あの人達、捕まったのか……。

　盗ぬすんだ戦利品を堂々と見せびらかしながら歩くボス達の姿が、目に浮うかぶようだった。

「件くだんの兵器──本物の兵器は、今もまだ地下五階の最さい奥おう、隔かく離りシェルターに保管されている。大佐が自白したのだが、兵器は特とく殊しゆな隠し金庫に入れられており、金庫は暗証番号と大佐の指し紋もんがなくては開かないそうだ。つまり──〝兵器を見つけ出して確保する〟というお前の目的は、最初から達成不可能だったという訳だ」

　最初から達成不可能……。

　だが現実に、こうして兵器の脅きよう威いは阻止された。それはすべて、偽物のアタッシュケースに大佐が引っかかったからだ。

「じゃあ、太宰さんは、それを最初から予想して罠わなを……？」

「ああ」国木田は少しだけ視線を上げ、何もない空間を見た。「犯人は慎しん重ちような奴やつだ。そのくらいの盗とう難なん対策はしてあるだろう。兵器を押さえるのが不可能だとすれば、犯人のほうを押さえるしかない。だから船長を使い、偽にせのアタッシュケースを武器庫に置かせた。それをお前に盗ませ、監視カメラを通じてそれを犯人に見せた訳だ。後は狙ねらい通り、本物が盗まれたと勘かん違ちがいした犯人が偽のアタッシュケースを開け、罠である瓦斯が噴出した、という筋書きだ」

　そういえば、大佐は〝何故なぜか監視カメラが正常に戻もどり、地下四階を移動する敦が映った〟と云っていた。その時は理由を深く考えなかったが──あれは、アタッシュケースを盗み出す敦の姿を、わざと大佐に見せるために、太宰が仕組んだ事だったのか。

　そして偽のアタッシュケースを本物と信じ込ませ、まんまと大佐を釣り上げた。敦も大佐も、最初から太宰の掌てのひらの上だったという訳だ。

　せめて事前に教えてくれてればよかったのに……。

　少しばかり拗すねたい気持ちがないではなかったが──では逆に〝犯人にアタッシュケースが本物だと信じさせるために迫はく真しんの演技をしてね、お願いだよ〟と云われたら、敦は絶対に無理ですと断っていただろう。絶対に顔に出る。歴戦の大佐が、それに気づかないはずがない。

　いずれにしても──これで事件は解決。探たん偵てい社の仕事は完かん了りようだ。後は荷物をまとめ、島から帰るだけ。

　その前にちょっとだけ観光できないかな、と敦は思った。折せつ角かくお泊とまり道具も持ってきたのだから。

　探偵社員でお泊まり双すご六ろく大会……。

「さて」国木田が不意に云って、手帳を閉じ立ち上がった。「俺は例の兵器を引き取りに行ってくる。船長と太宰が、先に地下に向かっているはずだ。特務課からの依い頼らいで、兵器を回収し持ち帰れとの命でな。全く人使いの荒あらい連中だ」

　国木田はそう云ってから、窺うかがうように敦を見た。

「お前も来るか？」

　敦は少し迷ってから「いえ」と首を振ふった。

　敦には行きたい場所があった。
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　盗賊三人組は、かつて敦と国木田が入れられた例の監禁室に閉じ込められたらしい。国木田が云うには、壁かべのすり抜ぬけ対策は万ばん全ぜんなので逃にげられる心配はない、とのことだった。

　移動する間、敦はひとつのことを考えていた。彼らに恩おん赦しやを与あたえることはできないだろうか。彼らは犯罪者だが、根っからの悪人ではない。どこか憎にくめないところがある。それに彼らがいなければ、四百万人の命は助けられなかったことは事実なのだ。そのあたりを特務課に掛かけ合って、特別に放ほう免めんとしてもらう訳にはいかないだろうか。

　それには彼らが二度と罪を犯おかさないと誓ちかう必要があるだろう。だがボスは絶対に盗賊から足を洗う気はなさそうだ。特務課よりボスの説得のほうが大変そうだ。さて、どう話したものか……。

　考えているうちに、監禁室の前まで辿たどり着いた。見張りはいない。大佐という島の中ちゆう核かく人物の反乱のせいで、それどころではないのだろう。敦は鉄製の扉を敲たたいた。

　扉がひとりでに開いた。

　おや、と思った。監禁されているのではなかったのか。それとも、特殊な鎖くさりか拘こう束そく具で、部屋の鍵など必要ないようにしてあるのだろうか。

　いや、ひょっとして……もう逃げたのか？　この短時間で？

　だとしたら、国木田の云う通り大だい怪かい盗とうより脱だつ獄ごく王の名のほうが確かに相応ふさわしい。敦は急いで扉を開き、中を見た。

　だが、敦の予想はどれも外れた。




　部屋の中でビルゴが死んでいた。




「……!?」

　敦は頭が真っ白になった。

　死んでいる。見み間ま違ちがいようがない。喉のどを切り裂さかれ、噴ふき出した血の中に没ぼつするように息絶えている。目は見開かれ、自分に起こったことを理解する１秒前の表情のまま固まっていた。死んでからそれほど時間は経たっていない。せいぜい５、６分といったところだろう。

　何故？　何故ビルゴが？

　生きていたビルゴの事を思い出す。くたびれた事務屋らしい物もの腰ごし。ボスの無茶振ぶりにいつも困っていた。それでも技術屋としての腕うでは確かで、盗賊団に欠かせない一員だった。

　誰だれがビルゴを殺したのか。時間からして、殺されたのは犯人である大佐が瓦ガ斯スで昏こん睡すいした後のことだ。殺したのは大佐ではない。では誰が？

　ふと足あし下もとを見る。床ゆかの血だまりから出て行くように、赤い血の足あし跡あとが出口へと続いている。足形は不完全で、足裏の大きさや靴くつの種類を推測するのは難しい。しかし、相当な大おお股またで移動しているのは確かなようだ。

　そうだ。この部屋には、盗賊団の三人が一いつ緒しよに閉じ込められていたはず。つまりボスとガブは殺されてはいない。少なくともここでは。

　死体から少し離はなれた机の下に、何かの燃えかすのようなものを見つけた。黒く焦こげた金属の板らしき破は片へん。敦はそれに見覚えがあった。ボスの目くらまし爆ばく弾だん。例の、ボスが異能で体内に隠かくしていた、緊きん急きゆう逃とう走そう用の爆弾だ。

　つまり、ボス達は逃げたのだ。

　誰かがやってきて、ビルゴを殺した。ガブとボスは当然驚おどろいたはずだ。それから素す早ばやく目くらまし爆弾を使って相手の隙すきを作り、ここから逃げた。おそらく壁抜けを使って、二人で鉄てつ扉ぴをすり抜けた。血の足跡はその時についたものだ。

　そして──犯人は今も、二人を追っている。

　足跡のほうへ駆かけようと振り向いた時、携けい帯たい電でん話わが鳴った。

「敦、今何処どこだ！」電話口から国木田の切せつ羽ぱ詰つまった声がした。

「国木田さん、今──」

「兵器がない！」国木田が遮さえぎるように叫さけんだ。「金庫が開けられ、兵器が盗まれている！　現場には大佐の切断された手首が落ちていた、おそらくこれで指紋認にん証しようを突とつ破ぱしたのだ！」

「そんな！　じゃあ大佐は──」

「殺されていたそうだ。警備員が目を離した一いつ瞬しゆんの隙に」

　何が起こっている？　テロリストが……大佐が死んだ？　何故？　誰がやった？　大佐がこの事件の黒幕ではなかったのか？

「今回の事件……まだ裏がありそうだな」国木田の声は、今日聞いたどの声よりこわばっていた。「あくまで想像だが、大佐は利用されていたのかもしれん。兵器を起動する実行犯としてな。決めつけや予断は禁物だが……そう考えると、今の状況にも説明がつく。大佐は口くち封ふうじに殺されたのだ」

　黒幕。

　本当のテロリスト。

「これは超ちよう緊急の任務だ。兵器を捜さがし出せ。俺と太宰は地下を捜す。お前は地上を当たれ。怪あやしい奴やつは全員殴なぐり倒たおして構わん！」

　国木田がそこまで云いうとなると、相当の緊急事態だ。敦は返事をして電話を切った。

　電話を握にぎったまま、敦はこれまで出で逢あった関係者の顔を思い浮うかべた。黒幕たりえる人物などいるのか？

　切り裂きジャックの言葉から、最初に連想した黒幕は芥川だった。だが芥川が犯人だとすると行動がちぐはぐすぎる。海から突とつ入にゆうしてまで敦を殺しに来る理由がない。それに芥川には動機がない。兵器が起動すれば、ポートマフィアの領土も灰と化すのだから。

　では誰だれが？　動機があり、能力があり、大たい佐さほどの軍人をたやすく駒こまにする人物──そんな人物は誰も思い浮かばなかった。

　──ただ一人を除いては。

　まさか。ありえない。

　だが他ほかに候補者がいない。

　その人物の真しん摯しでまっすぐな瞳ひとみを、敦は思い出した。

　時間旅行者、Ｈ・Ｇ・ウェルズ。
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　敦は疾しつ走そうした。

　島は非常事態の宣言が出され、観光客は室内に入るよう勧かん告こくが出されている。誰もいなくなった観光地を、敦は全速力で駆けた。

　向かったのは島の中心、時計塔とうだった。あの塔のすぐ近くの林には、ウェルズが使っていた地下室があったはずだ。敦があの映写機カメラの光を見て、意識を過去に飛ばした例の地下室だ。あそこに行けば何か判わかるかもしれない。

　ウェルズがビルゴと大佐を殺し兵器を盗ぬすんだ──正直なところ、敦はその仮説を信じていなかった。彼女であるはずがない。彼女は自分の異能が殺さつ戮りく兵器に転用されたことに胸を痛め、大殺戮を防ぐためたった一人で島に乗り込んだ人物だ。敦を過去に飛ばしたことも、兵器の起動を阻そ止しするためのことだ。

　そして敦は兵器の起動を阻止した。

　つまり今の状じよう況きようは、彼女が望んだ状況そのものだ。

　敦は不意に思い出した──〝前回〟に例の地下室に入る時、扉とびらの鎖を壊こわしてこじ開ける必要があった。あの時彼女は、懐ふところから軍用の短刀を取り出して鎖を壊そうとした。かなり大ぶりな刃は物ものだった。人間の喉のど笛ぶえを搔かき切るくらい造作もないだろう。

　真逆まさか──では、本当に？　彼女が？

　そうであってほしくない。彼女の正義感がすべて策さく謀ぼうの内だとは思いたくない。

　だが時計塔に近い林の散歩道に入った時、敦は自分の考えが楽観的すぎたことを悟さとった。

　人が倒れている。血だまりの中に。

「ガブ！」

　血だまりの中に没した少年に駆け寄る。ガブは腹部を押さえている。敦が手を伸のばすと、かすかに顔をしかめた。

「ガブ、どうした？　ボスはどこだ？」

「……しくじった……」ガブは腹を押さえて、か細い声で呻うめいた。顔が青白い。「ボスは……後ろに……」

　ガブの血だまりの後ろを見る。ガブの倒れているところは散歩道の小ぶりな階段の上だ。最初は気づかなかったが、ガブの後ろは１米メートルほどの段差になっている。

　その段差の向こうに、ボスが落ちていた。

　目を見開き、石像のように固まっている。目には光がない。地面の血だまりはガブより少ないが、首の傷口からはまだ細く血液が噴き出している。

　手て遅おくれだった。

「そんな……」

　あんなに自信満々だったボス。アルセーヌ・ルパンに憧あこがれ、大だい怪かい盗とうを目指していた快活な人物。仲間を何より大事にしていた男。

「ガブ、何があった？　誰だれにやられたんだ！」

　ガブは何か云おうと口を開いた。だが、その声は隙すき間まから風が漏もれるような音にしかならなかった。ガブも致ち命めい傷しようだ。急性失血による血圧低下で、間もなく命が消える。

「しっかりしろ！　すぐに助けを呼ぶ！」

「なあ……又三郎……」ガブは顔をひきつらせながら、どうにか笑えみをつくった。「お前……盗とう賊ぞくじゃねえんだってな……」

　ガブは何を云っているんだ。血圧低下による脳の酸素不足で、意識が他のところに行っているのだろうか。

「ああ。僕は探たん偵てい社の調査員だ」敦は呼びかけるように云った。「後でいくらでも謝る、埋うめ合わせはいくらでもする！　だから生きろ！」

「悪いが……そいつは無理そうだ、又三郎……」

「僕の名前は又三郎じゃない。敦だ。ガブ、すぐに助けを呼んでくる！」

「そうか……敦、聞け……」ガブは震ふるえる手を伸ばした。「俺の名前、は……ガブ、リ、エル……」

　そこで腕うでが力を失い、血だまりの中に落ちた。

　敦は瞬まばたきもできずに、それを見ていた。命が失われる瞬間を。

　不意に風が林を駆け抜ぬけた。木々がざわざわと不ふ吉きつに鳴った。

　何故なぜ？　何故ガブが死ななければならない？　ボスが、ビルゴが死ななければならない？

　──俺の一番弟子でしにしてやる！　大盗賊の弟子の弟子だ！

　この島に最初に来た時、なんて美しい島だと思った。仕事とはいえこんな素す敵てきな島で過ごせるなんて最高だ、と思った。

　間ま違ちがっていた。この島は最悪だ。

　この島は人の手で作られた、海の上を移動する地じ獄ごくなんだ。

　敦はガブとボスの位置関係を確かめた。崖がけの上に血だまりとガブ。崖の下にボス。ボスのほうには血があまりたまっていない。おそらく二人は同じ場所で襲おそわれて倒れ、ボスだけが崖の下に落ちたのだろう。

　敦は林の先にある時計塔を見た。時刻は12時42分。

　塔の最上階に、見覚えのある人ひと影かげを見つけた。背広に金きん髪ぱつ。──ウェルズだ。間違いない。

　敦は走ると意識するよりも早く走り出していた。
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　時計塔の入口に駆かけ込もうとした時、入口の前にいた人物に呼び止められた。

「待つんだ敦君」太宰だった。普ふ段だんとは打って変わって、静かな目をしている。

「太宰さん」敦は息を切らしながら云った。「でも、急がないと兵器が」

「こういう時に頭でなく脚あしを先に動かすと、大たい抵ていロクなことにならない」太宰は薄うすく笑いながら云った。「そっちは何を見た？」

「盗賊団が……殺されていました」敦は呻くように云った。「全員です」

「成る程ほどね。……私のほうではこれを見つけた」太宰は抱かかえていた黒い何かを持ち上げてみせた。「何か判るかい？」

　太宰はそれを地面に放ほうり投げた。長方形の機械らしいそれは、地面に投げられた衝しよう撃げきで二つに折れた。

「ある宿泊亭ホテルの一室で見つけた。小型演コン算ピユ機ータの残ざん骸がいだよ。丁てい寧ねいにも油を撒まいて火をつけ、証しよう拠こを徹てつ底てい的てきに隠いん滅めつしている。他ほかにも盗とう聴ちよう器き、望遠鏡、小型無線機。すべて燃やされていた」

　小型演コン算ピユ機ータ？　火をつけて証拠を隠滅？

「ご丁寧に火災報知器まで潰つぶしてね。あわや大火事だ。……その部屋を借りた客は、絶対に部屋には入るなと従業員に厳命していたそうだよ。妙みような客だと思わないかい」

「それって、つまり……」

「例えばこんな仮説はどうかな。私達探偵社と同じように、兵器を回収しようとする人々がいた。彼らは最新機器を使いこなし、自分達の素す性じようを徹底的に隠滅するような専門の訓練を受けた連中だ。しかし彼らの作戦目的は、兵器による大量殺戮を阻止するためじゃない。その強大な力を、自分達のものにするためだ」

「真逆まさか」敦は顔色を変えた。「どこかの国の機関が……？」

「断定はできないけどね」太宰は肩かたをすくめた。

「でも……だとしたら、盗賊団はどうして殺されたんでしょう」

「そこは仮説の域を出ないね。例えば……盗賊団の技術担当が、電でん網もうから何かまずい情報を拾ってしまったのかもしれない。連中が慌あわてるような情報を」

　それで口くち封ふうじにビルゴは殺された。そしてとっさに逃にげたボスとガブも、追い詰つめられて始末された……。

　話の筋は通る。

「そんな危険な連中に、兵器を奪うばわれる訳にはいきませんよね」

「まあ、正体を確かめる必要はあるだろうね。特務課直々の依い頼らいでもあるし」

　では、これからどう動くべきだろう？

　敦の疑問を先読みしたように、太宰は人差し指を立てて云いった。

「兵器を回収した訳だから、彼らはもうこの島に用はない。素す早ばやく撤てつ収しゆうするだろう。相手が組織なら、味方が船か航空機で迎むかえに来るはずだ。私の勘かんでは航空機、武装ヘリあたりだろうと思う。いくら探偵社でもそんなモノと生身では渡わたり合えない。だが来る方向を予測すれば、素性を知るくらいはできる」

　太宰は自分の頭上、時計塔とうの上のほうを指差した。

「君も知っての通り、この時計塔は艦かん橋きようの役目も持っている。最上階の観測室にある電波探知施し設せつを使えば、船でも航空機でも接近を相当早期に発見できる。ただ島の人達は大たい佐さの件で大わらわで、航空機の警けい戒かいどころじゃない」

　僕達で行くしかない、ということか……。

「そう云えば」敦ははっとして云った。「最上階の観測室に、ウェルズがいるのを見ました」

「さて……そんな重要な場所で、噂うわさの異能者さんが何をしているのかな？」太宰は思わせぶりに微び笑しようした。「訊ききに行くとしようじゃないか」




[image: ]




　〝前回〟と同じように、最上階のひとつ手前で昇降エレヴエ機ーターを降り、階段ラツタルで目的地へと向かうことにした。

　階段ラツタルを静かに上りながら、敦はひそかに混乱した。ウェルズは──彼女はどこかの国の秘密機関のエージェントなのだろうか？　そんなこと、とても考えられない。彼女は兵器を開発したのは自分だと云った。だからこそ兵器を止めに来たのだと。敦にはそれが噓うそとは考えられなかった。

　考えても仕方ない。ウェルズの時間操作はすさまじい異能だが、戦せん闘とう系能力ではない。単純な力比べなら、虎とらの異能に分があるだろう。本人から聞き出すしかない。必要とあれば、力ずくで。

　階段ラツタルを上り、最上階に出た。頭だけを出して、そっと様子を窺うかがう。

　観測室は前に見た時と変わりない。壁へき面めんはすべて硝子ガラスで、青い海と青い空がよく見える。

　ウェルズの姿はすぐに見つかった。窓まど際ぎわの丸椅い子すに腰こし掛かけ、外を眺ながめていた。

　敦は太宰に向けてうなずいた。

　それから静かに階段ラツタルを抜け、ウェルズへと近づいた。幸い彼女はこちらを背にしている。音をたてないように移動するのは、この島に来てから随ずい分ぶん慣れた。

　右みぎ腕うでを虎とら化し、その爪つめをウェルズの首筋に突つきつける。

「動かないで下さい」敦は押し殺した声で云った。「虎の爪は鉄骨も引き裂さきます。拳けん銃じゆうも短刀も、この腕には効きません」

　ウェルズは答えない。

「教えて下さいウェルズさん。ガブを殺したのは貴女あなたですか？　ボスやビルゴさんを殺し、兵器を奪ったのは貴女ですか？　何故です！　答えて下さい！」

「待て敦君」後から部屋に入った太宰が、静かに云った。「何か様子が変だ」

　その時、ゆっくりとウェルズの体が傾かしいだ。

　床ゆかに体が落ち、鈍にぶい音をたてる。

　ウェルズの胸に、短刀が突き刺ささっていた。衣服は真っ赤に染まっている。

　死んでいる──。

「そんな」敦は一歩下がった。「どうして彼女が……彼女は事件の黒幕じゃ……」

「敦君。刺さっている刃物ナイフは、彼女の所有物で間違いないかい？」

　敦は短刀の柄つかを見た。軍用の短刀──彼女が鎖くさりを壊こわすために使っていたものと同じだ。

「はい。間違いありません」

「妙だな」太宰は目を細めながら云った。「短刀の柄に少し油がついている。演コン算ピユ機ータを燃やした時の油だろう。だとすると──辻つじ褄つまが合わない」

「辻褄が合わない？」

「ここの設備さ。破は壊かいされた跡あとが全くない。電探も、望遠装置も、すべて生きている」太宰は測量机やその周辺にある電子機器をすべて確かめながら云った。「私が敵なら、ここまで来てウェルズさんをただ刺して帰るなんて事はしない。ここが生きている限り脱だつ出しゆつ経路は……空も、海も、海中さえも監かん視し範はん囲い内になるからね。敵は脱出する気がないのか？　否いや、というよりこれはそもそも根本的に……だがそうなると……」

　太宰は顎あごに手を置いたまま、ぶつぶつとつぶやきながら何かを考えている。目は太宰にしか見えない景色を高速で追って左右に動く。

　不意に、太宰の動きが停止した。

「太宰さん？」

　太宰はゆっくり顔を上げ、それから茫ぼう然ぜんとつぶやいた。「やられた」

「え？」

「兵器を狙ねらう第三国なんて最初から存在しない」太宰の表情に、敦が見た事のないものが浮うかんでいた。驚おどろきだ。「燃えた演コン算ピユ機ータも偽装フエイクだ。やるじゃあないか、実に周しゆう到とうな──では奴やつは今この」

　太宰の台詞せりふがもぎ取られたように止まった。




　太宰の胸から刃物の先端が突き出ている。
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「か……は……？」

　太宰が振ふり返ろうとした。

　だが背後の誰だれかはさらに刃物を押し込み、ねじった。骨がこじ開けられるような、めりめりっという音が響ひびいた。

　太宰の口から鮮せん血けつがしぶいた。

　太宰は背後の誰かを摑つかもうとしたがかなわず、腕うでを伸のばすような格好のまま半回転して、折れるように倒たおれた。

　敦はその一部始終を見ていた。瞳ひとみは瞬まばたきすることすらできず、あらゆる細部の動きを捉とらえていた。だがその意味を理解する脳が凍こおり付いていた。

　太宰は床に倒れたまま、すべてを理解した者の薄うす笑えみを浮かべた。

　そいつが太宰の背から短刀を引き抜ぬいた。血がごぼりとあふれた。

　そいつは太ふと腿ももで短刀の血を拭ふき、それから敦のほうを見た。

　そして小さく笑った。

「さすがに冷や汗あせが出たぜ。この人が一番の難関だったからな。……話通りのいい師し匠しようじゃねえか、又三郎」

　敦は震ふるえていた。

　汗が止まらない。




「……ガブ？」
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　そいつは観測室をゆっくりと、弧こを描えがくように歩いた。短刀を──青く輝かがやく鋼鉄の刃やいばをゆっくりと閃ひらめかせながら。

「お前には色々噓をついちまった」ガブは平へい坦たんな声で云いった。「けど全部が噓って訳でもねえんだ。ガブは本名だし、盗とう賊ぞくの一員だったことも事実だ。一員になったのは、ボスがこの島に入ってからだけどな」

「ボスを尊敬してるって云ったのは？」敦は硬かたい声で訊たずねた。「尊敬してたボスの喉のどを裂いて殺したのか？」

「確かに殺した。でも〝一いつ旦たん〟って奴だぜ。一旦殺した。あの人を尊敬してるのは本当だよ。あの人は俺に必要なものをくれた」

　敦はガブの殺害現場を思い出す。血まみれの中に倒れたガブと、その背後の崖がけに落ちたボス。ボスの喉の傷は見たが、ガブの腹の傷は見ていない。あれはボスの血だったんだ。ボスの喉を裂き、血だまりをつくってからそこに倒れ込んだ。ボスの体は後ろに突き落とした。だからボスの周囲の血だまりは少なかった。

「そこをどけ、ガブ」敦の声は引き絞しぼられた弓の弦つるのようだった。「太宰さんを連れて行く。島のどこかにいる与謝野さんに診みせれば、治ち癒ゆの異能で助けてくれる」

　与謝野は探たん偵てい社の女医で、治癒能力を持っている。瀕ひん死しの人間の外傷を一いつ瞬しゆんで治ち療りようする、すさまじい能力者だ。ただし死んだ人間は生き返らせられない。太宰が死亡する前に連れて行けば──。

「おやあ？」ガブは眉まゆを持ち上げてみせた。「そうだったかな。俺の調べた話じゃ、お前の師匠は異能を無効化する。ってことはその治癒の異能とやらは、無効化されちまうんじゃないのかい？」

　敦の頰ほおを大おお粒つぶの冷や汗が流れた。

　ガブの云う通りだ。

「敦、君……」太宰の声が細く響いた。「そいつと……戦うな……。そいつは異能者、否いや……異能、そのものだ……」

　太宰さん。

　僕を探偵社に拾った人。

　太宰さんの異能無効化は強力だが、戦闘系の異能ではない。僕のように多少撃うたれても刺されても動ける、なんてことはない。すぐに処置しなければ、命に関かかわる。

「ガブ」敦は両手を虎化した。虎化させているという自覚すらなく。「悪いけど、手加減してやるつもりはない」

「こっちもだよ」

　敦は床を蹴けって突とつ進しんした。

　弾だん丸がんに等しい速度で接近し、ガブの頭部めがけて右みぎ拳こぶしを放つ──と見せて直前で急停止。上半身を半回転させた勢いで、虎の右みぎ脚あしを蹴り払はらった。

　鉄柱すらへし曲げる虎の一いち撃げき──だが、ガブは顔色ひとつ変えなかった。それどころか、足先をぴくりとすらも動かさなかった。

　その代わり、床から腕が生えて敦の蹴りを受け止めた。

「なっ」

　巨きよ大だいな腕だった。床の材質そのものが物理法則を裏切り、泥どろのように変形して腕となっている。腕の長さはガブの身長より高く、掌てのひらの大きさは敦を片手で摑めるほどだ。その腕が敦の渾こん身しんの蹴りを軽く受け止めていた。掌の表面には傷ひとつついていない。

「それ、いつ見てもコエエ異能だよなあ又三郎」ガブは微び動どうだにせず立っている。「ま、俺のほどじゃねえけど」

　石の腕が、敦の側面からいきなり伸びてきた。回かい避ひ動作を取る間もなく、巨大な腕に体を摑まれる。腕はそのまま伸しん張ちようして、敦を背後の硝子ガラス壁かべに叩たたきつけた。

「ぐあ……っ！」

　衝しよう撃げきで強きよう靭じんな壁が砕くだけ散る。車が激げき突とつしたような衝撃に、敦の全身が痺しびれる。

「お前じゃ俺には勝てねえよ、又三郎」ガブが苦く笑しようしながら云った。「俺はお前が読み書き憶おぼえるより前から、この力で島を守ってんだからな」

「何……？」

　敦はガブを見た。ガブはどう見ても敦より年下だ。そしてこの島ができたのは十四年も前。その頃ころならガブは幼児だろう。

「納なつ得とくできねえって顔だな」とガブは云った。「ま、俺はお前を納得させるために生きてる訳じゃねえ。そんじゃあな又三郎」

「ガブ」敦は巨大な腕に摑まれたまま云った。「お前は一体何者なんだ……？」

　ガブは答えず、人差し指を振った。

　同時に、ガブの足あし下もとに異変が生じはじめる。

　沈しずんでいくのだ。ガブの脚が、汚お泥でいに吞のみ込まれるように。

「俺はこの島そのもの。だが俺は島にいる人間を守ってる訳じゃない。どこかに奉たてまつられて祈いのりの文句をささやかれようと、人間を守る気はないね」ガブは沈みながらくすくす笑った。「じゃあな。兵器は好きに使わせてもらうぜ。この島の景色も替かえ時だ」

　──その力は島の形を自在に変え、あらゆる外敵から島を守ってきたと云われております。

　船長の台詞を思い出す。

「真ま逆さか……君は」

　ガブは床ゆかへと沈んでいく。腕を作り出したのと同じ異能の効果だろう。床に波は紋もんが広がり、腰こし、肩かたと沈んでいく。

　伝説の守り神。

　この島ができた時から共にあるもの。

「君が……島の〝守護者〟？」

「その問いはイエスでありノーだ」首まで床に沈み込みながら、ガブは微ほほ笑えんで云った。「俺は守護者にして破壊者。名前はガブ。ジュール・ガブリエル・ヴェルヌ。異能の名は『神秘の島』だ。……それじゃあな、又三郎」

　とぷんと音をたてて床に頭が沈み、ガブは消えた。
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　血が失われていく。

　太宰の傷は、誰だれが見ても致ち命めい傷しようだった。幅はば広びろの刃は物ものが胸部を貫かん通つうし、重要な血管をいくつも切断している。手で押さえてどうにかなる出血量ではない。

　人体が急激に血を失った場合、血圧の低下により末まつ梢しようの血液循じゆん環かんが停止。さらに重要臓器の代謝障害を引き起こす。症しよう状じようはまず、交感神経の緊きん張ちようによる蒼そう白はくと頻ひん脈みやく、末梢組織の虚きよ血けつ性アシドーシス。しかし最も問題なのは、心筋の虚血により心筋収縮性が低下──つまり心臓が止まること。出血性ショックと呼ばれる状態だ。

「太宰さん！」

　敦はどうにかして石の腕うでを叩き砕き、太宰に駆かけ寄った。

　太宰は何か云おうとしている。口を開け、青白い顔で敦に向かって唇くちびるを動かしている。しかし声は音にすらならない。喉のはるか手前で、声は本来得るべきエネルギーを失って死んでいる。

　太宰の唇が動く。敦はその唇を読んだ。

『ついに、来たか』

　太宰は笑っていた。

『思ったほど、大したこと、ないねえ』

　敦はその口の動きから目を離はなせない。さらに唇が動く。

『じゃあね、敦君』

　敦の頭がカッと熱くなった。

　死。

　絶対的な死。

　敦は素す早ばやく携けい帯たい電でん話わを取り出し、国木田に繫つないだ。

「国木田さん！　至急与謝野さんを時計塔とうに連れてきて下さい！　太宰さんが刺さされて、心臓が止まりかけてます！」

『何だと!?』通話口の向こうで国木田の声と、何やら激しい戦せん闘とうの音が聞こえてきた。『くっそ……こんな時にか！』

　向こうの様子がおかしい。激しく争う音、銃じゆう撃げきの音、家屋が揺ゆれる轟ごう音おん。

『急に地面から腕が無数に生えてきて無差別襲しゆう撃げきをはじめた！　探たん偵てい社員全員で何とか持ちこたえているが、観光客を庇かばうので手て一いつ杯ぱいだ！』

　そんな。

　それじゃ、太宰さんは──。

　太宰は床に倒たおれ、目を閉じている。日曜日の子供のような微笑みを浮うかべている。今にも〝なんちゃって〟とでも云いって起き出してきそうだ。

　だが腕には脈がない。呼吸もない。

「国木田さん」敦は太宰の胸部を指で確かめながら云った。「心臓が止まりました」

『そうか。……敦』国木田は何かを無む理り矢や理り抑おさえつけるような声で云った。『手順は判わかっているな？』

「はい」

　異能無効化の能力を持つ太宰に、治ち癒ゆ異能は効かない──。

　それは真実だ。

　だが、太宰の傷を異能で治療する方法は存在する。

『問題はこの攻こう撃げきだ』国木田は悔くやしそうに云った。『この攻撃を避よけながら時計塔に向かっていてはとても時間が足りん。敦、この攻撃をしている異能者は判明しているな？』

「はい」敦は答えた。

『そいつを倒せ』

　国木田は簡潔に云いきった。

『１秒でも早くだ。他ほかに方法はない。おそらくはそいつが例の兵器も持っている。これ以上の犠ぎ牲せいを出さんためにも、黒幕を倒せ』

　ガブを倒す。

　敦は拳を握にぎりしめた。

　太宰を助けたい。そのためには何だってする。だが問題があまりに多すぎる。何よりの問題は──。

「時間がありません」敦は血の出そうな声で唸うなった。「太宰さんの蘇そ生せいは、２分以内にしなくてはなりません。でも僕の攻撃力では、あいつの異能を突とつ破ぱできません。このままでは──」

　その時、誰かがいきなり敦の肩を摑つかんだ。

「それは判らんぞ。──私に考えがある」

　ウェルズだった。
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「ウェルズさん……」

　敦は茫ぼう然ぜんと相手を見た。ウェルズは胸を貫つらぬかれ、確かに死んでいたはずだ。

　首から下げた映写機カメラが、かすかに光を放っている。

「すまんが、傷のせいで自分では歩けん。ここの近くに私の地下基地がある。あそこまで連れて行ってくれ。あそこは熱ねつ殻かくの被ひ害がいを防ぐために造られた部屋。奴やつの異能も簡単には侵しん入にゆうできんはずだ」

「ですが……」

　敦は躊ちゆう躇ちよした。この一分一秒が、太宰の命の砂時計なのだ。ほんの僅わずかでも無む駄だにできない。

「私ならその男の寿じゆ命みようを、20分程度は延ばせる。私が今死んでいないのと同じ方法でな。だから連れて行け。頼たのむ」

　ウェルズは敦の目を見て云った。

「私の前に、これ以上死人の山を作らせないでくれ」

　その言葉で決心がついた。

　敦はウェルズを支え、歩き出した。




　太宰とウェルズを運ぶのは簡単な作業ではなかった。虎とらの手て脚あしがあれば大人二人を運ぶくらいは何とかなったが、二人共敦より身長が高い。結局二人を両りよう肩かたに担かつぎ、二人の足先を引き摺ずりながら運ぶことになった。

「私の異能は意識を過去に飛ばす一度きりの能力の他に、周辺空間の時間の流れをある程度制せい御ぎよできる」ウェルズは運ばれながらかすれ声で云った。「今その方法で私の失血を遅おくらせている。同じ方法で、その太宰という男の死も遅らせられるはずだ」

　敦は思い出した。〝前回〟に、すべてを焼き尽つくす異能が地上で吹ふき荒あれていたにもかかわらず、地下のあの部屋は涼すずしく何事もなかったことを。あれは〝部屋の時間を遅らせる〟ことで実現されていたはずだ。

「でも……太宰さんには異能無効化があるから、時間制御の異能は」

「これでも異能戦闘を腐くさるほど見てきた身だ」とウェルズは云った。「おおかたの予想はつく。異能無効化の能力も、死んだ状態ではその効力を発揮しない。つまり心臓が止まっているその太宰には──太宰の死体は、異能無効化が発生していない。だから時間遅ち延えんの異能が効く」

　確かに、その通りだ。

　探偵社で仕事をする前に、それぞれの異能がどんな状じよう況きようでどんな働きをするかは叩たたき込まれている。死んでもなお発動し続ける異能というのは稀まれだ。敦も国木田も、そして太宰も、死ねばその時点で異能は消しよう滅めつする。

「そしてそれが──その男を蘇生させる唯ゆい一いつの方法とも関係がある」ウェルズは敦を見て云った。「だろう？」

　敦は無言でうなずいた。

　死にたがりの太宰が本当に死んだ時、すぐに蘇生させる方法は、国木田を中心にかなり綿密に検討されてきた。そしてその最善の方法は敦も頭に叩き込まれていた。具体的にはこうだ。

　まず、太宰の心臓が停止したとする。この時点で脳への血液供給が止まり、太宰という人間は死亡する。この瞬しゆん間かんに異能無効化は消滅し、太宰の死体には異能が効くようになる。

　ここで素早く外傷を応急処置し、蘇生処置を行う。蘇生処置はどの病院でも行われている普ふ通つうの手続きで構わない。除細動器による電気刺し激げきで、太宰の心臓を再び動かす。

　これが成功すれば、太宰は〝死〟から〝瀕ひん死し〟の状態になる。

　そして治癒異能を持つ探偵社の与謝野女医せんせいの能力は、『瀕死の人間の外傷を完全治癒させる』能力だ。つまり瀕死になりさえすれば、怪け我がの治療は可能なのだ。だが同時に、そこに太宰の異能無効化が立ちはだかってくる。与謝野の異能が通じないとなると、本格的な医い療りよう機器も輸血設備もないこんな場所では治療のしようがない。おそらく蘇生は無駄に終わるだろう。

　しかし、この異能の衝コンフ突リクトにも、ほんの僅かな隙すきがある。

　心肺蘇生を行うと、心臓が動いてから脳に血液が届くまでに、ほんの一瞬の時間タイム差ラグが存在することになる。この間、心臓は動いているため〝瀕死〟となり治癒異能が通じるが、同時に脳は停止しているため、太宰の異能無効化が邪じや魔ますることはない。

　その時間差、およそ０・５秒。

　死と生の一瞬の時間差、そして異能発動条件の間かん隙げきを突ついたこの方法でなら、異能の通じない太宰に治癒異能を使うことができる。

　それしか方法はない。

　外傷処置は可能か。電気刺激により心筋は賦ふ活かつするか。心停止による虚きよ血けつ時間は重要臓器を壊え死しさせない程度の短さか。達成すべき条件はあまりに多く、成功率は決して高いとは云えない。だが、ゼロではない。そしてこの蘇生法は、死んでから時間が短いほど成功率が高くなる。

　元々自殺嗜し癖へきのある太宰はこの方法を嫌きらっていた。絶対に使わないでいてくれ給たまえよ、と厳命してすらいた。だが──。

「時間制限つきの作戦だ」ウェルズは浅い息をつきながら云った。「私は太宰と共に地下室で待つ。だが20分もすれば、時間の流れを遅おそくした部屋でも私と太宰の致ち命めい傷しようは治療不可能なところまで行くだろう。それまでにあの〝守護者〟を倒し、治癒異能者を呼んできてくれ。全員の命が、君の肩にかかっている」

「やるしかない」敦は唸るように云いった。

「できると思うか？」

「僕がやらなきゃ太宰さんが死ぬ」敦は前方の一点を睨にらんで云った。「できるに決まってる」
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　ガブは石いし畳だたみを歩いていた。

　鼻歌でも歌いそうな表情で、島を眺ながめている。

　もはや島に人ひと影かげはない。地面から生えて動く〝石の腕うで〟のせいで観光客達は大混乱だ。避ひ難なん所じよもまた島の──ガブの一部であるため、逃にげ場所にはならない。桟さん橋ばしは逃げようとする人々であふれているが、出航可能な船はすべて〝石の腕〟が押さえている。

　だが、ガブにとってそれらの混乱と悲鳴は、状況を形作る記号のひとつでしかなかった。

　破は壊かいと殺さつ戮りくがガブの目的ではない。それは目的地に向かうための通路に過ぎない。だが、それが己おのれの保全と安あん寧ねいへと最短で向かう通路であれば、ガブは殺人も破壊も全く躊躇しなかった。

　どうせすべては消え去るのだから。

　歩くガブは、その手に消滅兵器を提さげていた。地下五階から奪うばった、本物のほうのアタッシュケースだ。彼の能力をもってすれば、地下の機密区域に侵入し隠かくされた兵器を奪うくらい何の問題もなかった。だが大切なのは探たん偵てい社にそれを奪わせることだった。だからあれこれと策を弄ろうし、道どう化けを演じてみせた。

　いや、あれもまたガブの真実の側面なのだ。怖こわがりな盗とう賊ぞく。粗そ暴ぼうで喧けん嘩かっぱやく、そしてボスを心より尊敬する盗賊。たとえ取り消されるとはいえ、あの人の首を切り裂さくのは心が痛んだ。

　だがすべては必要な犠ぎ牲せいだ。そして状況は整い、あとはウェルズと太宰が完全に死亡するのを待つだけ。急ぐことはない。のんびり散策でもしながら、あと数十分を待てばいい。どちらにしろ、彼らの側に抵てい抗こうの手段などありはしないのだから。

　ふと──目を上げたガブは、そこに黒い人影が立っているのを見つけた。

　人影は周囲の騒さわぎに動じることもなく、ただ石畳の中心に立ち尽くしている。

　すべてが影かげのような人物だ。視線だけが白く鋭するどく突き刺ささってくる。埃ほこりっぽい風にあおられて、黒い外がい套とうがはためいた。

「奇き異いなる話だ」人影は云った。「人じん虎こを逃がして戻もどってみれば、その兵器を見知らぬ者が持っている」

　しばらくあって、ガブは自分に話しかけられているのだと気がついた。

「ああ、これか？」ガブは持っているアタッシュケースを掲かかげてみせた。「必要なものだし、一応な。事情を知らねえ奴に起動されても困るし」

「そうか」人影は──芥川は僅わずかに身じろぎした。「どうやら人虎は貴様にそれを奪われたらしい。兵器の簒さん奪だつと人虎の始末。二つを同時にできれば手間も省けたのだが──儘ままならぬのも世の定めか」

　芥川の外套が膨ふくらんだ。表面が蠢うごめきはじめる。

「あんたの異能もおっかなそうだ」ガブは薄うすく笑った。「それで、どうする気なんだ？」

「知れた事」芥川は云った。「二つの目的を順に達成する。まずは目の前の獲え物ものからだ」

　芥川の外套が裂け、中から二条の黒こく刃じんが迸ほとばしった。

「うわ怖こええ」

　ガブが手を掲げると、地面から土色をした腕が左右に生え、主あるじを守るべく防ぼう禦ぎよ姿勢を取る。

　防禦に掲げられた腕の表面に黒刃が突き刺さった。だが爪つめの先程ほどが突き刺さっただけで、黒刃は停止。それ以上刺さらない。

「こう見えて俺の異能は守りに定評があるんだ。悪いけど──」

「守り？」芥川は首をかしげた。「この土つち塊くれが守りか？　新手の握あく手しゆと思って攻こう撃げきを止めてしまったが」

　黒刃が変化する。槍やり状の先せん端たんが大きく蠢き、口を開けた獣けものの顎あぎととなる。

　二頭の黒こく獣じゆうが、石腕の手首から先を食いちぎった。

「何っ……！」

「『羅ら生しよう門もん・顎あぎと』。悪あく食じきの獣にこの土つち塊くれは、幾いく分ぶん粗そ食しよくがすぎるな」

　腕の防禦を突とつ破ぱした黒い獣が、両側からガブに食くらいついた。

　空間すら食い破る黒獣にとって、生身の人間の肉など硬かたさのない水すい塊かいに等しい。芥川は相手が両側を食いちぎられ、綺き麗れいに三等分になる姿を想像した。その通りになるはずだった。

　だが。

「うわ近くで見ると本格的に怖えな。子供が泣くぞ」

　ガブの軽い声がした。

　黒獣は確かにガブの肉体を食い破った。それなのに、ガブの体には何の変化もない。鋭えい利りな黒い牙きばは、ガブを蜃しん気き楼ろうのようにすり抜ぬけただけで終わってしまった。

「何……？」

　芥川は目を瞠みはった。ガブが何かした様子はない。黒獣の動きに普ふ段だんと違ちがうところもなかった。それなのに黒獣はガブを傷つけるどころか、触ふれることすらできなかった。

　黒獣がさらに戻り、ガブの頭部を食いちぎろうとする。だがまたも牙はガブを素す通どおりし、空を嚙かむばかり。まるで霧きりか霞かすみでも攻撃しているかのようだ。

　異能による回かい避ひか。

　だがガブの異能は先程見せた、石の腕を作り出す異能のはず。他ほかに異能があるなど考えられない。それに仮に別の異能だったとして、一体何の異能だ？　薄い黒刃を、人体に干かん渉しようすることなくすり抜けさせるような異能──。

「次はこっちの番」

　ガブが手を掲げる。すると芥川の足裏が石畳に沈しずみ込みはじめた。石畳が泥でい濘ねいに変化したかのように、芥川の踝くるぶし、足首と、次々に吞のみ込んでいく。

「これは……大地の形状を操あやつる異能、か」

「厳密には違うけどな。でも、あんたからしたらそんなトコだろ。詳くわしく知る機会は、どうせない」

　石畳に足が沈み身動きが取れなくなった芥川の周囲に、石の腕が次々生えていく。十本、二十本、まだ増える。

　無数の石の腕が、芥川を包囲した。腕の密林にいるようだ。

「ち……」

　沈み込んだ足に回避を封ふうじられ、ガブへの攻撃も不可能となった芥川に、巨きよ大だいな手の群れが迫せまる。

　破は砕さい音が街路に響ひびきわたった。
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　ウェルズと太宰を、林の中の地下室に横たえた。ウェルズは立ち上がれないほど疲ひ弊へいしていたが、それでも映写機カメラ型の異能道具を使い、室内の時間を一時的に操作した。〝前回〟に敦が見たように室内が青白い光で満たされ、外界と時間的に隔かく離りされた。これで太宰とウェルズの〝死の期限〟は多少は延びる。

　しかし、〝前回〟に熱ねつ殻かくを押しとどめられなかったのと同じように、太宰の失血を永遠に先延ばしにすることはできない。ウェルズの持つ異能機器──映写機カメラの形をした『タイムマシン』──には、それほどのエネルギーが内蔵されている訳ではない。引き延ばせる時間はおよそ20分が限度。今から20分──午後13時14分には、二人の蘇そ生せいが不可能になる。

　それまでにガブを倒たおし、島の騒そう動どうを収め、与謝野を太宰の許もとに連れてこなくてはならない。

　ガブは何者なのか。彼の目的は何なのか──。疑問は尽つきない。だが今は個人的な好こう奇き心しんに意識を割さいている場合ではなかった。一刻も早く奴やつを倒し、障害を取り除かなくては。

　ガブを捜さがし出すのは余りに簡単だった。林の向こうで、戦せん闘とうの粉ふん塵じんが巻き起こっていたからだ。

　大地が揺ゆれ動く音。重い柱のような何かが切断される音。これだけの戦闘を起こせる異能者は、この島でもそう多くない。敦は音の源へと駆かけだした。




　その戦場はまるで、嵐あらしに何もかもなぎ倒されたかのような有り様だった。

　煉れん瓦が造りの家屋がまっぷたつに寸断されて倒とう壊かいしている。古風な風車小屋が根元から爆散し吹ふき飛んでいる。そこらじゅうに石片と土塊が飛び散らかり、ところどころでは地面がえぐれ擂すり鉢ばち状の穴が空いている。

　そして戦場のあちこちに、半ばから切り落とされた石柱が、戦場の墓標のように無数に突つき立っている。

　切断された石柱の正体は、ガブの〝石の腕うで〟だった。半ばから切り落とされ、動きを停止したまま放置されているのだ。そして腕を切り落とした異能者は──。

「すげえなあんた。背中に目でもついてんじゃねえの？」

「脚あしを埋うめて回避を封じた心算つもりか。だがこの程度の攻撃、回避するまでもない。残らず土に還かえしてくれる」

　黒い暴風を纏まとって腕を切り落とし続けているのは芥川。一方、ガブは廃はい墟きよから見み繕つくろった揺り椅い子すに腰こし掛かけ、のんびりと戦いを眺ながめている。

　芥川は徐じよ々じよに大地に沈みつつある。大地が泥濘のようになって、ゆっくりと芥川を吞み込みつつあるのだ。そのために移動も回避もできない。だが芥川は動じることなく、ガブの攻撃を迎げい撃げきし続けている。芥川の周囲では、石の腕と黒布が激げき突とつしあい、あらゆる物体を切り刻み押しつぶす破砕空間ができあがっていた。どんな人間も、その空間にいて生存することなど不可能だろう。

「少し待ってろよ又三郎。この黒い兄ちゃんを先に片付けるからさ」

　椅子の上で、ガブは視線だけを敦に向けて云いった。

　気づかれている──。

　ガブのその言動で、黒刃を操っていた芥川の視線が敦へと流れた。

「人じん虎こ！　貴様──」

「おっと。その余所よそ見み、いただき」

　芥川の足あし下もとから三本の腕が伸のび、螺ら旋せんを描えがくように芥川を取り囲む。逃にげ場のない包囲攻撃。

「温ぬるい」

　芥川が外がい套とうを傘かさのように回転させた。腕を半ばから寸断する。

　しかし切断された腕は、液体が元に戻もどるかのように癒ゆ着ちやくした。再び芥川へと襲おそいかかる。

「云い忘れたけど、その腕は特別製だぜ」

「ち……再生する腕か」

　巨大な五指が芥川に殺さつ到とうする。逃げ場のない芥川の肩かた、腰こし、脚をそれぞれの手が摑つかみ、岩石をも砕くだく力で握にぎりつぶす。

「ごあっ……」

　骨が砕ける音が響き、握りつぶされた箇か所しよから血が飛び散った。

　芥川はどうにか無数の黒刃で石の腕を切り刻み、粉々の破は片へんに変えた。だがそれと同時に、耐たえきれずに膝ひざをつく。

　くそっ。

　芥川ですら勝てないなんて──。

　敦は脚の向きを変えた。やはり正面から戦うのは無む謀ぼうだ。何とか隙すきを見て攻こう撃げきをかいくぐり、与謝野の許に向かうしかない。

「おっと、そりゃ面おも白しろくねえ考えだぜ又三郎」

　ガブが敦を見て、そして笑った。「折せつ角かく大カタ災スト禍ロフのど真ん中にいるんだ。面白いモン見ていけよ」

　地面が縦に揺れた。

　島が震しん動どうしている。あらゆるものが痙けい攣れんしたように震ふるえている。敦は膝を伸ばしていられず、思わず地面に手を突いた。

　背中側で岩塊が砕けるようなすさまじい音がして、敦は振ふり返った。

　壁かべだ。

　さっきまで道だったところに、壁がせり出している。

　岩と土と樹木でできた壁だった。島の基部にある鉄骨も含ふくまれている。そして高さが尋じん常じようではない。敦の見ている前で、地ち殻かく変動のように壁がめりめりと成長し、あっという間に20米メートルを超こえる高さになった。その間大地は死の痙攣を続けている。

　壁は一枚ではなかった。島全体を三つに分断するように、放射状に三枚。英国、独逸、仏蘭西の領土を分断する、長くて巨大な壁が出現していた。

「何だ……何なんだ、これは……！」

　これが異能力？　信じられない。これほどの力を生み出すなど、異能力の常識をはるかに超えている。

「土建業者いらずだろ」ガブは椅子に座ったまま笑った。「仲間を救うために登ってみるか？　見た目よりキツいぜ」

　ガブの意図はすぐに判わかった。これでは与謝野のところに行けない。

　敦一人なら、虎の手脚で20米メートルの断だん崖がいを駆け上ることはできるかもしれない。それでも壁を登っている最中はひどく無防備だ。例の石の腕に襲われたらひとたまりもなく握りつぶされるだろう。そして与謝野を連れてこの壁を越こえるのはさらに不可能だ。

「さて、どうする？」

「どうもこうもしない」敦はガブを見て云った。「かえって腹が据すわった。太宰さんを助けるには、お前を倒すしかない」

「そう来ると思ったよ」ガブは微ほほ笑えんだ。「警備のオッサンを絞しめ落とした時のお前、すごかったぜ。自分じゃ気づいてないかもしれないけど、お前けっこう乱暴な奴だよな」

「待て」空気を震ふるわせる低い声がした。芥川だ。「人虎、貴様何と云った？　〝太宰さんを助ける〟だと？」

「お前には関係ない」

「人虎」芥川の外がい套とうが、主人の殺気に呼応してはためいた。「先に撫なで斬ぎりにされたいか？」

　芥川は膝立ちのまま、外套から黒こく刃じんを発生させた。敦は飛ひ翔しようしてきたその黒刃を虎の眼めで見切り、刺ささる寸前に顔を振って回かい避ひした。

「お前の攻撃もいい加減見慣れた」敦は芥川を睨にらみながら云った。「邪じや魔まだ。僕はあいつを倒さなくちゃならない」

「貴様……」

「おいおいおい」ガブが呆あきれたように口を挟はさんだ。「何ふたりで楽しくやってやがんだ。お前ら知り合いか？　随ずい分ぶん仲が良さそうだな」

「誰だれが」

「こんな奴と」

　芥川と敦が同時に云った。

「参ったぜこりゃ」ガブが肩をすくめた。「仕方ねえ、二人まとめて相手してやる」

　ガブの言葉と同時に、無数の腕が殺到した。

　敦は素す早ばやく反応した。

　最初に襲いかかる巨きよ大だいな掌てのひらを跳とび越えてすり抜ぬけ、その直後に横合いから殴なぐりつけてくる拳こぶしの表面に着地して再度跳ちよう躍やく。蛇へびのように地上から無数に襲いかかる腕を、すべて躱かわしていく。

「尋常じゃねえな又三郎」ガブがにやりと笑った。「欲しくなってきたぜ、その異能。それじゃ……こいつはどうだ？」

　直後、敦の腹部に何かが着ちやく弾だんした。

　すさまじい衝しよう撃げきに、胴どう体たいがくの字に折れ曲がる。内臓に熱さにも似た痛みが走り、視界が真っ赤に染まる。

　敦の腹部に着弾したのは、〝指〟だった。巨大な石の腕の、巨大な人差し指。眼下の地上を見ると、大地に同じ太さの穴が空き、何かが射出されたような煙けむりが上がっている。

　指の形をした弾頭を──地面から高速で射出したのか！

「どんどんいくぜえ」

　地面に無数の穴が空く。地上から空めがけて、百の砲ほう台だいから発射された百の砲弾が敦へと殺到する。速度も砲弾と同じくらいはあるだろう。どうにか躱そうと、敦は虎の眼を見開いた。だが数が多すぎる。

　砲弾のひとつが肩に浅く着弾し、敦の体がねじれた。体勢が流れた瞬しゆん間かん、一ひと抱かかえはある弾頭が、敦のこめかみにまともに叩たたきつけられた。

「がっ……！」

　衝撃に意識が飛ぶ。頭が大きく揺ゆれ、首の骨がめりめりと鳴った。

　意識を失った敦の体に、砲弾が次々に激突していく。

　雨に嬲なぶられる木の葉のように、敦の体が空中を舞まう。自分の体が制せい御ぎよできない。骨がどれだけ折れているのかも、内臓がどれほど潰つぶれているのかも、全く見当がつかない。ただ漠ばく然ぜんとした死の気配だけが、うっすらと意識を冷たく包み込んでいく。

　落下する敦に地面が迫せまる。激げき突とつする、と敦は思った。だが激突はしなかった。

　どぶん、と濡ぬれた音がしたかと思うと、固い大地に敦の体が沈しずみ込んだのだ。

　地面に波は紋もんが立ち、底なし沼ぬまのように敦を吞のみ込んでいく。背中から、胴体、首へと沈んだ。最後に残った頭を助け出そうとするかのように、何か黒い布が飛翔してくるのが、敦の視界にかすかに見えた。だがそれが何かを確かめるより早く、敦の全身は島へと沈み込み──

　そして姿を消した。
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　誰かの──夢を見ていた。

　上下も左右も定さだかではない場所。自分が立っているのか座っているのかも判らない場所。１秒後と１時間後の違ちがいも曖あい昧まいで、暑いのか寒いのかも判らない。

　敦はそこで、見知らぬ少年の夢を見ていた。

　心優やさしい少年だった。少年はまっすぐな瞳ひとみに孤こ独どくを湛たたえ、ただ一人じっと島を睨んでいた。観光施し設せつも発電風車も何もない、まっさらな島──荒こう野やと云いってもさしつかえないほど何もない島。その中心に、少年は立っていた。

　この夢が何なのか、少年が誰なのかも判らなかったが──何故なぜか少年が孤独であることだけははっきりと判った。空と海を見すえるその瞳の中には、敦と同じものが光っていた。透すき通った瞳の奥にあるものは、確信だ。世界は自分に優しくするためにあるのではないという確信。地じ獄ごくは他者の中にあるのだという確信。

　その少年は島の守護者だった。孤独で、高潔で、自分ですら自分を愛していなかった。彼に寄り添そえる誰かは存在しなかった。その目は〝自分が為なさねばならないこと〟だけをじっと見すえ、悲しいまでにまっすぐだった。

　敦はその少年に呼びかけようとした。だが言葉は声にならない。少年に近づこうとすれば遠ざかり、はっきり見ようとすれば姿は曖昧になった。

　ただ孤独だけが、吞み込んでしまった氷の欠片かけらのように、敦の胸を強く冷やした。







「目を覚ませ、虎とらの少年」

　誰かの声がして敦は目を開いた。

　自分はどこかに横たわっている。暗いどこか。死んではいない。生きている。

「意識はまだあるか？　私の声が聞こえるか？」

　敦は周囲を見回した。そこは狭せまくて丸い空くう洞どうだった。空気そのものがかすかに発光しているせいで、ぼんやりと空洞の輪りん郭かくが見み渡わたせる。夢や死後の世界ではなさそうだ。

　だが、だとしたらここはどこなのだろう。

「ここは島の地下だ」敦の思考を読んだように、その声が空洞に響ひびいた。だが声の主はどこにも見えなかった。聞いた事もない声だ。「残された私の力では、この空洞を造ることしかできなかった。それも間もなく消しよう滅めつする」

　空間がぼんやり発光し、人の姿を取りはじめた。背が高い青年だ。太宰より少し年上だろうか。知らない人物なのに、気配にどこかしら既き視し感かんのある人物だ。

　あなたは誰ですか。

「私はヴェルヌだ」敦の思考を再び読んで、その人物は云った。「この島の守護者、ジュール・ガブリエル・ヴェルヌ。〝七人の裏切り者〟の一人だ」

　ガブ？

　そんなはずはない。ガブとは年ねん齢れいが違いすぎる。目の前にぼんやり映った青年の姿は、おそらくガブの倍ほどの年齢はある。物もの腰ごしや声の調子も違う。喧けん嘩かっ早くて粗そ暴ぼうなガブに対して、目の前の青年は図書館で司書でもやっていそうな物静かな物腰をしている。

　だが──云われてみれば、髪かみや瞳の色は同じだ。指先にまで注意の行き届いた油断ならない気配には、どこかガブと共通したものがあるかもしれない。

「最初に断っておくが、君はここから出られないだろう」青年姿のガブ──ヴェルヌははっきりと云った。「〝奴やつ〟がそう意図しない限りは。何故ならここは、奴の腹の中だから。申し訳ないとは思うが、私には君を助けてやる力はない」

　奴？　ガブのことだろうか。でも貴方あなたもまた、ガブなのでは？

「その問いはイエスでありノーだ」ヴェルヌは少年ガブと同じ云い回しをした。「〝奴〟は人間ではない」

　では何だ？

「〝異能力〟だ」青年は断言した。「君は異能力というのが如何いかなる存在なのか、考えたことはあるだろうか」

　異能とは何か。

　あるに決まっている。

　虎の正体について知ってからずっと、そのことを考えない日はなかった。

　虎とは何者か。何故自分に虎の力が宿っているのか。虎と自分はどこまで同一の存在で、どこからが個別の存在なのか。何故──自分の異能のせいで、苦しめられなくてはならないような人間が存在するのか。

「君にご覧に入れたいものがある」とヴェルヌは云った。「奴の──この島の記き憶おくだ。知るものは少なく、語るものはもっと少ない。だが君はそれを見なくてはならないんだ、虎の少年。君の仲間──異能無効化を持つ人物のおかげで、私はこうやって一時的ながらも表に出られた。君はその人物を助けたいのだとお見受けする。違うかい？」

　助けたい。何に代えても。

「なら夢の続きを見るんだ」空気が放つ光が増してきた。敦は今いま更さらながら思った。ここは現実の空間なのだろうか？　自分は幻まぼろしを──土中に埋うめられた酸素欠けつ乏ぼうで、死の前の幻げん覚かくを見ているだけなのでは？

「幻覚かどうかは、自分で判断するしかない。この世のあらゆるものと同じように」光の中でヴェルヌが云った。もうその姿は見えない。

　あたりの空気の質も変わっている。世界の輪郭が滲にじみ、外側と内側の感覚が消失する。自分がどこか遠いところに飛んでいってしまったような喪そう失しつ感かんを覚えながら、敦はその世界へと──情報の海の中へと沈み込んでいった。
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　ジュール・ガブリエル・ヴェルヌは、無口で内気な少年だった。

　戦争で両親を失ってからというもの、ヴェルヌは世界に対して心を閉とざした。自分の周りに冷ややかな孤独を纏まとい、人生に何の期待もしなくなった。

　だがヴェルヌが14歳の時、転機が訪おとずれる。彼の異能力を見いだされ、ある組織に属する事になったのだ。

　〝七人の裏切り者〟。

　それはかつて、世界を巻き込んだ大戦を終わらせた犯罪者達の呼こ称しようだ。

　世界中から集まった、人種も国こく籍せきも統一されていない七人。彼らの共通点は、いずれも超ちよう級の異能者だったということ。そして、何が何でもこの大戦を終息させる、そのためにはあらゆる悪に手を染め、あらゆる道義を無視して事にあたると固く決意していることだった。

　ヴェルヌはその七人のうちの一人となった。ジュール・ガブリエル・ヴェルヌ。異能力の名は『神秘の島』。彼は自らが領土とした島を異能の範はん囲いとし、その島で死んだ異能者の能力を吸収できるという、極きわめて珍めずらしい異能力だ。

　誰だれもがヴェルヌのことを、〝両親を殺した戦争を終わらせるため〟に活動をはじめたのだと思った。だが違った。彼は純じゆん粋すいに、七人のために何かをしたかったのだ。

　それがヴェルヌに訪れた転機だった。彼に仲間ができたのだ。自分を拾い、変えた人々。命を預け合う共犯者達。──丁度敦にとっての探たん偵てい社がそうであったように。

　そんな中、ヴェルヌを含ふくむ〝七人の裏切り者〟は、過去最大の作戦を決行した。人工島『スタンダード島』で和平会議を開かい催さいする。とっくに疲ひ弊へいして戦争継けい続ぞく能力を失いながらも、決して後に引こうとしない国家群を和平させるため──各国の最高意思決定者をこの島に誘ゆう拐かいし、強制的に和平調印させる作戦だった。

　彼らは各おの々おのの異能を駆く使しして各国の首脳や軍の最高指導者を誘拐し、この島の機密区域に閉じ込めた。彼らを説得、脅きよう迫はく、ある場合には異能による洗脳に近いことまで行って和平に同意させた。それが済むと、各国広報業界の鍵かぎを握にぎる人物や軍ぐん需じゆ産業の重役など、大戦継続に影えい響きようを与あたえると思われる人物を次々誘拐して同じことをした。

　その間、無数の軍、諜ちよう報ほう機関が島に侵しん入にゆうし、自国の重要人物を奪だつ還かんしようと試みた。だがヴェルヌの能力の前にはどんな武力も歯が立たなかった。彼の異能は島の中でしか通用しないが、逆に島の中に敵が入ってさえしまえば無敵の強さを誇ほこる。ヴェルヌは特とく殊しゆ部隊や刺し客かくの異能者を次々撃げき退たいし、その異能力を吸収してさらに強くなった。

　結果、戦争反対派の民意に後押しされるように和平会議の調印は有効なものとされ、戦争は終わった。

　そしてヴェルヌはまた孤こ独どくになった。

　〝七人の裏切り者〟のうちある者は死に、ある者は消息を絶った。だがヴェルヌは一人、島に残った。二度と戦争を再燃させないため、主要国がどのような緊きん張ちようした国際情勢でも秘ひ密みつ裏りに意思疎そ通つうや交こう渉しようが行える施し設せつが必要だった。そのために島は残されたのだ（敦が地下四階で見た、巨きよ大だいな画面や通信機のついた会議室は、そのための施設のひとつだった）。

　ヴェルヌは孤独だったが、島を守る任務を手放そうとはしなかった。七人の仲間には戻もどる場所が必要だった。世界のあらゆる場所から守られたスタンダード島は、七人が再会する時のために守らなくてはならない。そのようにして、ヴェルヌは〝守護者〟となった。

　それからの十四年は、多少の騒そう動どうはありつつも平和にすぎた。戦争終結時少年だったヴェルヌもやがて青年となり、表向きは島の職員として過ごしながら、島の維い持じに注力し続けた。

　しかし平和とは、争いと争いの間の短い休息に過ぎない。十四年が経たったある日、島のこれまでの歴史の中でも最大の異物が混入する。

　消滅兵器、〝殻シエル〟。そしてそれを追ってきた時間異能者のウェルズだ。

　事態を重く見たヴェルヌはすぐさま動いた。そして島の観光客〝ガブ〟を名乗ってウェルズに接せつ触しよくし、彼女の正体を見み極きわめた。そして彼女が協力するに足る人物であることを見み抜ぬくと、共に兵器をテロリストの手から取り戻すことを約束した。

　島の守護者にとって、隠かくされた兵器を発見するのはそれほど難しいことではなかった。問題はそれを取り戻すことだ。テロリストである大たい佐さは完全武装した部下達を常に引き連れていたが、彼らにヴェルヌの異能を見せる訳にはいかなかった。ヴェルヌの異能は戦争史上における重大な犯罪と結びついている。関係者以外に、その能力を知らせる訳にはいかない。かといって部下ごと皆みな殺ごろしにするには、ガブは優やさしすぎた。

　そこでヴェルヌは一計を案じ、しばらく前から島に侵入してきていた盗とう賊ぞく団を利用することにした。大物の盗賊団ではない。盗ぬすみのたびに失敗して脱だつ獄ごくを繰くり返しているちんけな連中だったが、ボスの異能──壁かべをすり抜ぬける──は、身分を隠して島の至る所に出しゆつ没ぼつするには好都合だった。ヴェルヌは過去に吸収していた『外見年ねん齢れい操作』の異能で少年の姿になり、弟子でしにしてくれと頼たのみ込んであっさりと許可された。

　ボスの異能の力を借りて、少年の姿になったヴェルヌは難なく兵器の許もとに辿たどり着き、戦せん闘とうの末大佐を倒たおした。兵器も回収した。だが予想外のことがひとつだけ起こった。

　女性異能者のウェルズが、流れ弾だまに当たって死亡したのだ。

　彼女は強力な異能者だが戦闘系ではない。弾が当たればあっけなく死ぬ。ヴェルヌはその死に深く傷ついた。十四年も〝守護者〟を気取っておきながら、女性の命ひとつ救えない自分。しかし幸運なことに、彼女を救う方法はすぐに思いついた。

『島で死んだ人物の異能を吸収する』能力を用いて、ウェルズの過去遡そ行こう能力を奪うばう。そして55分前に跳とんで、彼女の死を阻そ止しするのだ。

　作戦は成功した。ヴェルヌは55分前に戻り、彼女と再会した。そして再度大佐に戦いを挑いどみ、勝利した。

　しかしここでヴェルヌはあることに気づいた。もしここでもう一度、過去遡行の能力を吸収すれば、ヴェルヌはもう一度過去に戻れるのでは？

　時間旅行者ウェルズの異能では、過去に戻れるのは一人につき一度のみ。しかし守護者であるヴェルヌの持つ能力で過去遡行の異能を奪えば、その時点で使用される能力はいつだって〝最初の一回〟だ。つまり〝一回しか過去に戻れない〟という条件を無視できるのだ。

　兵器の起動を阻止できたとはいえ、兵士には犠ぎ牲せいも出た。さらには兵器の出所、大佐の目的などを聞き出せないまま大佐を倒してしまった。もう一度55分を遡さかのぼり──いや、何度も55分を繰り返して、最善の未来を極力追求する。そのような試行が可能なのではないか。

　結論から云いって、その仮説は正しかった。

　ヴェルヌは何度も時間を巻き戻し、何度も兵器奪だつ取しゆを繰り返した。十回、二十回。だが毎回誰かが傷ついた。船長か、兵士達か、盗賊団の誰か。完かん璧ぺきな世界を実現するのは、ヴェルヌが思った以上に難しかった。また目的が一度達成されれば、次はさらに、その次はできればもっと、と欲よくが出たのも確かだった。

　その試行の中で、ヴェルヌは予想もしなかったある事が起こっているのに気がついた。

　時間が長くなっているのだ。

　最初は55分。だが56分、58分と遡行する時間は徐じよ々じよに延びていき、やがて何時間も前に戻れるようになった。習熟と共に異能が成長する事例はしばしば観測されることだが、それがこんな形で発現するとはヴェルヌにも全く予想外だった。そしてそれは実のところ、喜ぶべき誤算だった。時間が長くなるほど、やり直せる事象は多くなり、多くの人の不幸を救える。何時間、何日──そしてヴェルヌは、ある希望を抱いだいた。このまま遠い過去に戻り続けていれば、仲間達とまた再会できるのではないか？　さらには十四年の時を越こえて、戦争そのものをなかったことにできるのではないか？

　それは大きな希望だった。一人の人間が背負うには大きすぎるほどの。

　ヴェルヌは気がつかなかった。異能が強化されているということは何かが蓄ちく積せきされていくということであり、それは必ずしも善なるものとは限らない。異能そのものには善も悪もない。ただそこにある。そしてそれは時として、意思ある悪よりもよほど邪じや悪あくな結果をもたらすことになる。

　〝蓄積された何か〟を名前をつけて呼ぶことはできない。それは経験値に近いとも云えるし、誤差に近いとも云える。過去遡行を繰り返すうち異能は強化され、変質し、やがて意思を持つようになった。

　敦の虎とらと同じだ。敦は虎の力を一部借りることはできても、虎そのものを制せい御ぎよすることはできない。完全に虎となった敦は本能のままに暴れ回り、誰を傷つけ何を壊こわそうとするのか全く予想がつかない。それ故ゆえに強きよう靭じんであり、意図を持たない故に無む謬びゆうであった。

　ガブの場合それは『島』だった。そしてヴェルヌの場合は、島の持つ力が桁けた違ちがいに強大だった。

　島の異能はヴェルヌ本人の人格を消し飛ばし、肉体を奪った。

　そして異能生命体〝ガブ〟が生まれた。

　異能であるガブと、所有者であるヴェルヌの意識が逆転したのだ。

　とはいえ、異能生命体であるガブの意識は、人間のそれに較くらべて不安定なものだった。敦の虎も、ほんの短い間しか表ひよう出しゆつしていられない。過去遡行をやめ、時間が通常通り流れはじめれば、いずれ遠からず自分の意思は消しよう滅めつするだろう。異能は──ガブは、それが厭いやだった。消えたくなかった。意思が消滅し、自分がまたどことも判わからない闇やみの中に沈しずんでしまう──そう思うと我が慢まんならなかった。

　そこで生まれたばかりのガブが取った行動は、〝主人と同じ事をする〟だった。つまり、同じ時間を繰り返すこと。閉じられた時間の中を反復ループし続け、決して外に出ないこと。未来に進まない限り、ガブは意識を手放すことはない。その時点で可能な過去遡行の時間幅はばはおよそ30時間。ガブは未来へ進む事を拒きよ否ひし30時間の繰り返しの中に閉じこもることによって、死の恐きよう怖ふから逃のがれることができた。

　それは表面上はヴェルヌと同じ、繰り返しの中に生きる生命だった。過去に戻り、兵器を取り戻し、また過去へ戻る。しかしヴェルヌと違ちがうのはその目的だった。島の守護者であるヴェルヌの目的は人々を不幸にしない事だったが、ガブにとっては人間の生死などどうでもよかった。

　ガブは何度も同じ時間を繰り返した。その中で知識と知ち恵えを身につけ、賢かしこさや狡こう猾かつさも手に入れた。ガブはそれで満足だった。ただ生きること、それ以上にやりたいことなど存在しなかった。ガブは倖しあわせだった。

　ただ、何万、何十万と繰り返される時間の中では、不測の事態もごく稀まれに発生した。僅わずかばかりの誤差が大きな未来の変化をもたらすことがあったのだ。ある時間では大佐が自殺した。ある時間ではウェルズがガブの陰いん謀ぼうを見破った。そのたびにガブは蓄たくわえられた知識と謀ぼう略りやくをもって事に当たり、すべての特殊イレギ状況ユラーを退けた。そしていつも最終的にはウェルズを殺害し、過去へ戻もどる能力を吸収した。

　そしてある時、最大の〝誤差〟が発生した。大たい抵ていの物事がそうであるように、最初はほんの些さ細さいなズレだった。兵器の噂うわさに不安になった船長が、外部にその話を漏もらしたのだ。話はよりによって領海を所有していた日本国政府の、異能者を管理する秘密部署──異能特務課へと伝わった。そして特務課は素す早ばやく行動し、探たん偵てい社を島へと送り込んだ。

　探偵社には天敵がいた。太宰だ。太宰は、触ふれているものの異能力を無効化する。異能そのものであるガブの中心核かくは島の地下深くにあり、太宰が島の大地に触れても消滅する心配はない。だが肉体に触れられれば異能無効化が発動してガブは消滅する。そしてもうひとつ、本来の能力である『島で死んだ異能者の能力を奪う』力を発動する瞬しゆん間かんだけは、その効果範はん囲いを島全体に広げざるを得ない。その時島に太宰が滞たい在ざいしていると、やはり異能無効化によってガブは消滅してしまう。つまり、太宰が島にいる限り、〝ウェルズの死体から異能を奪って過去に戻る〟という、反復ループの起点に辿り着けないのだ。

　異能無効化という脅きよう威いは、ガブにとって喉のど元もとに突つきつけられた刃は物ものに等しかった。

　その脅威を排はい除じよする方法はひとつ。

　太宰を殺せば、異能無効化は発動しない。

　だが太宰がおそろしく頭の切れる人間であることは、外部の情報記録に当たったガブには判わかっていた。太宰は探偵社に入ってから無数の事件を解決している。そして実際に偵てい察さつし、兵器へと着実に接近するその手しゆ腕わんを見て、ガブは警けい戒かいした。一ひと筋すじ縄なわではいかない。そのうえ太宰には島の守護者とも呼ばれた強力な防衛の異能が全く通用しない。正面きって戦うのは危険が大きすぎる。太宰を騙だまして殺すにしても、巨きよ大だいな目くらましが必要だ。

　ガブは慎しん重ちように計画を練って、そして実行した。探偵社にわざと〝兵器奪取〟の任務を遂すい行こうさせ、隙すきが生まれるのを待った。絶対に気取られてはならない。そして太宰と直接対面してはならない。太宰に肩かたを触れられただけで、ガブは消滅するのだ。

　そしてついにその瞬間が訪おとずれる。太宰が真相を見み抜ぬく直前の一瞬、最も油断する刹せつ那なを狙ねらって、短刀で太宰を刺さし貫つらぬいた。彼の心臓が止まれば、恐おそれることは何もない。太宰が死ねば異能が使えるようになる。そして時間旅行者のウェルズが死ねば、過去遡行の異能を奪ってもう一度過去に戻る。それでガブの勝ちが確定する。

　次に会った時は容よう赦しやしない。探偵社員は全員、島に上陸するや否いなや殺す。そうすればガブを脅おびやかすものは二度と現れない。

　そしてまた永遠の命を生きる。それだけがガブの目的だった。

　ガブは人間ではない。人間の本能も理解できない。だが〝死にたくない〟という魂たましいの叫さけびだけは、その存在の核に強く刻みつけられていた。すべての生命がそうであるように。
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　風の吹ふきつける音がして、敦は目を覚ました。

　明るい。先さき程ほどまでの地下の暗さではない。何故なぜ僕はここにいる？

　つい先程まで、ガブの過去を見ていたはずだ。その時の感かん触しよくが、自分が自分でないような違い和わ感かんが、まだ頭の中に残っている。目がくらむ。平へい衡こう感かん覚かくがない。体が動かない。

　やがて体が動かないのは、先程までの体験のせいではないと気がついた。手て脚あしが拘こう束そくされている。実際に、物理的に体が動かないのだ。

　壁かべのようなものに、体が埋うまっている。壁から出ているのは顔と胸、それに肩だけ。他ほかは石せつ膏こうで固められたかのように動かない。何か巨大な柱のようなものに埋め込まれている。

　動かないなら、これは夢の続きではない。現実だ。

「いい夢見られたかい、又三郎？」

　前方から声がした。

　視線を上げて気がついた。ここは空だ。空の中心に、ガブが座っている。岩がん塊かいでできた玉座に、くつろいだ様子で腰こし掛かけている。

「ここは──」

「地面の底で色々知ったみたいだからな。感想を聞こうと思ったのさ」

「感想だって？」敦は思わず云いった。

　そこは時計塔とうの真上だった。地表がありえないほど隆りゆう起きし、時計塔をすっぽり覆おおう巨大な円えん筒とうのようなものを形成している。敦達がいるのはその頂上だった。円えん卓たくのような台地の中央に柱が形成されていて、敦はそこに埋め込まれていた。

　敦は訝いぶかった。ガブからしたら、僕は目的を阻はばむ邪じや魔ま者もののはず。島には太宰を生き返らせてもらっては困る事情があるのだ。真実を知った僕を、すぐに殺さなくてはおかしい。

「俺のことを知ってる奴やつなんて、これまで全然いなかったからさ」ガブは肩をすくめた。「長い話だし、云っても誰だれも信じねえし、それに信じたとしても時間をリセットすりゃ全部忘れちまう。だから──」

　だから僕を殺さなかった？

　敦は不意に理解した。

　こいつは状じよう況きようを誰かと共有したがっている。誰かに自分の事を評してもらいたがっている。

「滑こつ稽けいな話だ」敦は思わず云った。「随ずい分ぶんと人間らしいじゃないか。一人きりで寂しいなんて……人間ですらない癖くせに」

「寂しい？」ガブは首をかしげた。「そうなんかな。俺は寂しいのか？　ずっと大勢と一いつ緒しよだったぜ？」

「そうだよ」敦は断言した。「だって──」さらに理由を続けようとしたが、うまく言葉にならなかった。

　寂しいに決まっている。

　生まれたばかりなのに、誰とも状況を共有できず、一人きりで繰くり返しの中を生きるしかなかったのだから。

「こんな真ま似ねはやめろ」敦は云った。「こんな事したって何にもならない。いつかは終わりが来る。同じ時間を繰り返して永遠に生きるなんて間ま違ちがってる」

「いつかは終わりが来る？」ガブは眉まゆを上げた。「そりゃ来るさ。あんたら人間だって、いつかは死ぬ。俺と同じだ。お前人間に〝どうせ死ぬから生きるなんてやめろ〟って云うのか？　面おも白しろい奴だな又三郎」

　ガブは笑ったあと、視線をずらして敦の隣となりを見た。

「あんたもそう思うだろ、黒い兄さん？」

　敦ははっとして隣を見た。

　今まで気がつかなかったが、隣にも柱がある。そして柱に誰かが埋め込まれている。敦と同じように。

「詰つまらぬ」隣から聞き覚えのある声がした。「生き残るのは、生存する理由がある者ではない。強き者だ」

　芥川だ。胸と肩、頭だけを残して、柱に埋め込まれている。唇くちびるの端はしが裂さけ、額からは流血している。あの芥川をしても、ガブの異能には勝てなかったのだ。

「そういう事だよな」ガブはうなずいた。「つまりあんたらより強い俺は、生きる資格があるって事になるね」

「笑止」芥川は鼻で小さく笑った。それから敦のほうを見た。

「人じん虎こ。事情は概おおむねそこの餓が鬼きから聞いた」芥川は目を細めて云った。「太宰さんが死にかけているだと？」

「そうだ。時間はあまりない」

「愚おろか者め。矢張り太宰さんが探偵社に属したのは過あやまちだった」

「お前にそれを云う資格があるか？」敦は眉をひそめた。「ポートマフィアの狂きよう犬けんが、情けない格好じゃないか」

「奴には僕やつがれの異能が効かぬ」芥川がやや感情を滲にじませながら云った。「黒こく刃じんが悉ことごとくすり抜ぬける。一体どういう絡から繰くりだ？」

　すり抜ける──。

「そうか」敦ははっとして云った。「それはボスの異能だ。『厚み５糎センチ以下の物体をすり抜ける』能力。ボスの死体から能力を吸収したんだ。お前の薄うすい布じゃ、何万回やってもガブには当たらない」

「ちっ」芥川が舌打ちした。「では当たるのは貴様の拳こぶしだけか」

　確かにそうだ。虎とらの拳ならあのガブに攻こう撃げきを与あたえることができる。

　だが、今の状況では──。

「ぬぐううううううっ……！」

　敦は拘束を破るべく、全身に力を入れた。だが体は抜けない。びくともしない。

「無む駄だだよ」ガブが微ほほ笑えんだ。「特別な鉱石を混ぜ込んであるからな。──こいつは元々『自分の身体からだを自在に変形させる』能力だった。今はこの島そのものが俺だから、島にあるすべてのものを自在に動かせるって訳だ。──お前達の力も大体判わかった。その程度の力じゃ脱だつ出しゆつは無理だぜ」

　ガブの云う通りだ。岩だって砕くだける虎の腕うででも、巨大な石の柱に腕と脚がまるごと埋まっているこの状況では、腕わん力りよくだけで脱出するのは無理だ。

　こうなると、もうひとつの可能性に賭かけるしかない。とても不本意な可能性だが──。

「芥川」敦は苦い顔で云った。「太宰さんは時計塔の近くの地下室にいる。瀕ひん死しだが、探たん偵てい社の与謝野女医せんせいを連れて行けばまだ助かる。そこまで行けるか？」

「僕やつがれを頼たよるか」芥川が嘲ちよう笑しようした。「この島に来てより、最も愚かな行こう為いをしたな人虎。第一、僕やつがれとて可能ならば疾とつくにここを脱している」

　芥川の黒外がい套とうが蠢うごめいた。

　外套はたちまち無数の黒刃となり、芥川の埋まっている柱を切り裂さいた。周辺部が無数の破は片へんに変わり、芥川の体が自由になる。

　だがその直後、まるで逆再生のように、破片が互たがいにくっつきあって硬こう化かした。芥川はほとんど動けないまま、元の位置に拘束されてしまった。

　石の再生速度が速すぎる。

　これでは柱を破は壊かいしたとしても、脱出動作を終える前にまた拘束されてしまう。

「小こ癪しやくな異能だ。奴本体を裂こうにも、ここからでは羅ら生しよう門もんが届かぬ」芥川が毒づいた。「小こ僧ぞう。……貴様の勝ちだ。殺せ」

「殺す？」ガブは首をかしげた。「云っただろ？　殺す気なんてない。ただ時間までお喋しやべりがしたいだけだ。又三郎の師し匠しようが死ぬまでの時間潰つぶしだよ」

　このまま──僕達を柱に磔はりつけにしたまま、太宰さんが死ぬのを待つつもりか。

　太宰さんとウェルズが死ねば、ガブは過去遡そ行こうの異能を吸収できるようになる。そして過去に飛んで、何も知らない探偵社を殺せば、二度とガブを止めるものはいなくなってしまう。

「そうはさせない」敦は表情を硬かたくして云った。「太宰さんは死なせない。太宰さんもこんな形で死ぬなんて、きっと厭いやなはずだ」

　太宰さんはいつも死にたがっていた。

　それが何故なぜなのか、誰にも判らなかった。

　けど、こんな形で死なせたりしたら、僕は一生自分を許せないだろう。

　不意に、芥川が薄く嘲ちよう弄ろうの笑えみを浮うかべた。

「太宰さんの内ない奥おうなど、誰にも判らぬ」芥川は敦を見て云った。「僕やつがれとてあの人を死なせられぬ理由がある。だが貴様が土足で踏ふみ込めるほど、あの人の内面は浅くない」

「お前……太宰さんを死なせてもいいって云うのか」敦は芥川を睨にらんだ。

「否いな。だが何も判っていない貴様に、太宰さんを救う資格はない」

「資格だって？」敦は怒ど気きを含ふくんだ声で云った。「お前が何を云ってるか判らないけど、資格の話を持ち出すなら、助けられるのはお前じゃなく僕だ。お前は一度僕と戦って負けてるんだからな！」

　芥川は敦を見、何もない虚こ空くうを見、もう一度敦を見た。

　それから唇を横に引き、獰どう悪あくな邪じや気きを含んだ笑みを浮かべた。

「面白い」芥川の笑みから毒がしたたる。「この状況で実に面白い冗じよう談だんだ、人虎。貴様と僕やつがれが置かれた状況は同じではない。判るか？　僕やつがれにできて貴様にできぬ行動が」

　風が鳴る音。

　芥川の黒刃が、敦の喉のどに突つき刺ささった。

「がっ……!?」

「これだ。貴様は僕やつがれに何もできぬが、僕やつがれは貴様を毀き傷しようできる。虚きよ辞じ妄ぼう言げんをあの世で悔くいよ」

　突き刺さった黒刃が、喉の奥でさらに分ぶん裂れつ。細かく裂けた無数の針となって、敦の体内を浸しん蝕しよくしていく。

　目が裏返るほどの激痛。だが手て脚あしが拘こう束そくされ、抵てい抗こうすらできない。すべての神経を鑢やすりで削けずられているかと思うほどの痛みに、敦は叫きよう声せいをあげた。

「芥川……！　お前っ……！」

　赤く染まる視界をどうにか芥川へと向ける。罵ば倒とうを浴びせようとした時、芥川の表情が変わっていることに気づいた。

　芥川は笑っていない。先さき程ほどまでの笑みが、抜け落ちたように消えている。代わりに浮かんだ表情は静かな沈ちん黙もく。あるかないかの悲しみすら浮かべ、敦を見ている。

　その表情の意味を考える間もなく、さらなる黒刃が突き刺さり、敦の意識を一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばした。
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　あれはいつの事だっただろう。

　前後の状じよう況きようは憶おぼえていない。季節も憶えていない。ただ濃のう密みつな夕焼けの橙だいだい色いろが、肺に入ってきそうなくらいの日暮れ時だったことは憶えている。

　遠くで鴉からすが鳴いていた。いくつかの民家から煮に炊たきの煙けむりがあがっていた。敦と太宰は、連れだって下町の住宅地を歩いていた。

　太宰と二人で歩いていた理由はうっすらとしか思い出せない。慥たしか、敦が仕事で行き詰づまり、太宰が応おう援えんに来てくれたのだったように思う。応援に来た太宰はほとんど数分で問題を解決し、依い頼らい人に感謝されながら現場を後にした。

　太宰の背中を見ながら、敦はとぼとぼと歩いていた。何を云いっていいのか判らなかった。自分はどこまでも半人前なのだという思いが敦の足取りを重くさせた。太宰のように完かん璧ぺきな人間には、何万年経たってもなれないのだという真実が、敦の肩かたにのしかかっていた。

　完璧な人間？

　太宰は完璧ではない。改めてそのことに思い至って、敦は足を止めた。太宰は完璧とは真逆だ。いつも仕事をほったらかしては国木田に怒ど鳴なられたり、痛くない自殺を模も索さくしては失敗し皆みなに迷めい惑わくをかけている。奇き矯きようで予測不能の行動には皆もう慣れてしまって、それを奇き妙みようだとすら思わなくなっていた。

「太宰さん」敦は太宰の背中に向かって云った。「どうして太宰さんは自殺をしたいんですか？」

　太宰は振ふり返って敦を見た。それはいつもの笑顔だった。何を考えているのか判らない、にこやかな笑み。

　太宰は〝そういえば云っていなかったっけ〟とでもいうように目を軽く開き、それから微笑んで答えた。

「　　　　　、　　　　　が　　　　だよ」

　あの時──太宰は何と云ったのだろう。

　思い出そうとすればするほど、かすかな記き憶おくは遠ざかり、濃こい夕暮れの光の中に沈しずみ込んでいってしまう。

　どんな人間も、太宰を理解することなどできない。すぐ傍そばにいるように見えても、彼ひ我がの距きよ離りは何万光年も離はなれている。

　本当のところを云えば、太宰を救うべきなのかどうか、敦にも判わからない。太宰が本当は何を望んでいるのか、誰だれにも判らないからだ。あるいはこれは自己満足の類たぐいなのかもしれない。身勝手な行動なのかもしれない。

　だが──。




　どこかで虎とらが咆ほえた。

　敦はそれに応こたえる。

　全身の痛みが反転し、血液が音をたてて逆流する。毛が逆立ち、筋肉が急激に膨ぼう張ちようし、すべての細さい胞ぼうが燃え上がる。身体からだがこの世ならざる変化を起こす。

　前に進まなくてはならない。

　判らないならば、知らなくてはならない。こんな結末は間ま違ちがっている。

　敦が咆える。月まで届くような咆ほう哮こうをあげる。




「それだ」誰かがどこかで云った。「疾はやくしろ。面めん倒どうをかけさせるな、人じん虎こ」




[image: ]




　柱に放射状のヒビが入り、無数の破は片へんとなって爆散した。

「何っ」

　柱の破片はすぐさま癒ゆ着ちやくしあい、再生しようとした。だが一瞬で再生された柱に、捕とらえるべき対象はもういなかった。

　白い颶ぐ風ふうが駆かけ抜ぬけた。

　虎が円えん卓たくの台地に着地し、さらに跳ちよう躍やく。すさまじい脚きやく力りよくに耐たえきれず、踏みしめた円卓が砕くだけ散った。

「これは──何だ？」ガブは叫さけんだ。疾しつ走そうする白い虎を、目で追いきれない。「何が起こってやがる！　これが異能？　こんな事が──」

　ガブが手を振り、防ぼう禦ぎよのための石の腕うでを周囲に展開した。全方位の攻こう撃げきからガブを守るため、数十本の石の腕が壁かべのようにガブを取り囲む。

　白びやつ虎こは立ち止まり、小ぶりな自動車ほどもあるその巨きよ体たいを撓たわめ──そして咆哮した。

　島が震しん動どうした。

　喉から放射される音の衝しよう撃げき波はが、石の腕を音おん叉さのように共きよう振しんさせ、その悉ことごとくを破は砕さいし吹き飛ばした。

「んなっ」ガブは驚きよう愕がくに目を見開いた。「な莫ば迦かな！　いくら何でもそれは──」

　云い終わることはできなかった。降りそそぐ石の腕の破片の中から白虎が飛び出し、ガブの肩かた口ぐちへと喰くらいついた。

「ぐああああああっ!?」

　虎の巨きよ大だいな牙きばが肩口に食い込む。牙が肉に刺さり、骨を砕き、胸むな板いたを貫つらぬいて逆側に貫かん通つうする。それぞれの牙はガブの手首よりも太いため、ボスの『厚み５糎センチ以下の物質をすり抜ける』能力も効果がない。

　虎はガブの体をくわえたまま着地。そのまま首を振る。肉が裂さけ、腱けんがちぎれ、関節がもぎ取られていく音が響ひびく。

「こ、のっ……！　俺を、誰だと思ってる……！」

　ガブは自分の両りよう脚あしに石の腕をからませて無む理り矢や理り姿勢を立て直した。そして絶ぜつ叫きようとともに体を振り──自分の肩を、虎から引きちぎった。

　血と肉が飛び散る。

　石の腕に自分を摑つかませて、ガブは後方に緊きん急きゆう回かい避ひする。

「ぐ……！」

　ガブの肩から先が消失していた。断面からは鮮あざやかな鮮せん血けつがしぶいている。

「死ねるか……死ねるかよ……！」

　食いちぎられた断面に、石の腕が覆おおいかぶさる。肉と骨が露ろ出しゆつした傷口を石が覆い、重要器官を縫ほう合ごうして応急処置し、出血を止める。

「俺の主人が──ヴェルヌがまだこの肉体を操あやつっていた頃ころから、俺には意識があった。でも何も云えず、声は誰にも届かなかった。ただ生なま温ぬるい暗くら闇やみの中で、生きても死んでもいない自分を疑問に思うだけだった」

　石の腕がガブと融ゆう合ごうし、新しい腕となって肩から生える。岩石と鉱石と機械で構成された新しい腕は、敦の虎の腕にどこか似ていた。

「あの暗闇には二度と戻もどらねえ！　俺は生きる！　それがそんなに、悪いことかよ……！」

　ガブの怒ど声せいとともに、虎が踏ふみしめる足場が溶けた。

　虎だけではない。ガブの足あし下もとも、芥川の柱も、時計塔とうを覆っていた円えん筒とう形の基部そのものも、すべてが泥どろのように溶よう解かいした。そしてその泥すべてが、白虎めがけて殺さつ到とうする。

「押しつぶされろ──！」

　虎を包んだ巨大な泥は球形になり、たちまち固体化して一個の岩がん塊かいになった。時計塔とほぼ同じ高さはあろうかという巨大な岩塊だ。それが虎を閉じ込めたまま空中に出現した。

「くそったれが……ざまあ、みやがれ……」

　すべての質量を岩塊形成に回したため、ガブは支えるものすらなく落下した。このまま地面に落ちれば重傷は免まぬかれないだろう。だがガブの表情は勝利を確信した笑えみ。ガブは落下しながら岩塊を見つめた。

　ガブの表情が凍こおり付いた。

　岩塊の表面に、ヒビが入ったのだ。

「おい……噓うそだろ……」

　ヒビはたちまち岩塊全体に広がっていく。内部で何かが砕けていく音がする。何かが咆哮する声も。

　砲ほう弾だんでも直ちよく撃げきしたかのように岩塊の一点が粉ふん砕さいされ、内部から白虎が跳とび出した。

　その前ぜん肢しが、空中で避よけようのないガブに振り下ろされる。

「……畜ちく生しよう……！」

　激げき突とつ。

　衝撃波が空中で迸ほとばしる。

　ガブが落下し、地表に叩たたきつけられた。地表が波打ち、周囲の建造物を薙なぎ払はらった。

　少し遅おくれて、音が空気の壁となって周囲の木々を揺ゆさぶる。

　それは肉弾戦で起こりうる破は壊かいの規模を超こえていた。隕いん石せきの衝しよう突とつに等しい衝撃が、地表に放射状の亀き裂れつを走らせていた。

　立ちこめる土つち煙けむりが晴れた時──亀裂の中心にいるのは、横たわったガブだった。

　白虎の前肢に殴なぐられた腹部は肉がごっそり弾はじけ飛んでいた。全身の肉がずたずたになり、至る所から出血していた。普ふ通つうの人間ならば何度も死んでいるに違ちがいない重傷だった。

　少し遅れて虎が着地。虎の姿が煙と共に崩くずれ、敦の体へと戻っていく。

　人間に戻った敦もまた、立っていられず地面に倒たおれた。精神力を根こそぎ使い果たしてしまったためだ。

　敦はガブを見た。ガブは自分が生み出した血だまりに半ば没ぼつし、浅い呼吸を繰くり返している。

「やるじゃ……ねえか……」

「終わりだ」敦はかすれた声で云いった。「君は何十万回と〝今〟を繰り返し、十分に生きた。もういいだろう？　能力を止めて、太宰さんを助けに行かせてくれ」

「く、くく……十分？　十分って、何だよ？」

　ガブは膝ひざをついて立ち上がろうとする。胸と口から大量の血があふれ、地面を汚よごしていく。

「命に、今俺がここにあることに……、十分なんて永遠にねえんだよ……！　呼吸も、思考も、音も声も光も！　仲間といることも！　〝まあいいか〟なんて時は絶対に来ねえ！　お前だって、そうだろうが……！」

　ガブの足下が震動し、大地から機械がせり出す。土にまみれたそれは、島の地下にある実験用の発電機材だった。冷れい却きやく管、導電配線、超ちよう電でん導どう磁石。島に属する設備である以上、地下施し設せつの機材すらもガブの支配下にあるのだ。

「仲間だってそうだ……俺の主人ヴェルヌには、〝七人の裏切り者〟達がいた！　同じほうを向いて、同じ時間を分け合う仲間がな！　俺にもそいつが欲しかった……だから盗とう賊ぞく団に入った！　だからボスの弟子でしになったんだ！」

　傷だらけのガブの肉体に、管や配線がからみつく。蛇へびのようにからまりあったそれらは──蛇のように、ガブの体を食いちぎりはじめた。

「なっ」

　ガブの腕が引きちぎられ、露出した動脈に被ひ覆ふく配線が繫つなげられる。肺が潰つぶされ、空気循じゆん環かん器の管に接続されていく。

「こんなボロの肉体なんかいらねえ。脳さえ動けば異能は発動し続ける」ガブは笑っていた。「俺は俺だ！　俺の心はどこにも行かねえ！」

　骨が、内臓が、次々に捨てられて落ち、地面で濡ぬれた音をたてる。頭から下が次々に機械に置き換かえられていく。

「ガブ。確かに君は君だ。生きたいと思う気持ちを、誰だれも邪じや魔まできない」

　ガブの肉体はもはや人間を捨てていた。骨は鉄柱、筋肉は縒よられた導水管。血管は赤と青の被覆配線。身長は元のガブの倍ほどまで巨大化している。人間でも機械でもない生命体が、大地に半ば埋うまるようにして立っていた。

　機械の腕が振ふり下ろされた。

　敦の胴どう体たいほどもある鉄の腕が、轟ごう音おんと共に叩きつけられる。

　敦はそれを横に跳んで回かい避ひ。さらに跳ちよう躍やくし、ガブの死角へと回る。

　虎とらの拳こぶしが、機械の体に叩きつけられた。導水管と配線がちぎれ飛び、後方へと散らばる。

「ぐ……」

　全身を鉄に置ち換かんしたために、動作が遅おそい。異能の力そのものも弱ってきている。

「でも、人間と異能を切り分けちゃいけないんだ。君が仲間を欲しがるのも、人間だった頃の名残なごりだ。才能は人間の魂たましいに深く刺ささっている。それを抜ぬいちゃいけないんだ」

　才能と魂。

　超人的な頭脳という才能を持つ太宰さんの魂がいつも死を求めているように。

　魂の正義を求める国木田さんや社長が武術の才能を磨みがくように。

　そして虎という望まない才能を持って生まれたせいで魂に傷を負い続けてきた敦のように。

「そんなのは人間の側の理り屈くつだ！」ガブが叫さけぶ。

　ガブは機械と融合して巨きよ大だい化し、すでに時計塔と同じほどの高さになっている。

　機械の体をいくら殴ってもすぐ再生される。ガブを倒すには、唯ゆい一いつの生身である頭部を攻こう撃げきするしかない。

　敦は機械の巨体を足場にして、ガブの体を駆かけ上がった。

　巨木のような腕うでが振り下ろされる。敦はそれを回避し、さらに足場として駆け上がる。

　颶ぐ風ふうを纏まとった拳を叩きつける──。

　拳に衝撃。

　敦の攻撃が、受け止められていた。硬かたい何かが敦の拳を遮さえぎり、ガブの急所を守っていたのだ。

　これは──金貨エリアにあった隔かく壁へきか！

「自由もいらねえ、喜びもいらねえ──ただ生きたいんだ。生きさせてくれよ」

　ガブが青白い顔で笑った。唇くちびるの端はしから、血が一筋流れて落ちた。

　しまった。

　敦の体は攻撃の反動で後方へと振れた。支えるべき足場は何もない。

　落ちる──。

　突とつ然ぜん、黒い布が敦の足下に現れた。地表から伸のびてきたそれが敦の足場となり、体重を支えた。

　地表には、静かに敦を見上げる芥川。

　その視線が、静かに告げていた。──やれ。楽にしてやれ。

「……！」

　敦は黒布の足場を蹴けって再度跳躍。

　空中で体をねじって隔壁を飛び越こえ、その内側に入ってさらにガブへと跳ぶ。

「……うおおあああああああああああああッ!!」

　敦の拳が叩きつけられる寸前。

　──迷めい惑わくをかけたな──。

　青年の声が聞こえた気がした。




　拳が機械を貫かん通つうし、破は片へんが後方にぶちまけられた。




　衝撃で機械の体が大きく傾かたむき、破片が地表に降りそそいだ。

　無数の機械が空中を埋め尽つくす。

　部品の雨の向こうに、うっすら笑うガブの顔が見えた気がした。だが確かめる余よ裕ゆうはなかった。

　大量の機械と共に落下し、力を使い果たした敦は、地面に落下した衝撃で意識を失った。




　視界が暗くら闇やみに吞のみ込まれる。
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「敦！　おい起きろ敦！」

　ぼやけた視界の向こうで、誰かが呼ぶ声がした。

　肩かたを摑つかんで、強く揺さぶっている。

「……う……」

「おい敦！　大だい丈じよう夫ぶか！」
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　薄うすく目を開ける。ぼやけて滲にじんだ視界の向こうに、顔が見える。うまく焦しよう点てんが結べない。

「国木田、さん……」敦はかすれた声で云った。「島は……太宰さんは……？」

「巨大な丸い岩がん塊かいが現れたあたりで、島からの攻撃が停止した。そのためにここまで移動できるようになった。与謝野さんは谷崎や賢治の先導で、太宰のいる地下室へ向かっている」

　僕はどれだけ気絶していたのだろう。

　頭を何とか持ち上げ、ぼやけた視界でどうにか時計塔とうを見る。時計は傾き歪ゆがんではいたが、まだ動いているようだ。時刻は13時10分。ウェルズが指定した期限まで、あと４分ある。入口の扉とびらは賢治がこじ開けられるはず。間に合わないということはないだろう。

「芥川は……？」

「芥川が近くにいるのか？」国木田は周囲を見回しながら云いった。「この周囲には人ひと影かげはないぞ。……それより敦、敵はどこだ？」

　敦は機械の部品に半ば埋もれたまま、空を見上げた。どこまでも青い空。

「ガブは──消えました」と敦は云った。「多分もう、この世のどこにもいません。元の暗闇に帰りました。持ち主と同じ場所に」

　国木田は敦を助け起こした。機械の山の中を、苦労しながら降りる。

「国木田さん」敦はつぶやいた。「異能って──一体何なんです？」

「何だ、いきなり」

「多くの異能者は、異能を自分の一部だと思っています」敦は自分に問いかけるように云った。「でも違ちがうのかもしれない。どこか別の場所から来て僕達に刺さっている、計りがたい何かなのかもしれない……そう思ったんです。うまく云えませんけど」

「……まずは治ち療りようだ」国木田はしばらく黙だまった後でそう云った。「それから考えろ。時間なら十分にある」

　その時、大地が大きく揺ゆれた。

　地じ震しん？　いや、人工の島であるここで地震はありえない。ガブの異能も止まっているはず。

「何だ？」国木田が首を音のほうへ向けた。

　同時に国木田の衣囊ポケツトから無線機の呼び出し音が鳴った。

『たたたた大変でございます！』無線機から、舌を嚙かみそうなほど慌あわてた船長の声がした。『ふふ船が──ああわわわわ』

「落ち着け！」国木田は無線機に怒ど鳴なった。「何があった。今どこだ？　今の地震は何だ！」

『島の出入り口である桟さん橋ばしが爆ばく発はつしました！　船もです！　それと、海岸の水位が上がっています！　このままでは島が沈ちん没ぼつします！』

「何い!?」

　沈没だって？

　桟橋と船が爆破されれば誰だれもこの島から脱だつ出しゆつできない。その状態で島が沈没するとなれば、観光客も含ふくめ全員が島と共に海に沈しずむことになる。

「そうか」敦は地底で見た映像を思い出しながら云った。「島の安全装置です。ガブはこの島の秘密を外敵から守る存在でした。万一ガブの生命活動が止まった場合、島の全面破は棄きが設定されていたはずです」

「だとすると──おい船長！　島の沈没までにどのくらいかかる！」

『けけけ警備の報告では、およそ８分です！』

　短すぎる。たとえ今から陸地に連れん絡らくして救助を送ってもらったとしても、どう急いでも30分以上はかかるだろう。そのうえこちらには大勢の観光客がいるのだ。救命衣もなしで、観光客が20分以上の海中遊泳に耐たえられるとは思えない。

「くそっ！」国木田が毒づいた。「この島は一体どうなっている！」

　ふと──敦は空に顔を向けた。

「何か……聞こえませんか？」

「何？」

　風の音ではない。島が沈む音でもない。空から降ってくる、硬いはばたきのような音。

「おい──あれは」

　国木田が空の一点を指差したので、敦にもそれが見えた。

　それは青い飛行物体だった。

　こちらに近づいてくる。

　ついでに、もうひとつ大きな声も耳に届いてきた。

「あ──っはっはっはっはっはっはっはっは！」

　飛行する回かい転てん翼よく型の航空機。その昇しよう降こう口で腕を組み、高笑いしている人物は──。

「乱歩さん？」国木田が茫ぼう然ぜんとつぶやいた。「しかもあの航空機は慥たしか、特務課の機密作戦用輸送機『鴻こう鵠こく』──だが何故なぜ今、こんな場所で」

　すぐに国木田の無線機から、上じよう機き嫌げんな乱歩の声が聞こえてきた。無線周波数に割り込んだのだ。

『全く駄だ目めだな君達は！　僕がいないと本当に駄目だ！　少し前に太宰から事件概がい要ようの映像を携けい帯たい通信で受け取って、どうせこのくらいの時間に困ったことになっているだろうと思って社長をせっついておいたんだ！　この名めい探たん偵ていに感謝するんだぞこの働はたらき蟻あり共！』

　乱歩もまた探偵社の一員であり、太宰と双そう璧へきをなす探偵社の頭脳派だ。太宰が事前に乱歩に事情を伝えていたということは、自分が何らかの理由で行動不能になり、社員が危機に陥おちいることを予測していたという事だろう。

　敦は頭かぶりを振ふった。やはり太宰は──自分が死にそうな時でもやはり太宰ということか。

『間もなく沿岸警備隊の救助艇ていが島に着くはずだ』無線機の向こうで乱歩が云った。『島にいる人間全員乗せられるくらいの大きさがあるから、安心して乗るといい』

　上空の輸送機が近づいてくる。回転翼が起こす猛もう風ふうに、敦は目を細めた。

　輸送機の中、仁に王おう立だちする昇降口の乱歩の背後から、小さな人影が飛び出した。人影はまだ着地していない輸送機から飛び降り、敦に駆かけ寄ってくる。

「……鏡きよう花かちゃん！」

　黒くろ髪かみ和装の少女──鏡花が、敦に抱だきついた。小こ柄がらな鏡花とは身長差があるため、敦の腹部に顔をうずめるような格好になる。

「……心配した」腹部に顔を押し当てたまま、鏡花がつぶやいた。

「ごめん」

　その時ふと──風に乗って、誰だれかの声が聞こえてきた。

「その年で少女を泣かせるとは、女泣かせの才能があるのだねえ、敦君」

「だ──」

　敦は振り返る。強い土つち煙けむりの向こうから、歩いてくる人影がある。

　ぼさぼさの蓬ほう髪はつ。砂色の外がい套とう。腹部の襟衣シヤツには短刀に刺さされた穴が空いており、奥の素す肌はだが露ろ出しゆつしている。後方からは与謝野達、探偵社員の面々が続く。

「太宰さん！」

「聞いたよ。私が折せつ角かくぽっくり死ねたというのに、蘇そ生せいするなんて……随ずい分ぶんひどいことをするじゃないか。刺されるの痛かったのだよ？　しかも、君達は内ない緒しよで私の蘇生法を前から検討していたそうじゃあないか。自殺計画を練り直さなくては……そもそも」

「太宰ぃいいぃぃウォラァアァ！」

「げぶぁ!?」

　国木田が太宰の側面から揃えドロツプ蹴りキツクをぶちかました。

　くの字に折れ曲がって太宰が吹ふき飛ばされる。

「お前はコラ！　また勝手にオラ！　また好き放題仕事を引っかき回しおってウォラ！　お前を蘇生させるために俺達が、どれだけ、苦労、したと！」

「い痛い痛い痛いよ国木田君、蹴りながら首を絞しめながら怒おこるのはやめてくれ給たまえ」

「大体何が『折角死ねたのに』だこの失格人間！　そんなに死にたいなら俺が殺してくれるわ！　こうか！　こうか！　この角度か！」

　首を絞めながら太宰をがんがん地面に打ち付ける国木田を、誰も止めようとしない。全員が太宰と国木田を眺ながめながら、安心した表情を浮うかべている。

　──ふと、思う。

　ヴェルヌの仲間であり同志、〝七人の裏切り者〟も、こんな風な仲間達だったのだろうか。

　守護者ヴェルヌが消しよう滅めつし、異能生命体ガブとなった時、ガブはまず仲間を求めて盗とう賊ぞく団に入った。だが何度も〝初入団〟を繰くり返す形でしか仲間と一いつ緒しよにいられなかったガブには、かつて主あるじが〝七人の裏切り者〟と築いたような絆きずなを感じることができなかったはずだ。

　もしガブにも、ヴェルヌにとっての仲間が、敦にとっての探偵社があれば、自分達とこんな風に殺し合わずに済んだのだろうか。

　敦は振り返り、機械の山を見た。

　誰も答えない。ただ夏の熱を孕はらんだ海風が、瓦が礫れきの上を吹き抜ぬけるだけ。

　物静かな青年であるヴェルヌの姿と、無む邪じや気きで大おお仰ぎような仕草の少年であるガブの姿が交こう互ごに浮かび、青すぎる空の中に消えていった。

　──夏はまだ長い。
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　事務所の天井扇フアンが、生なま温ぬるい空気をかき回している。

　窓から差し込む斜ななめの陽光が、事務所の床ゆかを白く照らしている。あるかなきかの微び風ふうに、室内の観葉植物が頭こうべを垂れている。

「……あぁ～～～～ぅぁ暑あっつい～～～～……」

　溶とけた氷こおり菓が子しのように、探偵社員が机に伸のびていた。

「何もこんな時に冷れい房ぼうが故障しなくてもいいのに……」

「修理が来るのは午後だそうですよ」

「そんなに待ったら煮に汁じるが出てしまうよ」

　事務所にいるのはいつもの面々だ。太宰、敦、谷崎、賢治、乱歩、与謝野、鏡花。鏡花だけは汗あせひとつかかず涼すずしい顔をして、うだる社員達を不思議そうに見つめている。

「あー全く、探偵社の精せい鋭えいが揃っていながらとんだ為てい体たらくだな！」乱歩がやけっぱちめいて叫さけんだ。「誰か異能で涼しくできる奴やつはいないのか！」

　社員達はお互たがいに顔を見合わせた。「いそうで……いませんね」

「うむう」乱歩が机に突つっ伏ぷした。「判わかった。こうなったら全員で避ひ暑しよにでも行くしかないな。社長にスタンダード島事件の慰い労ろうだと云いってお願いしよう」

「それは素す敵てきですね」谷崎が顔を上げて云った。「具体的にはどこに行きましょう？」

「山がいいなあ」太宰が独りごちた。

「山、いいですねえ」敦がうなずく。

「うむ。標高が高ければ涼しかろう」国木田が云う。

「何だそれは」乱歩が口を挟はさんだ。「避暑といえば海じゃないか」

「海はもういいです！」全員が声を揃えて云った。

　全員のげっそりした顔を順番に眺めてから、乱歩はつまらなそうに立ち上がった。

「ふん。好きにしろ」島の事件に参加しなかったために今ひとつ海に関かかわれなかった乱歩は、唇くちびるを尖とがらせながら云った。「一階の喫きつ茶さ店てんで涼んでくる。谷崎、賢治君。お供しろ。奢おごってやるぞ」

「喜んで」

　乱歩、谷崎、賢治は連れだって事務所を後にした。

「いいなあ。私も〝うずまき〟の抹まつ茶ちや氷、食べたい」太宰が去っていく社員の背中を眺めながらつぶやいた。

「お前は仕事だ」国木田は太宰の前の机に書類束を投げつけながら云った。「スタンダード島事件の報告書。さっさと仕上げろ。特務課が痺しびれを切らしているぞ」

「ええ？」太宰がいかにも面めん倒どうそうに不満の声をあげた。「やってもいいけど……国木田君、何か涼しくなる方法知らない？　君の異能で何とかしてよ」

「異能ではないが、全身が適度に冷える方法なら知っている。やってやろうか？」

「え、本当？　どうやるの？」

「心臓を二分ほど止めてから蘇生させる」

「……厭いやな実績を作っちゃったなあ」太宰が恨うらみがましい目で国木田を見た。「死ねると思ったら寸前で蘇生されるのはもう沢たく山さんだよ。報告書、書けばいいんでしょう？　敦君、そこの資料取って」

「あ、はい」急に呼ばれた敦は立ち上がった。

　敦は事務机にある回覧書しよ棚だなから、事務員がまとめた資料を探して取り出した。

　ふと、その表紙に添てん付ぷされていた写真に目を留める。

「あれ？　これって……」

「ああ、敦君はまだ見ていなかったかな？　事件の事後調査結果だよ」

　敦が見ていた写真は、島の海岸にうち捨てられた金属片へんの山だった。野ざらしになったその金属の中に、見覚えのある品があった。

　黒いアタッシュケース。留め金が壊こわされ、内部の機構が破は壊かいされている。元の姿を知っている者でなくては何の機械だったか判らないほど、念入りに破壊されていた。

「島を引き揚あげる前に、それだけ調べておきたくてね。皆みなに頼たのんで捜さがしてもらったのさ」太宰は肩かたをすくめた。「完全に破壊されている。壊されたのはおそらく正午すぎ。地下五階から兵器が盗ぬすみ出された、すぐ直後だ」

　兵器を盗み出したのはガブだ。ということは──。

「あの少年は、兵器を使う気は全くなかった」太宰は肩をすくめた。「盗み出し破壊したのはおそらく、兵器を誰だれにも──我々や特務課も含ふくめて──使わせないためだろう。彼も彼で、兵器による破壊を止めようとしていた訳だ。ま、予想していた事ではあるがね」

　島の〝守護者〟。

　人間としてのヴェルヌが消滅し、純じゆん粋すいな異能生命体となった後でも、ガブは〝守護者〟であり続けた。それが生まれる前から彼に課せられた、宿命であり存在理由だったからかもしれない。

「そう云えば」敦はふと思い出して云った。「国木田さんに頼まれて、大たい佐さの過去について調べたのですが──結局大佐が兵器を使ってまで世間に伝えようとした秘密は、判らず仕じ舞まいでした。何だったのでしょう？」

　──正午は、部下への攻こう撃げき命令が出された時間じゃ。味方からのな。

　──幕ばく僚りよう本部の奸かん計けいによって裏切り者にされた部下達は、逃とう亡ぼうし、兵士の偽物ミミツクと呼ばれながらこの横浜に流れ着き、失意のうちに死んだと聞いておる。

　敦は事務員の手も借りて、過去の事件、大佐の経歴、果ては海外の民間探たん偵てい業者を頼たよってそれらしい戦場の記録まで調べてみた。だが結果は何もなし。大佐の部下で〝裏切り者〟として処理された部隊もいなければ、海外の元軍人が横浜で死亡したという記録にも該がい当とうするものは存在しなかった。

「見つかるはずがないよ」太宰は不意に窓の外に目を向けて云った。「あの件は特務課が徹てつ底てい的てきに抹まつ消しようしている。その死んだ部下の死亡記録どころか、街角で偶ぐう然ぜん映り込んだ写真ひとつさえ残っていないはずだ。そういう仕事は特務課は大得意だからね」

「太宰さん、その人達を知っているのですか？」

　太宰はその問いには答えず、机に肘ひじをついて空のどこか一点を見つめた。その目は現実の風景ではなく、頭の中に残っている鮮あざやかな記き憶おくを眺めていた。
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「大佐には悪いけど、彼らのことを世間に暴ばく露ろする必要はないよ」太宰は平へい坦たんな声で云った。「彼らは最さい期ごは満足して死んだ。掘ほり返さず、そっと眠ねむらせておくべきだ」

　太宰の瞳ひとみの中に、まっすぐ上る白い煙草たばこの煙けむりが見えた気がした。目の錯さつ覚かくだろうか。

　敦が問うべき言葉をうまく言葉にできず、口を開いては閉じていると。

「よろしいでしょうか」横から事務員のナオミが声をかけてきた。「今、得意先の博物館から依い頼らいがあったのですけど──」

「何だ？」国木田が振ふり向き、ナオミが差し出した書類を受け取った。「警備依頼？　随ずい分ぶんと急だな」

　国木田は書類を一通り眺めた後、敦に目を向けた。「敦、準備をしろ。仕事だ。どうも盗とう難なん予告があったらしい」

　盗難予告？　随分と前時代的な──。

「予告状と共に、下調べをする盗とう賊ぞくが目もく撃げきされているらしい。禿とく頭とうの大男と、勤サラめリー人マン風の中年の二人だそうだ」

「え？」

　それって──。

「いや、他人の空似だろう。連中が生きているはずがない。お前が死体を確かく認にんしたはずだ」

　確かにその通りだ。二人共明らかな致ち命めい傷しようを受け、見るからに生きていなかった。それにボスの異能をガブは奪うばって使っていた。ガブは死んだ人間からしか能力を奪い取れなかったはずだ。

　──あの人を尊敬してるのは本当だよ。あの人は俺に必要なものをくれた。

　ガブ。生まれたばかりの異能生命体。

　ガブは何故なぜ二人を殺した？　島にいた当時は、ビルゴが情報端たん末まつに侵しん入にゆうしている時、不都合な事実を知ってしまったからだろうと推理していた。だが今思えば、殺さずに無力化することだってできたはずだ。首を切り裂さくあの残ざん忍にんな手口は、どうもガブの心理と合わない。

　そしてガブは他人から異能を吸収することで、複数の異能を使し役えきできる存在だったはずだ。だが実際にガブが使ってみせたのは、少年の姿になる異能と、石の腕うでを操あやつる異能だけだ。もしそれ以外に、彼が十四年の歳月の中で蓄ちく積せきした異能で、標的を一度仮死状態にした後で復活させる能力、あるいはそれに類する何かの異能があったとすれば、現状にある矛む盾じゆんの説明はつく。

　だが、だとしたらガブは、最初から誰だれも殺すつもりなんて──。

「おい敦。何を呆ぼけている」国木田の呼びかけで、敦は現実に引き戻もどされた。「行くぞ」

「は──はい！」

　国木田の背を追って早足で歩き出す。途と中ちゆうで太宰をちらりと見たが、何も云いわず笑って肩をすくめるばかりだった。

　ガブの真意は永遠に判わからないが、ボス達が生きているのかどうかは盗賊事件を解決してみれば判る。考えるのはそれからでも遅おそくない。ボスが犯人なら、捕つかまえ方は心得たものだ。




　探偵社のドアを開くと、そこから一いち陣じんの涼りよう風ふうが舞まい込んできて、事務所の中を通り抜ぬけた。

　夏はまだ長い。そして人生はさらに長いだろう。

　異能とは何なのか。ガブの真意はどこにあったのか。問いは多く、答えへの道のりはいつだって遠い。だが国木田が云ったように、〝時間なら十分にある〟のだ。頼りになる仲間だっている。前に進んでさえいれば、答えに手が届く日がきっとくるだろう。

　探偵社を出ると鮮やかに白い入道雲が見えた。降りそそぐ陽光が、緑の木々の表面で光となって弾はじけている。

「面めん倒どうをかけたな」

　不意に声がして振り向くと、斜ななめの陽光が揺ゆれる木こ陰かげに、見覚えのある人ひと影かげが立っていた。

「ウェルズさん」敦は笑え顔がおになって云った。「ご無事だったんですね」

「君のおかげで、人生に突つき刺ささっていた汚お点てんを消し去ることができた。礼を言う。……それはそうと、君達武装探偵社に、軍警から国際テロリストである私の捕ほ縛ばくの命令が出たと聞いたが、本当か？」

「ええ。国木田さんが依頼書を受け取っていました」敦は思い出しながら云った。「といっても、その後すぐ依頼書をびりびりに破いて捨てていましたけど」

「そうか」ウェルズは目を閉じて微ほほ笑えんだ。「私は次の災わざわいへと向かうことにするよ。いつか私が息絶え、時の中に埋まい没ぼつして忘れ去られるその時まで……」

「その前に皆に挨あい拶さつしていって下さいよ」敦は先を行く国木田のほうを見た。「すぐそこに国木田さんがいます。きっと皆みんな歓かん迎げいして……」

　敦が国木田のほうから視線をウェルズに戻し、言葉を止めた。

　そこにはもう誰もいなかった。

　ただ陽光が、木こ漏もれ日となって空中に縞しま模も様ようを描えがき出しているだけだった。

　敦は誰もいなくなったその空白の場所を見つめつづけていた。

　ふと思う。ウェルズという異能者など、最初から存在しなかったのではないか？　時間を操る異能そのものが、敦達の時間軸じくに干かん渉しようした結果見せた、夏の影かげのようなものだったのでは？

　異能力が見せる影。

　この世のどれだけのものが実際にあって、他ほかの何が影にすぎないのか、敦には判らない。

　けれど自分達は生きていく。

　敦は何か云おうと口を開いたが、結局何も云わず、走って国木田の後を追いかけた。

　道は長く、どこまでも続いている。







　あとがき




　小説版・文ぶん豪ごうストレイドッグス４巻、いかがだったでしょうか。

　あらためて言うのも今いま更さらではありますが、小説・文豪ストレイドッグス１～４巻はそれぞれ独立した時系列、異なる主人公による独立したお話が描えがかれていて、どの巻から買って読んでもおたのしみいただけるようになっています。１～３巻に気がつかずにこの巻だけ買っちゃった！　という方もお気になさらず。

　さて、今回の長編小説「55Ｍｉｎｕｔｅｓ」は、これまでの１～３巻と異なる部分がいくつかあります。お気づきでしょうか？

　ひとつめ。まず主人公がちゃんと敦あつし君であること。これまでの１～３巻はいずれも外伝的な位置づけとして、べつべつの主人公を視点として、漫まん画が本編より過去の物語が描かれてきました。しかし今回は、ちゃんと敦君を中心とした活劇が描かれています。時系列も過去ではなく、漫画本編の10巻以降のどこか、という設定です。要するに、ごぞんじ「いつもの」探たん偵てい社がそのまま文章による物語になっているのです。

　ふたつめ。季節がちゃんと「夏」と明確に語られていること。実は、これまでの漫画や小説では季節がいつかはちゃんと言げん及きゆうされておらず、なんとなくふわっと匂におわせる程度にしか語られていませんでした。春かもしれないし、秋かもしれない、というような。しかし今回はかなりはっきり「夏の暑いお昼」と断定されています。なぜか？　その理由は本編をまだ読んでいないひとのために秘密にしておきますが、今回の「ある異能のしかけ」が発動するときは、やっぱ暑い季節だろ、うだるような晴天の夏だろ、という気持ちが強くあったからです。なんででしょうね？　でもとにかくそうなのです。

　みっつめ。サブタイトルが英語。「55Ｍｉｎｕｔｅｓ」。担当編集さんにも『これ、１～３巻とおなじ流れで日本語にしたほうがよくありません？』と提案されたのですが、『いや、本編漫画でもサブタイトルは英語と日本語がばらけているので、今回は英語サブタイトルが自然で正しいことです』と力説して納なつ得とくしてもらいました。実際は、なんとなくふと思いついたというだけです。（この仕事をはじめてから、詭き弁べんばかりが上達しています）

　そんなわけで、これまでとは目先の違ちがういろんな試みを詰つめ込んだ小説４巻。「漫画は本編として楽しみつつ、各キャラの知られざる活かつ躍やくを楽しむために劇場版を見にいく」みたいな気持ちで楽しんでいただけたらな、と思います。

　最後になりましたが、漫画担当編集の加か藤とう様、小説担当編集の白しら浜はま様、毎回スタイリッシュな表紙と挿さし絵えを描いてくださる春はる河かわ35先生、印刷から書店までかかわっていただいた皆みな様さま、そしてここまで読んでいただいた皆様！　誠まことにありがとうございました。

　次回作でお会いしましょう。
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